
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











FY 2020 Syllabi for Master Course  

Mission and educational program of the Kyoto University School of Public Health  
Curriculum for Master Course in the fiscal year of FY2020  
 
Epidemiology I  
Epidemiology II  
Fundamentals of Biostatistics  

  Infectious Disease Epidemiology  
  Occupational health and environmental health sciences  

Healthcare System and Policy  

Health Policy and Academia  
Drug Policy and Regulation  
Economic Evaluation in Health Care  
Healthcare Systems and Policies around the World  
Behavioral Science  
Basic Medical Ethics  
Medical Communication: Introduction  
Basic Medicine I Anatomy  
Basic Medicine I Physiology I  
Basic Medicine I Neurophysiology I  
Basic Medicine II  
Introduction to Clinical Medicine  
Introduction to Statistical Computing and Data Management  
Statistical Methods for Observational Studies  
Literature Research  
Critical Appraisal  
Methods of Health Science Research  
Evaluation of Quality in Health Care  
Introduction to Toxicology  
Medical Sociology  
Statistical Genetics I  
Clinical Trial  
Statisticians Standard of Conducts  
Designing Health communication  
Fundamentals of Statistical Inference  
Survival Analysis  
Statistical Modeling and Applications  
Medical Doctors in Government and Occupational Settings  
Multiplicity in clinical trials  
Genetic Medicine, Ethics and Society  
Introduction to Human Genetics  
Clinical Genetics and Genetic Counseling  



Special Seminar for Genetic Medicine  
Socio-epidemiology II  
Field Medicine  
Intermediate Biostatistics  
Health Data Processing Laboratory  
Health, Medical and Welfare System  
International Health  
Toxicology  
On the Bench Training Course  

  Development strategy, plan, and regulatory affairs of drugs and medical devices  
Drug Development, Evaluation and Regulatory Sciences  
Genome Science and Medicine  
Practicum for Clinical Genetics  
Statistical Genetics II  
Health informatics I  
Health informatics II  
Applied Medical Communication  
Introduction to EBM: How to use evidence in your daily life  
Introduction to Qualitative Research  
Environment and Infection  
Behavioral Economics in Health and Care  
Statistical Methods in Clinical Trials  
Fieldwork  
Field Training for Public Health Practice  
Healthcare management Special Curriculum I  
Healthcare management Special Curriculum  
Case Studies in Healthcare Management  
Seminar in Study Design I  
Special Seminar in Study Design I  
Economic Evaluation of Medical Technologies  
Seminar in Study Design II  
Special Seminar in Study Design II  
Special Lectures on EBM and clinical practice guidelines  
Data Management for Clinical Research  
Clinical research advanced  
Systematic Reviews  
Special Seminar of Data Analysis  
Fundamental Human Genetics, exercise  
Clinical Genetics,Exercise  
Communication for Genetic Counselors  
Genetic Counselling, Exercise 1  
Genetic Counselling, Exercise 2  
Genetic Counselling, Practice 1  
Genetic Counselling, Practice 2  
Practical Skills for Clinical Biostatisticians  
Clinical Research Training I  
Clinical Research Training  
Practicum in Fundamentals of Statistical Inference  



Meta-analysis  
Entrepreneurship  
Introduction to Technology Management in Medical Science  
Special Lecture and Practicum for the Patent Law I  
Special lecture and practicum for the Patent Law II  
Business Contract Practice
Practicum for Intellectual Properties Protection Law  
Intellectual Property Management in Medical Science
Special Lecture for Entrepreneurship
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

疫学　Ｉ　（疫学入門）【領域１】 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
教授医学研究科 佐藤　俊哉

滋賀医科大学　教授 三浦　克之
東京都健康長寿医療センター
研究部長　　　　　　　　　 石崎　達郎

准教授医学研究科 田原　康玄
助教環境安全保健機構 岡林　里枝
助教環境安全保健機構 松崎　慶一

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期不定曜時限 金 ・ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・本コースは医学研究科社会健康医学系専攻の必須科目の一つです。　
・臨床研究を含む社会健康医学（パブリックヘルス）領域において、最も基本となる疫学の考え方、
方法論についての入門的な講義を行います。
・原則として金曜 限ですが、 限と 限の コマ連続で講義をおこなう場合があります。

到達目標
・疫学の基本的考え方、用語、概念、方法論を説明できる。
・疫学の発展的な知識を学ぶための基礎を身に付ける。

授業計画と内容
第 回 月 日（ 限）イントロダクション（中山）
第 回 月 日（ 限）コホート研究・症例対照研究（中山）
第 回 月 日（ 限）歴史と事例から学ぶ疫学（佐藤）
第 回 月 日（ 限）介入研究（岡林）
第 回 月 日（ 限）追跡型研究（松崎）
第 回 月 日（ 限）疫学をめぐる最近の話題（中山）
第 回 月 日（ 限）記述疫学・高齢者の疫学研究（石崎）
第 回 月 日（ 限）視聴覚教材「大いなる航海」（中山）

月 日（ 限） テスト
特別講義予定あり（三浦・田原）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
テスト（８０ ）、毎回の小レポート提出（２０ ）　

疫学　Ｉ　（疫学入門）【領域１】 へ続く↓↓↓

疫学　Ｉ　（疫学入門）【領域１】

教科書
講義資料は配布

参考書等
（参考書）
川村孝『エビデンスをつくる』（医学書院）
中山健夫・津谷喜一郎『臨床研究と疫学研究のための国際ルール集』（ライフサイエンス出版）
矢野栄二・橋本英樹『ロスマンの疫学』（篠原出版新社）
厚生統計協会編集『図説・国民衛生の動向』（厚生統計協会）
ロドルフォ・サラッチ著『読んでわかる！疫学入門』（大修館書店）

授業外学修（予習・復習）等
予習は特に必要でないが、講義の復習には十分時間をあててください。

（その他（オフィスアワー等））
・症例研究や基礎的研究と異なる「人間集団を対象とする」という疫学研究の意義と可能性を理解
してもらえればと願っています。
・本コースの内容の多様性と一貫性を保つために、担当教員はシラバス作成時、学期中、終了後な
ど、適宜、意見交換を行い、講義資料を共有して連携を図っています。
・留学生対応として、講義資料の事前提供、 の日英併記を進めます。
・特別講義の予定は初回の講義で説明します。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　P-PUB01 8H119 LB90　

授業科目名
　<英訳>

疫学　ＩＩ　（研究デザイン）【領域１】
Epidemiology II

担当者所属・
職名・氏名 非常勤講師 福原　俊一

配当
学年 専門職 単位数  1 開講年度・

開講期
2020・
前期前半曜時限 金1,2 授業

形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

 [授業の概要・目的]
社会健康医学領域の研究の「基本設計図」を作成するための研究デザインに必要な理論や基本的知
識を、7つのステップに分けて学ぶ。質的な研究は含まれない。

 [到達目標]
・自分の疑問を構造化抄録形式にまとめ、最終的に「研究の基本設計図」を完成できる
1)自分の疑問を、リサーチ・クエスチョンに構造化できる
2)概念および概念の変数化を理解している
3)RQを概念モデルの形にできる
4)変数測定の理論と実際を理解している　
5)第3の因子について理解している
6)比較の質を落とす原因、および比較の質を高める方法を理解している

 [授業計画と内容]
第1回 4 月17日 (1 限）研究デザイン7つのステップ（福原）
第2回 4 月17日 (2 限）疑問の構造化とモデル化(福原）
第3回 4 月24日(1限）疑問の構造化グループ学習（自由参加）　
第4回 4 月24日 (2 限）疑問のモデル化グループ実習（自由参加）
第5回 5 月22日 (1 限）研究デザインの「型」の種類と特徴(大西）
第6回 5 月22日 (2 限）存在・発生・効果の指標（福原）　　　　　
第7回 6 月 5日 (1 限）比較の質を落とす原因（福間）　　　　　
第8回 6 月 5日 (2 限）測定をデザインする（福原）
第9回 6 月12日 (1 限）比較の質を高める方法（福間）　　　　
第10回 6 月12日 (2 限）試験　

　　　　　　

 [履修要件]
・MPHコア（必修）MCR必修科目
・「疫学Ⅰ」を履修中あるいは履修済であることが履修要件です。

 [成績評価の方法・観点]
・講義平常点(出席を含む)　40%
・筆記試験　60%

 [教科書]
授業中に指示する

疫学　ＩＩ　（研究デザイン） 【領域１】(2)へ続く↓↓↓

疫学　ＩＩ　（研究デザイン） 【領域１】(2)

 [参考書等]
（参考書）
福原俊一「臨床研究の道標：7つのステップで学ぶ研究デザイン」（認定NPO法人健康医療評価研
究機構）
Hulley S 「Designing Clinical Research 2nd ed.」(William & Wilkins)(和訳：「臨床研究のデザイン」　
医学書院MYW）
福原俊一　「リサーチクエスチョンの作り方」（認定NPO法人健康医療評価研究機構）
松村真司「概念モデルをつくる」（認定NPO法人健康医療評価研究機構）

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義および討論
講義前・後の学習

（その他（オフィスアワー等））
・人間健康科学系専攻学生の受講可否：　不可

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療統計学　（コア）　【領域２】 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 佐藤　俊哉

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 火 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
　医療統計学は社会健康医学の実務・研究に必須であることは広く認識されています。が、医療統
計の教科書には怪しげな数式ばかりでてきてとっつきにくく、一部の愛好家以外には敬遠されてい
ます。
　しかし、しかしです、本当は医療統計学っておもしろいのです。
　「医療統計学はおもしろい」ということをみなさんに伝えたいと、医療統計学では、数学的、技
術的な問題に立ち入ることなく、平易なことばで医療統計学の考え方を解説しています。
　予習は必要ありません。ともかく授業にきて、話しを聞き、スライドをみて、一緒に考えてくだ
さい。講義終了時にスライド資料を配りますので、ノートなんかとらなくても結構です。
　その代わり、必ず復習をしてください。講義中にはわかった気分になりますが、それが自分のも
のとなるためには、自分の中で何度も何度も確認する必要があります。毎回、講義の始めに前回の
おさらいをしますので、復習してわからなかったことはそこでどんどん質問してください。技術的
な内容については、午後の医療統計学実習で補います。
【パワーポイントスライドによる講義形式】

到達目標
・医療統計アレルギーの改善
・因果関係とコントロール（対照）について理解を深める
・疫学研究、臨床試験の代表的なデザインを学ぶ
・医療統計の基礎的な考え方を自分なりに説明できる

授業計画と内容
第 回　 月 日　コントロールの重要性
第 回　 月 日　ピロリ菌と胃がん
第 回　 月 日　疫学研究デザイン概論
第 回　 月 日　骨粗鬆症治療薬市販後臨床試験
第 回　 月 日　臨床試験デザイン概論
第 回　 月 日　曝露効果、治療効果の指標
第 回　 月 日　統計的仮説検定の考え方
第 回　 月 日　検定と信頼区間の関係
第 回　 月 日　 声明と「 の向こう側」
第 回 月 日　研究に必要なサンプルサイズ
第 回 月 日　コホート研究の妥当性
月 日　休講
第 回 月 日　ケース・コントロール研究の妥当性
第 回 月 日　新しい疫学研究デザイン
第 回 月 日　交絡とはなにか

履修要件
・人間健康科学系専攻の学生さんの受け入れはしていません
・医科学専攻、医学博士課程の受講希望者は事前に必ずメールで連絡してください

医療統計学　（コア）　【領域２】 へ続く↓↓↓

医療統計学　（コア）　【領域２】

・受講者は単位不要でも必ずミニテストを受け、レポートを提出してください
・医療統計学を履修していないと後期「交絡調整の方法」は履修できません

成績評価の方法・観点
ミニテスト（ ）とレポート（ ）
・ 月末に一度ミニテストを実施
・複数のテーマ（ 月はじめに提示します）から一つを選び、指定された関連文献をレビューして
自分の意見をレポートにまとめる

教科書
講義終了後にスライド資料を配布します。

参考書等
（参考書）
佐藤俊哉『宇宙怪人しまりす　医療統計を学ぶ』（岩波科学ライブラリー ）

佐藤俊哉『宇宙怪人しまりす　医療統計を学ぶ　検定の巻』（岩波科学ライブラリー ）

椿広計、藤田利治、佐藤俊哉『これからの臨床試験』（朝倉書店）
ロスマン 『ロスマンの疫学 第 版』（篠原出版新社）

（関連ＵＲＬ）
医療統計ホームページ

授業外学修（予習・復習）等
前回の復習を忘れずに。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

感染症疫学　【領域３】 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 古川　壽亮

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 前期後半　木２ 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
※　詳細未定（告知を確認のこと）

到達目標
※　詳細未定（告知を確認のこと）
授業計画と内容
月または 月の 日間（予定：集中講義形式）
※　詳細未定（告知を確認のこと）

履修要件
コア（選択必修）

成績評価の方法・観点
※　詳細未定（告知を確認のこと）

教科書
※　詳細未定（告知を確認のこと）

参考書等
（参考書）
※　詳細未定（告知を確認のこと）

授業外学修（予習・復習）等
※　詳細未定（告知を確認のこと）
（その他（オフィスアワー等））
※　詳細未定（告知を確認のこと）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

産業・環境衛生学　【領域３】 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 原田　浩二

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
現代の環境問題、産業衛生について概説し、毒性学を基礎にした健康影響評価について講義する。

到達目標
・現代の環境問題、産業衛生について述べることができる。
・用量反応関係、閾値、種差および毒性学の基礎的事項について述べることができる。
・リスクアセスメントについて述べることができる。
・化学物質の規制の種類について述べることができる。
・代表的な化学物質の代謝過程、作用機序を推測できる。

授業計画と内容
コース予定・内容
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回講義内容未定

履修要件
コア選択

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む） ％、試験 ％

教科書
講義中の配布資料

参考書等
（参考書）
分子予防環境医学研究会『改訂分子予防環境医学』（本の泉社）

授業外学修（予習・復習）等
化学などの知識は必ずしも必要ではありませんが、適宜、復習で補うことを勧めます。
（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　上限 人まで可能
後期の「中毒学」および「ベンチトレーニングコース」を受講するためには、この講義を受講する
ことが必須です

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療制度・政策　【領域４】 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 水２（前期後半） 授業形態 講義 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
日本の医療に関する政策・制度に関して、国・地方自治体から医療施設に至る諸々の場における重
要課題を扱い、基本的事項を理解する。
＜内容＞
　・医療・福祉に関する政策、制度、事業、その沿革
　・医療の財源
　・医療制度（提供・保険・支払）と医療費
　・医療の質・安全・効率におけるマネジメントシステムと政策
　・医療の評価
　・地域医療構想・計画など諸々の医療関連計画
　・医療マネジメントの骨格：組織、財務

到達目標
・医療の領域の政策・制度とマネジメントに関する沿革、現状、理論・概念、研究・評価手法、課
題と対策について、重要事項を理解し、他者に説明しできるようになること。
・基本的な研究や社会制度の意義を系統的、批判的に解釈できるようになること。
・社会健康医学の研究及び実務上の問題解決に、関連しうる知識等を活用できるようになること。

授業計画と内容
第 回　 月 日　医療政策：国の財政と医療
第 回　 月 日　医療と財源：保険制度
第 回　 月 日　政策と経営：医療の質と安全
第 回　 月 日　保健政策：健康の決定要因
第 回　 月 日　医療政策の構築プロセス 地域医療構想について
第 回　 月 日　 と制度全体を把握する枠組み
第 回　 月 日　諸外国と日本の医療の経済評価・ の利用

＊外部講師他の諸状況により日程変更あります。初回に予定を説明します。

医療制度・政策　【領域４】 へ続く↓↓↓

医療制度・政策　【領域４】

履修要件
社会健康医学系専攻の院生
原則、出席 ％以上を前提とする

成績評価の方法・観点
　レポート　 ％
　日々の講義へのコミットメント　 ％

教科書
適宜、資料を講義にて配布する

参考書等
（参考書）
・医療制度・医療政策・医療経済（丸善出版 ）
・ （ ）
・病院の教科書（医学書院 ）
・医療安全のエビデンス‐患者を守る実践方策（医学書院 ）
・医療の原価計算 社会保険研究所 　
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等
予習・復習は必要

（その他（オフィスアワー等））
当分野では、医療政策、医療経営、医療の質・安全・コスト研究に深く関わりたい人を募っていま
す（医療経済学分野： ）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

社会健康医学と健康政策　【領域４】 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
教授医学研究科 川上　浩司
教授医学研究科 佐藤　俊哉
准教授医学研究科 和田　敬仁
教授医学研究科 中山　健夫
准教授医学研究科 渡辺　範雄
准教授医学研究科 岩隈　美穂
特定教授医学研究科 早乙女　周子
特定准教授附属病院 山田　崇弘
准教授東南アジア地域研究研究所 坂本　龍太
准教授医学研究科 原田　浩二
准教授医学研究科 山本　洋介

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
社会健康医学（ ）における、健康・医療に関わる制度・政策、ならびにそれらに貢献
・関連する研究、人材育成、その他の専門的活動について学ぶ。
社会健康医学系専攻を構成する各分野から、担当している研究・教育等領域の視点・見識、実績・
経験などに基づき、健康・医療に関連する制度・政策や社会の仕組みがどのようになっているか、
また、健康・医療に関連する制度・政策や社会の仕組みに、研究、人材育成、その他の専門的活動
がどのように関わり貢献しているかを、講義する。

到達目標
各分野による講義の全体を通して、健康や医療に係る制度・政策の全貌を多角的に把握できるよう
にする。

授業計画と内容
第 回　 月 日　社会健康医学と健康政策：総論（今中）
第 回　 月 日　環境保健の制度と政策（原田）
第 回　 月 日　大気環境基準の作り方（佐藤）
第 回　 月 日　社会健康医学と知的財産（早乙女）
第 回　 月 日　健康政策の近現代史（小泉）
第 回　 月 日　産業保健に関する政策（小泉）
第 回　 月 日　ヘルスコミュニケーションと健康政策（岩隈）
第 回　 月 日　学校保健や母子保健情報の利活用による地域健康政策（川上）
第 回　 月 日　実地に基づく健康政策（坂本）
第 回　 月 日母子保健と制度・政策（和田山田
第 回　 月 日成人における疾病予防：特定健診とがん検診（中山）
第 回　 月 日 健康政策における 評価（山本）
第 回　 月 日 グローバルメンタルヘルス（渡辺）
第 回　 月 日地域保健医療行政（今中）
第 回　 月 日健康医療介護政策とエビデンス（今中）

社会健康医学と健康政策　【領域４】 へ続く↓↓↓

社会健康医学と健康政策　【領域４】

＊予定は変更となることがあります。初回に予定を説明します。

履修要件
社会健康医学系専攻の院生
原則、出席 ％以上を前提とする

成績評価の方法・観点
　レポート（配点比重 ）
　日々の講義へのコミットメント（配点比重 ）

教科書
適宜、資料を講義にて配布する

参考書等
（参考書）
適宜、資料を講義にて配布する
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等
予習・復習は必要

（その他（オフィスアワー等））
健康政策学に関わる領域の教育を、専攻全体でカバーする。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医薬政策・行政　【領域４】 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期前半曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本コースは医学研究科社会健康医学系専攻の コア科目の一つです。医薬品、医療機器を軸に、
日本および海外の健康政策、産業政策と行政を俯瞰します。社会福祉、財務、食品衛生、医薬経済
の観点から、国際的な医薬品認可行政、経済性との整合、ライフサイエンス研究とトランスレーシ
ョナルリサーチの実際についても学びます。
【講義担当者】川上浩司（薬剤疫学・教授）、鉄橋正志（厚生労働省）、西嶋康弘（厚生労働省 、
松林恵介（薬剤疫学・特定助教）

到達目標
・医薬政策・行政、食品衛生行政、社会福祉に関連した政策の基本的考え方、方法論を理解してい
る。
・医薬経済、トランスレーショナルリサーチの政策上の取組の基本的考え方、方法論を理解してい
る。

授業計画と内容
第 回 月 日　医薬政策、行政の潮流　　　　　　　　（川上）
第 回 月 日　米国連邦政府における医薬行政　　　　（川上）
第 回 月 日　医療機器の行政、研究開発と課題　　　（川上）
第 回 月 日　日本における医薬行政と最近の動向　　（鉄橋）
第 回 月 日　食品衛生行政　　　　　　　　　　　　（西嶋）
第 回 月 日　医療保険制度と医薬品の評価　　　　　（松林）

履修要件
本コース終了の翌週から継続して講義が行われる 「医薬品の開発と評価」と連続、一括した内
容となっており、原則として通して受講できない方は受け入れ不可とします。また、同日 ・ 限の

「医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査」も本講義の内容を掘り下げたもので、合わせて
受講することを推奨します。

成績評価の方法・観点
講義の場への参加（ ％）、レポート（ ％）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
安生紗枝子ら『新薬創製への招待：開発から市販後の監視まで』（共立出版 ）

医薬政策・行政　【領域４】 へ続く↓↓↓

医薬政策・行政　【領域４】

川上浩司 漆原尚巳 田中司朗（監修）『ストロムの薬剤疫学』（南山堂 ）

授業外学修（予習・復習）等
予習は特に不要であるが、復習については十分に行うことを期待する。

（その他（オフィスアワー等））
川上浩司 棟 階・内線： 代表
面談希望は必ずメールでご連絡下さい。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

保健・医療の経済評価　【領域４】 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・保健・医療における経済評価を支える理論・フレームワークについての講義を行い、保健・医療
の経済性評価のための主な研究手法を学習します。
・保健・医療の経済評価は、通常、現実的な制約の中で評価をすることになりますが、その際の研
究のあり方についても学習します。
・保健・医療に関する幅広いテーマの経済評価の検討を行います。

到達目標
・保健・医療における経済評価を支える理論・フレームワークや研究方法等について、重要事項を
説明できる。
・医療の経済評価研究に関するバイアスについて理解している。
・治療技術・薬剤・医療材料・検査・健康政策プログラムなどに関する経済分析に用いられる主な
研究手法として、費用分析・費用効果分析・費用効用分析・費用便益分析の違いやそれぞれの適応、
費用算定・アウトカム測定・時間の概念・割引率・感度分析、増分費用効果比といった中心的な概
念を理解して説明でき、分析結果の適切な解釈ができる。
・上記を踏まえてこの領域の研究文献を批判的にレビューし、その意義を説明できる。研究プロト
コールの作成や研究実施時に、習得した知識・技術を活用できる。

授業計画と内容
第 回　 月 日　保健・医療における経済性の評価（１）
第 回　 月 日　保健・医療における経済性の評価（２）
第 回　 月 日　医療経済評価研究の評価法
第 回　 月 日　経済評価のモデリング
第 回　 月 日　費用効果効用分析の方法論１
第 回　 月 日　費用効果効用分析の方法論２
第 回　 月 日　保健・医療の経済評価：論文レビュー＆討議１
第 回　 月 日　保健・医療の経済評価：論文レビュー＆討議
＊初回に予定を説明します。

保健・医療の経済評価　【領域４】 へ続く↓↓↓

保健・医療の経済評価　【領域４】

履修要件
非 限定
人間健康科学系専攻学生の受講可否：否
原則、出席 ％以上を前提とする

成績評価の方法・観点
講義・討論・グループワーク・発表におけるコミットメント（配分 ％）、課題レポート・期末な
どのレポート（配分 ％）により、総合的に評価する。

教科書
適宜、資料を講義にて配布する

参考書等
（参考書）
・

・

・医療制度・医療政策・医療経済（丸善出版 ）
・ （ ）
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等
予習・復習は必要

（その他（オフィスアワー等））
経済学の学習経験は問いません。

当分野では医療の経済性、質・安全・原価の実証研究政策研究、医療の政策や経営に深く関わりた
い人を募っています。（医療経済学分野： ）

注）医療のプロセス、アウトカム等の質指標、診療のばらつき、医療の質の評価・改善、医療機能

保健・医療の経済評価　【領域４】 へ続く↓↓↓
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保健・医療の経済評価　【領域４】

評価、医療の質・安全に係わる制度・政策については、水曜 限「医療の質評価」 前期後半 （１単
位） 推奨選択・コア選択必修 を選択してください。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

世界における医療制度・政策　【領域４】 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 水２（前期前半） 授業形態 講義 使用
言語 英語

授業の概要・目的

到達目標
１
２
３

授業計画と内容

　

履修要件
・
・ ≧
・

世界における医療制度・政策　【領域４】 へ続く↓↓↓

世界における医療制度・政策　【領域４】

成績評価の方法・観点

教科書

参考書等
（参考書）
・
・ 　
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等

（その他（オフィスアワー等））

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

行動科学　【領域５】 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 渡辺　範雄
教授医学研究科 古川　壽亮
特定講師医学研究科 小川　雄右

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 火 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要
人間行動に関連する理論の基礎について学習する。特に実践的に有用であることが示されている理
論を中心に学習する。

教育・学習方法
パワーポイントスライドによる講義、グループディスカッション、筆記試験

到達目標
・主な行動理論について説明することができる。
・行動理論の応用・適用を考えることができる。

授業計画と内容
第 回 月 日　イントロダクション、ヘルスビリーフモデル
第 回 月 日　トランスセオレティカルモデル、計画的行動理論
第 回 月 日　認知行動理論、認知行動療法
第 回 月 日　社会的認知理論
第 回 月 日　ストレスとコーピング
第 回 月 日　メンタルヘルス（精神および行動の障害）
第 回 月 日　まとめ
第 回 月 日　まとめ 、試験
予備日 月 日

履修要件
コア 選択必修

成績評価の方法・観点
平常点 出席を含む 点、試験 点 単位取得のためには、合計で 点以上が必要。

教科書
毎回、講義資料を配布する。

参考書等
（参考書）
必須テキスト：なし

推奨テキスト：
・

行動科学　【領域５】 へ続く↓↓↓
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行動科学　【領域５】

行動科学の定番的教科書です。部分訳が出版されています「健康行動と健康教育－理論、研
究、実践」 曽根智史ら、医学書院、 年
・松本千明 医療・保健スタッフのための健康行動理論の基礎、医歯薬出版、 簡略に要領よ
く行動科学の種々の理論がまとめられています

授業外学修（予習・復習）等
毎回復習をしてください。

（その他（オフィスアワー等））
その他メッセージ
人間健康科学系専攻学生の受講可否：不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

基礎医療倫理学　【領域５】 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
【基本情報】
授業日時：木曜 限（前期前半）
教室： 棟セミナー室
レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・竹之内沙弥香・大守伊織（岡山大学）

【コースの概要】
社会健康医学における研究と実践の基礎となる医療倫理の考え方、研究倫理申請などについて、そ
の骨子を学ぶ

到達目標
・社会健康医学における研究と実践の基礎となる医療倫理上の問題に適切に対応できる。
・主な医療倫理理論について説明できる。
・自身の研究倫理申請が適切にできる。
・産婦人科医療・小児医療・終末期医療などにおける医療倫理上の問題を説明できる。

授業計画と内容
【第 回】 ＜小杉＞医療倫理学総論・医療倫理における考え方
【第 回】 ＜和田＞新生児・小児医療と倫理など
【第 回】 ＜山田＞産婦人科医療と倫理
【第 回】 ＜竹之内＞終末期医療の倫理
【第 回】 ＜大守＞生命倫理学の歴史
【第 回】 ＜小杉＞研究倫理・倫理審査委員会
【第 回】 ＜和田＞新生児・小児医療と倫理など
（変更の可能性があるので開講日に確認してください）

履修要件
コア科目（選択必修）

自身の研究計画を倫理申請する予定がある場合は必ず履修すること（ 含む）
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）（約 ）、レポート 約 などを総合的に判定する。
＜レポート提出期限＞
・中間レポート締切： 月 日
・最終レポート締切： 月 日
メールで提出。
受領確認メールはいたしません。

基礎医療倫理学　【領域５】 へ続く↓↓↓

基礎医療倫理学　【領域５】

教科書
講義中の配布資料

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医学コミュニケーション・基礎　【領域５】 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 岩隈　美穂

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 火 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要　
本コースは医学研究科社会健康医学系専攻の コア科目の一つです。
医学コミュニケーションの基礎講座として、さまざまなバックグランド、専門、興味を持つ学生へ
の対応を目的とした基本的事項を網羅し理解、検討を行います。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
　医学コミュニケーションの基本的枠組み、コンセプトを理解する。
　社会学・コミュニケーション学を手掛かりに、臨床におけるコミュニケーションについて理解す
る。
　

授業計画と内容
イントロダクション
医療と社会とコミュニケーション１
「病棟の子供たちに遊びを通した日常を届ける」（高谷恵美氏　京大病院「にこにこトマト」

代表）
医療と社会とコミュニケーション
コミュニケーション学の基本の「き」：　非言語ｘ言語ｘチャネル
　　医療と時間と空間：　続・非言語コミュニケーション
　　まとめ

履修要件
選択必修

成績評価の方法・観点
平常点（授業参加度も含む）　５０％
レポート　５０％
　　「一言宣言」　５％　＋　タイトル１０％　＋　最終版　３５％

医学コミュニケーション・基礎　【領域５】 へ続く↓↓↓
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医学コミュニケーション・基礎　【領域５】

教科書
ハンドアウトを配布する。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
コミュニケーション学の中で興味のあるリーディングを読むことを推奨する。

（その他（オフィスアワー等））
「授業参加・貢献」を重視しているため、自発的発言を求める。　
医療・医学への社会科学的アプローチに興味のある学生向け。
障害があり、授業あるいは課題への取り組みに配慮（ ）が必要な場合、早めに相談
に来ること。
講師の都合により日程変更の可能性あり。
留学生がいる場合、授業使用言語を英語にする可能性あり。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

医学基礎　 　「生理学 」 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
※　詳細未定（告知を確認のこと）

到達目標
※　詳細未定（告知を確認のこと）
授業計画と内容
生理学 　月曜 ， 限
開講日

※　詳細未定（告知を確認のこと）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
社会健康医学系専攻においては、平常点 ％とレポート ％

教科書
※　詳細未定（告知を確認のこと）

参考書等
（参考書）
※　詳細未定（告知を確認のこと）

授業外学修（予習・復習）等
※　詳細未定（告知を確認のこと）
（その他（オフィスアワー等））
※　詳細未定（告知を確認のこと）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

医学基礎　 「解剖学」 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 小杉　眞司
教授医学研究科 山田　重人

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
人体は様々な細胞から組織、器官が構成されており、それらが協調して働くことで一個体として機
能している。人体の構造と機能に関する総合的理解を目指し、特に、その構造異常や機能異常によ
って起こる「疾患」を念頭において概説する。学生諸君の知的好奇心を刺激する一方で、臨床に有
益な関連事項を織り交ぜて解説したい。

到達目標
・人体の構造及び機能の基本を理解する。
・異常により引き起こされる疾患の病態について解剖学的に説明できる。

授業計画と内容
解剖学　水曜 ， 限
開講日

　 　 ；
；

；

’
；
；

’
；

；
；

試験およびフィードバック

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
社会健康医学系専攻においては、平常点 ％とレポート ％

医学基礎　 「解剖学」 へ続く↓↓↓

医学基礎　 「解剖学」

教科書
「 」（ ）

（ 年 月発売の新判を使用する。）

参考書等
（参考書）

「 」（ ）

（ 年 月発売の新判を使用する。）
【参考書】
塩田浩平「グレイ解剖学原著第 版」（エルゼビア・ジャパン） （必要に応じ
て参照のこと。重いので毎回の講義に持参しなくてもよい。解剖実習では必要か。）
藤田恒夫「入門人体解剖学改訂第 版」（南江堂） （英語がどうしても辛く
なった時に参照するのに適切。）

（関連ＵＲＬ）
（教科書を購入すると、ウェブサイトへのアクセス方法が入手できま

す。）

授業外学修（予習・復習）等
・　講義前には、教科書の該当範囲を通読してくることが望ましい。
・　講義後には付録してある演習問題を解き、講義事項を確認する。

（その他（オフィスアワー等））
初回講義より教科書を使用するので購入して持参すること。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

医学基礎　 　「神経生理学 」 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
※　詳細未定（告知を確認のこと）

到達目標
※　詳細未定（告知を確認のこと）
授業計画と内容
神経生理学 　水曜 ， 限
開講日

※　詳細未定（告知を確認のこと）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
社会健康医学系専攻においては、平常点 ％とレポート ％

教科書
※　詳細未定（告知を確認のこと）

参考書等
（参考書）
※　詳細未定（告知を確認のこと）

授業外学修（予習・復習）等
※　詳細未定（告知を確認のこと）
（その他（オフィスアワー等））
※　詳細未定（告知を確認のこと）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医学基礎　 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 小杉　眞司
特定教授附属病院 上嶋　健治

佛教大学保健医療技術学部教授 河田光博

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
担当教員
上嶋　健治（京都大学医学部附属病院相談支援センター長　特定教授）循環
河田　光博（佛教大学　保健医療技術学部　教授）神経内分泌学、脳科学、解剖学

コースの概要
生活習慣病などの疾病を学ぶために必要な医学的基礎知識として、循環系の器官・器官系の生理機
能と調節機構に加えて、医学基礎 （前期）で扱わなかった運動器系（骨と筋）、神経系、感覚器
系（皮膚を含む）の基本的な構造と機能、およびその病態形成のメカニズムなどについて講義を行
う。

学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・循環系について理解する
・運動器系の構成と機能および頻度の高い疾患について理解する
・神経系と感覚器系および頻度の高い疾患について理解する

教育・学習方法
講義形式（一部、解剖センターでの見学）

到達目標
医療系学部等での該当する教育を受けていない学生向けに開講している科目である。社会健康医学
系専攻における多様な研究活動を行っていくための基盤的な学びを得る

授業計画と内容
第 回 月 日循環器総論　ポンプとしての構造と機能を知る
第 回 月 日循環器各論１　構造的異常を知る：弁膜症・先天性心疾患と血管疾患の理解のため
に
第 回 月 日循環器各論２　構造的異常を知る：虚血性心疾患・救急医療の理解のために
第 回 月 日循環器各論３　機能的異常を知る：高血圧・不整脈の理解のために
第 回 月 日運動器系：骨格系１（骨・軟骨組織の構造と軸骨格）について
第 回 月 日運動器系：骨格系２（上肢・下肢の骨、関節）について（解剖センターでの見学あ
り）
第 回 月 日運動器系：筋系１（筋組織の構造と運動）について
第 回 月 日運動器系：筋系２（上肢・下肢・体幹）について
第 回 月 日神経系：神経細胞の構造と機能について
第 回 月 日神経系：中枢神経系の構造と機能について（解剖センターでの見学あり）
第 回 月 日神経系：末梢神経系および自律神経系について
第 回 月 日神経系：代表的な脳・脊髄疾患の病態について
第 回 月 日感覚器系：視覚系の構造と機能について
第 回 月 日感覚器系：聴覚系・嗅覚系・味覚系について

医学基礎　 へ続く↓↓↓

医学基礎　

第 回 月 日感覚器系：体性感覚と皮膚について
＊ 回～ 回 上嶋　健治、 回～ 回 河田　光博

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
平常点 ％とレポート ％

教科書
・カラーで学ぶ解剖生理学（第２版）（コメディカルサポート研究会）メディカル・サイエンス・
インターナショナル（ ）

参考書等
（参考書）
・佐藤昭夫、佐伯由香編 人体の構造と機能 医歯薬出版
・テイポドー、パットン コメディカルサポート研究会訳 カラーで学ぶ解剖生理学 医学書院
・ シェフラー、 シュミット 三木明徳、井上貴央訳 からだの構造と機能 西村書店
・クロスマン、ネアリー 野村嶬、水野昇訳 神経解剖カラーテキスト第 版 医学書院
・生理学テキスト　大地陸男 著 　文光堂
・標準生理学　福田康一郎 監修 　医学書院
・ 他 版
（日本語版）金澤一郎 宮下保司 監修 カンデル神経科学、メディカルサイエンスインターナショ
ナル、
・泰羅雅登、中村克樹 監修 翻訳 カールソン神経科学テキスト脳と行動、　丸善出版、
・人体の正常構造と機能（改訂第 版）全 巻縮刷版、日本医事新報社、
・プロメテウス解剖学コアアトラス　第２版、医学書院、
・絵でみる脳と神経：しくみと障害のメカニズム　第４版、

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床医学概論 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 小杉　眞司
非常勤講師 渡邉　泱
非常勤講師 千葉　勉

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
担当教員
渡邉　泱（渡辺記念長命研究所所長、京都府立医科大学名誉教授、明治国際医療大学名誉教授）
千葉　勉（関西電力病院　院長、京都大学名誉教授）

コースの概要
医学は今日まで多くの疾病の原因を解明し、その予防法と治療法を発見し人間社会に貢献してきた。
しかし、現代社会は人口問題、環境問題、高齢者問題などが相まって、人間の疾病と関連する多く
の課題に直面している。本講義では、保健、医療、福祉に携わる保健医療従事者（医師、看護師、
その他のコメディカルスタッフ）が連携していく上で不可欠な医学に関する基礎知識と今日的課題
について講義する。

教育・学習方法
・講義
・グループワーク

到達目標
・現代医学・医療の基本的な内容や方向性を理解できる。
・社会における臨床医学の役割や抱える問題点とその背景を、様々な立場から理解できる。

授業計画と内容
第 回 月 日ひと・社会・病気
第 回 月 日膀胱結石治療の歴史
第 回 月 日医学・教育・医療
第 回 月 日がん予防の新展開
第 回 月 日毒物学・麻薬学入門 日本人の精神構造と医療（受講生の希望によりどちらか選択）

第 回 月 日腎・泌尿器疾患通論
第 回 月 日がんの臨床
第 回 月 日遺伝子異常と疾患
第 回 月 日感染症
第 回 月 日免疫と疾患
第 回 月 日消化器疾患（１）
第 回 月 日消化器疾患（２）
第 回 月 日栄養と疾患
第 回 月 日　体液の調節機構
第 回 月 日グループ発表とまとめ
＊ 回～ 回・ 回 渡邉　泱、 回～ 回 千葉　勉

臨床医学概論 へ続く↓↓↓

科目ナンバリング
授業科目名
　<英訳>

医学基礎　I　「神経生理学 I 」
Neurophysiology I

担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数  2 開講年度・

開講期
  2020・
後期 曜時限 木1 授業

形態 講義 使用
言語 日本語

 [授業の概要・目的]
※　詳細未定（告知を確認のこと）

 [到達目標]
※　詳細未定（告知を確認のこと）
 [授業計画と内容]
神経生理学1後期木曜1限
10/1,10/8,10/15,10/22,10/29,11/5,11/12,11/26,12/3,
12/10,12/17,12/24.1/7,1/14

人間健康科学第９教室

※　詳細未定（告知を確認のこと）

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
社会健康医学系専攻においては、平常点30％とレポート70％

 [教科書]
※　詳細未定（告知を確認のこと）

 [参考書等]
（参考書）
※　詳細未定（告知を確認のこと）

 [授業外学修（予習・復習）等]
※　詳細未定（告知を確認のこと）
（その他（オフィスアワー等））
※　詳細未定（告知を確認のこと）

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。
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臨床医学概論

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）　 ％、レポート

教科書
講義時に配布される資料あるいは紹介される文献。
推薦テキスト（購入は必須ではない）
・河田光博、武田英二編 臨床医学入門人体の構造と機能及び疾病の成り立ち　第 版 栄養科学シ
リーズ 講談社サイエンティフィク
・渡辺　泱、勝見泰和、山村義治編 チーム医療従事者のための臨床医学全科 金芳堂

参考書等
（参考書）
（参考書）
・ ’
・
・ガイトン　生理学、エルセヴィアジャパン
・ハーパー　生化学、丸善
・渡辺泱　検診で見つかるがんの 割は良性がんである―過剰診断時代の予防がん学―、晶文社、

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める。

（その他（オフィスアワー等））
必修である非医療系学部出身者はもちろん、医師はじめ医療系学部出身者の受講も歓迎します。

人間健康科学系専攻学生：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療統計学実習 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 佐藤　俊哉
准教授医学研究科 土居　正明
助教医学研究科 大宮　將義

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 火 授業
形態 実習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
　医療統計学実習では、医療統計学講義で学んだ医療統計の考え方を実際に目で見て、体験するこ
とを目的とします。医療統計学の理解を深めるためにはお勧めの実習です。統計ソフト による
簡単な集計、解析、プログラミングを実習します。実習のレポートはワープロソフト で作成し
てもらいます。図表などは表計算ソフト を使って作成します。プレゼンテーションはプレゼン
テーションソフト を用いて行います。これらのソフトの使い方も学びます。
　統計ソフト は京都大学でライセンス契約しています。医学研究科の学生さんは医学研究科ホ
ームページの、

から、実習で使用するノートパソコンに をダウンロード・インストールしてください。みなさ
んの個人のパソコンにもインストールできますので、ノートパソコンなどにインストールして実習
に持ってきてください。

到達目標
・データチェック、データマネジメントの重要性を理解する
・ワープロ、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを使って、すばらしい図表を作成し、すば
らしい発表をし、すばらしいレポートを作成する
・統計ソフトを使って集計と簡単な統計計算を行うことで、医療統計の基礎的な考え方の理解を深
める

授業計画と内容
第 回　 月 日　イントロダクション、表計算ソフトを使う
第 回　 月 日　統計ソフト を使う
第 回　 月 日　グループ実習 テーマ選択・データ収集
第 回　 月 日　グループ実習 データ収集
第 回　 月 日　グループ実習 集計、解析
第 回　 月 日　グループ実習 プレゼンテーション
第 回　 月 日　ランダムにわけてみよう
第 回　 月 日　リスク比、リスク差、オッズ比の不思議
第 回　 月 日　割合の差の検定と帰無仮説のほんとうの意味
第 回 月 日　「 信頼区間は の確率で真の値を含む」わけではない
第 回 月 日　 × 表を解析する
月 日　休講
第 回 月 日　サンプルサイズを計算していかに多くの対象者が必要かをしる
第 回 月 日　ランダムサンプリングしてみる

第 回 月 日　発表会 （セミナー室 、 開始）
第 回 月 日　発表会 （セミナー室 、 開始）

医療統計学実習 へ続く↓↓↓

医療統計学実習

履修要件
・演習室のスペースが 名までですので、社会健康医学系専攻の履修者を優先します
・毎年スペース以上の履修希望者がいて、希望通りに受け入れられない状況ですが、例年、途中か
ら「参加できなくなった」という学生さんがいます。参加できなくなる可能性のある場合は受講を
遠慮してください
・人間健康科学系専攻の学生さんの受け入れはしていません
・医科学修士、医学博士課程の受講希望者は事前に連絡してください
・レポートを書いたことのない人は、レポートの書き方に関する書籍などを読んでおいてください

注　この実習は 月に発表があります

成績評価の方法・観点
レポートとプレゼンテーション
・毎回レポートを提出してもらいます
・班ごとのプレゼンテーション
・個人ごとのプレゼンテーション（ 月）

教科書
必須ソフト：
毎回「実習の手引き」を配布します

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
毎回レポート提出があります

（その他（オフィスアワー等））
・医療統計学実習を履修していないと後期「解析計画実習」は履修できません
・途中からの参加は認めません、必ず初回から出席してください

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

観察研究の統計的方法 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 佐藤　俊哉

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 金・ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
　臨床研究や疫学研究では様々な観察研究が行われています。臨床試験に代表される実験研究を実
施できない状況は数多くあり、観察研究は臨床研究・疫学研究において重要な役割を演じています。
しかし、観察研究は実験研究とことなって、さまざまなバイアスが入りやすく、観察研究に特有の
留意すべき事項も多くあります。
　本コースでは観察研究のデザイン、統計解析の方法を解説し、観察研究を計画、実施、解析なら
びに報告するための医療統計学の知識を習得することを目標とします。

【 月 日、 日、 日、 日（金）の集中講義】

到達目標
・バイアスを避けるための研究デザイン上の工夫を理解する
・バイアスを調整するための統計的方法を理解する
・観察研究における因果推論の考え方を理解する
・様々な研究デザインによる対象者のサンプリング方法と解析方法を理解する

授業計画と内容
集中講義 月 日、 日、 日、 日（金） 限～ 限（ 日のみ 限・ 限）

第 回　 月 日　 限　 × 表の数理と解析
第 回　 月 日　 限　観察研究におけるバイアス
第 回　 月 日　 限　層別解析
第 回　 月 日　 限　演習

第 回　 月 日　 限　マッチング
第 回　 月 日　 限　一般化線形モデル
第 回　 月 日　 限　生存時間解析
第 回　 月 日　 限　演習

第 回　 月 日　 限　新しい疫学研究デザイン
第 回 月 日　 限　新しい疫学研究デザイン
第 回 月 日　 限　ベイズ流の解析
第 回 月 日　 限　演習

第 回 月 日　 限　傾向スコアによる解析
第 回 月 日　 限　操作変数法

履修要件
・統計学の基本的な知識（確率分布、尤度、漸近分散、など）を前提とした難しいコースなので、
前期「統計的推測の基礎」を履修済みであること
・受講希望者は登録前に必ず相談してください

観察研究の統計的方法 へ続く↓↓↓
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観察研究の統計的方法

・人間健康科学系専攻の学生さんの受け入れはしていません

成績評価の方法・観点
数理・解析に関する演習のレポート

教科書
毎回講義資料を配布します。

参考書等
（参考書）
佐藤俊哉『宇宙怪人しまりす　医療統計を学ぶ　検定の巻』（岩波書店）
丹後俊郎、松井茂之編『新版　医学統計学ハンドブック』（朝倉書店）

『 』（ ）

授業外学修（予習・復習）等
演習の課題を解くこと

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

文献検索法 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 高橋　由光
教授医学研究科 中山　健夫

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 月 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・臨床研究を含む社会健康医学（パブリックヘルス）領域において、基本的なスキルの１つである
文献検索の方法論について講義を行います。
・疫学・ （根拠に基づく医療）の知識をもとに、各種の健康・医療情報を検索する方法を学習
します。
・ 、コクラン・ライブラリー、医学中央雑誌など代表的な医学文献データベース、有用な
サイト、本学で利用可能な情報リソースの基礎的事項を紹介し、その活用法の習得を目指しま

す。
・ や疫学の基礎知識を学びながら、社会健康医学の学習・研究を進める基礎として、系統的な
情報検索法の習得を目指します。
・教育・学習方法：パワーポイントスライドによる講義と実習

到達目標
各種データベースを活用して、社会健康医学に関する情報を検索するスキルを習得する。

授業計画と内容
第 回　 月 日　オリエンテーション（中山・高橋）
第 回　 月 日　医中誌 入門（医学中央雑誌）
第 回　 月 日　 入門（医学図書館）
第 回　 月 日　クリニカル・クエスチョン、診療ガイドライン、システマティック・レビュー（
中山）
第 回　 月 日　 応用（高橋）
第 回　 月 日　コクラン・ライブラリー（ワイリー）
第 回　 月 日　文献管理入門（ ）（エルゼビア・ジャパン）
第 回　 月 日　文献評価の基本＆各種声明（中山）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
毎回の小レポート（ ）および課題レポート提出（ ）

文献検索法 へ続く↓↓↓

文献検索法

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
中山健夫，津谷喜一郎編著『臨床研究と疫学研究のための国際ルール集』（ライフサイエンス出版）

授業外学修（予習・復習）等
・ （学生アカウント）が必要です。
　

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：受講可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

文献評価法 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
准教授医学研究科 高橋　由光

名古屋第二赤十字病院　副院長 野口　善令
三重県立一志病院　院長 四方　哲
奈良県立医科大学　講師 田中　優
東京都健康長寿医療センター
研究部長　　　　　　　　　 石崎　達郎
国立研究開発法人国立成育医療研究センター研究所
研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐々木　八十子

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 前期後半：月４ 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・臨床研究を含む社会健康医学（パブリックヘルス）領域において、基本的なスキルの１つである
文献の評価方法について講義を行います。
・疫学・ （根拠に基づく医療）の知識をもとに、各種の健康・医療情報を検索し、適切に評価
した上で利用する方法を学習します。

教育・学習方法
・パワーポイントスライドによる講義と実習
・一部グループワークあり

到達目標
得られた文献・情報を批判的に吟味し、主体的に活用する能力を習得する。

授業計画と内容
第 回　 月 日オリエンテーション（中山・高橋）
第 回　 月 日 による臨床試験論文の評価（中山）
第 回　 月 日ケースを用いたバイアスの評価（ ）（石崎）
第 回　 月 日ケースを用いたバイアスの評価（ ）（石崎）
第 回　 月 日コクラン共同計画によるコクラン・レビューを通して（田中・中山・佐々木）
第 回　 月 日 によるメタアナリシス論文の評価（中山）
第 回　 月 日 法による診療ガイドラインの評価（中山）
第 回　 月 日（ ・ 限）メタアナリシスセミナー（野口・四方・田中・中山）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
毎回の小レポート（ ）および課題レポート提出（ ）

文献評価法 へ続く↓↓↓
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文献評価法

教科書
講義資料は配布

参考書等
（参考書）
中山健夫，津谷喜一郎編著『臨床研究と疫学研究のための国際ルール集』（ライフサイエンス出版）

授業外学修（予習・復習）等
予習より復習に時間を取ること

（その他（オフィスアワー等））
や疫学の基礎知識を学びながら、社会健康医学の学習・研究を進める基礎として、系統的な文

献評価法の習得を目指します。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

ヘルスサイエンス研究の進め方 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
非常勤講師 宮崎　貴久子

スタットコム株式会社 植谷　可恵

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 金 ・ 　開講日注意 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・医療・ヘルスサイエンス研究を進めるにあたって必要な、明確で正確なコミュニケーションの基
本的知識を学びます。
・研究者として「知らなかった」ではすまされない研究と出版の倫理について学びます。
・研究成果公表にあたって分かりやすい、科学的・論理的な文章、図表、スライドやポスターの作
成法を学びます。

到達目標
・ヘルスサイエンス研究をする意味への理解を深める。
・研究者として遵守すべき研究と出版の倫理について理解する。
・研究を進めるにあたって必要な学会発表、論文出版の進め方、助成金申請の準備について基本的
な手順を理解する。
・研究成果を公表するにあたって必要な科学的な文章作成方法と、一般的な文章表現方法の違いを
理解する。

授業計画と内容
第 回　 月 日 限　ヘルスサイエンス研究の歴史と意義、公正な科学研究（中山・宮崎）
第 回　 月 日 限　研究と出版の倫理 （総論）（宮崎）
第 回　 月 日 限　研究と出版の倫理 （ ）（宮崎）
第 回　 月 日 限　論理的な文章作成法：効果的・効率的な書き方、論文と抄録の書き方（宮崎）
第 回　 月 日 限　論理的な文章作成法：パラグラフ構造（植谷）
第 回　 月 日 限　京都大学における医学研究の歴史（中山）
第 回　 月 日 限　表とグラフでのデータ表示法（宮崎）
第 回　 月 日 限　ポスターとスライド発表、助成申請と研究計画書（宮崎）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
授業への積極的な参加・発言（ ）
レポート（ ）

ヘルスサイエンス研究の進め方 へ続く↓↓↓

ヘルスサイエンス研究の進め方

教科書
講義資料は配布

参考書等
（参考書）

『トム・ラングの医学論文「執筆・出版・発表」実践ガイド』（シナジー）
『わかりやすい医学統計の報告：医学論文作成のためのガイドライン』（中山書店）

中山健夫　ほか『臨床研究と疫学研究のための国際ルール集』（ライフサイエンス社）
購入は必須ではありません。

授業外学修（予習・復習）等
・各回授業につき 時間程度。
・第一回の授業前に、 を読んでください。
　（

（その他（オフィスアワー等））
・授業中は自分の表現で意見表明できるように常に考えていてください。
・開講日と時限に注意してください。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可ですが、授業中のディスカッションに参加することを認識
しておいてください。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療の質評価 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 水 　（前期後半） 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
医療の質、医療安全、公正と効率に関して、医療スタッフ・医療施設・地方自治体・国に至る諸々
の現場レベルにおける重要課題を扱い、基本的事項を理解する。
＜内容＞
　・医療の質、公正と効率
　・ の基本について説明できる
　・医療の質・安全・効率におけるマネジメントシステムと政策
　・医療の評価・病院機能評価
　・医療情報と医療の質評価
　・医療の質指標（ ）とその活用

到達目標
・医療の質を評価する際に必要な理論・概念、研究・評価手法、課題と対策について、重要事項を
理解し、他者に説明しできるようになること。
・基本的な研究や社会制度の意義を系統的、批判的に解釈できるようになること。
・社会健康医学の研究及び実務上の問題解決に、関連しうる知識等を活用できるようになること。

授業計画と内容
第 回　 月 日　医療の質、効率、そして公正
第 回　 月 日　医療の質・安全と組織文化
第 回　 月 日　医療の質の評価法、アウトカム研究・リスク調整
第 回　 月 日　医療の質の指標化（ 、 ）
第 回　 月 日　情報システムと医療評価
第 回　 月 日　医療の質評価：論文レビュー＆討議１
第 回　 月 日　医療の質評価：論文レビュー＆討議２

＊外部講師他の諸状況により日程変更あります。初回に予定を説明します。

履修要件
　社会健康医学系専攻院生
　他専攻院生（人間健康科学系専攻等含む）の受講可否：３名程度まで可（ただし、社会健康医学
系専攻院生を前提とした講義となります。）
原則、 ％以上の出席を前提とする
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医療の質評価

成績評価の方法・観点
　レポート
　日々の講義へのコミットメント

教科書
適宜、資料を講義にて配布する。

参考書等
（参考書）
・医療安全のエビデンス‐患者を守る実践方策 医学書院
・病院の教科書（医学書院 ）
・ （ ）
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等
予習・復習は必要

（その他（オフィスアワー等））
・当分野では、医療政策、医療経営、医療の質・安全・コスト研究に深く関わりたい人を募ってい
ます。（医療経済学分野： ）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

毒性学入門 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 原田　浩二

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要　
化学物質の健康影響を考えると、「正」の面である薬と「負」の面である毒がある。本コースでは、
環境汚染物質や身近にある金属、有機物質の毒性を有名な事件や古典を題材として考察し、初級中
毒学を学ぶ。予習の必要はありませんが、高校化学の知識は必要です。題材から事件を推理するの
ではなく、現代化学文明の獲得した利便性の、ヒト健康に及ぼす負の作用を考えます。ケーススタ
ディをもとに、薬物、毒物の影響を教授しますが、自らも考え、積極的に意見発表を行ってくださ
い。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）

・化学物質の毒性を知ることができる
・毒物に関して、症状から文献検索ができる。
・症状と経過から毒物を予想できる。中毒学の基礎を知ることができる

授業計画と内容
コース予定・内容
第 回オリエンテーション（環境保健と中毒学）
第 回アルコールの毒性と遺伝　
第 回インスリン殺人事件　
第 回ネオニコチノイド農薬
第 回～ 回水銀中毒
第 回～ 回砒素中毒
第 回麻薬の毒性　
第 回インドの小児の夏の死亡の原因を推理する
第 回トリカブトなどの自然毒　 　
第 回生薬から生まれた現代医薬　
第 回～ 回グループワーク　
第 回レポート講評

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
平常点（出席と質問等の積極性を含む） ％、レポート ％

毒性学入門 へ続く↓↓↓

毒性学入門

教科書
講義中の配布資料

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
・グループワークについては授業時間外で準備すること

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　上限 人まで可能

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療社会学・基礎 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 岩隈　美穂

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 前期後半　火 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要　
医療社会学とは「健康・病気と保健・医療に関わる世界の問題を、行動や生活、家族や集団、地域
や社会、文化などに関する社会学の理論と方法を用いて解明する学問分野」崎喜比古（編）、 、
「健康と医療の社会学」まえがき　より）
このクラスの射程として、社会学はもちろんだが人類学、コミュニケーション学、歴史、哲学、倫
理学なども含む予定で、「人文学・社会科学」から医学を考える。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
　医療社会学とは何か、を説明できる。
　医療社会学の概念、理論、方法論を理解する。
　自分の興味のある研究テーマにひきつけて医療社会学を考えることができる。
　「人文学・社会科学」からの医療・医学への視点や語彙を提供し、履修者たちの描　く「理想の
医療」への改革へのヒントにすることができる。

授業計画と内容
イントロダクション　
医療社会学の基礎

について　（酒井郁子氏　千葉大学）
病と疾病ほか
病人役割・スティグマ・その他
　エンハンスメント　
　まとめ

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
出席　　　　　２５％
授業参加度　　２５％
レポート　　　５０％
　　タイトル　１５％　＋　最終版　３５％
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医療社会学・基礎

教科書
ハンドアウトを配布する

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
各自の興味関心に関連した医療社会学のリーディングを読むことを薦める

（その他（オフィスアワー等））
「授業参加・貢献」を重視しているため、自発的発言を求める。　
医療・医学への社会科学的アプローチに興味のある学生向け。
障害があり、授業あるいは課題への取り組みに配慮（ ）が必要な場合、早めに相談
に来ること。
講師の都合によって、内容や日程が変わることもある。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　 名まで可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

統計遺伝学 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 山田　亮

配当
学年 博士 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 集中講義
授業
形態 講義・演習 使用言語 日本語及び英語

授業の概要・目的

統計遺伝学の学修にあたり３つの要素に分けて取り組む。基礎数学、統計解析の基礎、統計解析の
応用の３つである。
基礎数学は線形代数学、微分積分学、グラフ理論、情報幾何学の４つを扱う。基礎ではデータ型・
検定・推定の考え方を扱う。応用では、メンデル型遺伝、癌症候群、複合遺伝性疾患、発現解析を
取り上げる。
これらを以下のような６つのモジュールとして提供する。
基礎数学 線形代数とグラフ理論 、基礎数学 微分積分学と情報幾何
統計解析基礎 データ型と検定 、統計解析 推定
統計解析応用 メンデル型遺伝、癌症候群 、統計解析応用 複合遺伝性疾患と発現解析
統計遺伝学 、 はそれぞれ前期、後期に開講するが、年度ごとにその提供内容は変わる。
年度からの提供予定は以下のとおりとする。
前期基礎数学 、後期　統計解析基礎
前期基礎数学 、後期統計解析応用
前期基礎数学 、後期統計解析基礎
前期基礎数学 、後期統計解析応用

また、統計遺伝学 の講義では、プログラミング言語 を使い、計算、データ解析、データ視覚化、

データシミュレーションの技術も学ぶ。
年度前期は基礎数学 である。

統計遺伝学 へ続く↓↓↓

統計遺伝学

到達目標
基礎数学 ：行列演算による、二乗法・ がわかる。グラフ理論の基礎を習得する。
基礎数学 ：確率密度関数の微分積分の式が理解できる。尤度関数と最尤推定のための微分演算が
理解できる。近似のための微積分が理解できる。情報幾何の基礎を理解する。
統計解析基礎 ：統計遺伝学分野におけるデータ型、検定、漸近近似検定、正確確率検定、分割表
検定を理解する。
統計解析基礎 ：点推定・区間推定、ベイズ推定、最尤推定、尤度関数を理解する。
統計解析応用 ：メンデル遺伝形質のリスク評価、癌症候群のリスク評価を理解する。
統計解析応用 ：複合遺伝性疾患の遺伝モデルとそのリスク評価、遺伝子発現プロファイルとバイ
オマーカーについて理解する。
いずれのモジュールにおいても、コンピュータ言語 を用いて基礎的な計算・プログラミングの技
術を習得する。

：

：

授業計画と内容
数学基礎
　前半に線形代数を、後半にグラフ理論を扱う。
線形代数では、行列計算、分散共分散行列、最小二乗法、連立方程式、 、最適解を順に取り上
げる。
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統計遺伝学

グラフ理論では、グラフの定義、グラフオブジェクトの での取り扱い、木、最小全域木、ランダ
ムグラフ、ネットワークを順に取り上げる。
数学基礎
　前半に微分積分学を、後半に情報幾何を扱う。
　微分積分学では、確率密度分布の期待値、尤度関数と最尤推定のための微分、確率密度関数・累
積分布関数・ハザード関数のための微分積分、偏微分と 、最小二乗法、テイラー展開を順に取
り上げる。
　情報幾何では、その基礎、フィッシャー情報量、双対平坦、指数型分布族、 ダイバージェン
スを取り上げる。
統計解析基礎
　データ型、カテゴリと正単体、２ｘ２表のカイ二乗検定と正確確率検定、 検定とその正確確
率検定、２ｘ３表検定と遺伝モデル、一様分布とマルチプルテスティングとボンフェロニ補正を順
に扱う
統計解析基礎
　点推定と区間推定、ベイズ推定、二項分布とベータ分布、ハプロタイプ頻度推定と アルゴリ
ズム、連鎖不平衡ブロックを順に扱う。
統計解析応用
　前半にメンデル遺伝を、後半に癌症候群を扱う。
　メンデル遺伝では、家系図、メンデル遺伝のジェノタイプとフェノタイプ、 と疾患責任変異
を扱う。
　癌症候群では、その基礎、リスク評価、決断支援ツール、ベイズ推定、ベイジアンネットワーク
を扱う。
統計解析応用
　前半に複合遺伝性疾患を、後半にトランスクリプトーム・発現プロファイルによる癌のサブタイ
ピングを扱う。
　複合遺伝性疾患では、遺伝モデル、集団・コホート、２ｘ３表の関連検定、多座位モデルを扱う。

　トランスクリプトーム・発現プロファイルでは、その基礎、 、クラ
スタリングとヒートマップ、教師ありクラスタリング、バリデーション法を扱う。

統計遺伝学 へ続く↓↓↓

－ 32 －



統計遺伝学

履修要件
生物学・遺伝学の基礎を習得していることが望ましいが、意欲があれば必須ではない。
無線 接続の可能なノートパソコンを持参すること。計算機・プログラミングの知識は要求しな
いが、初学者は復習が必須となる。前期・後期併せての受講が望ましいが、必須ではない。

成績評価の方法・観点
授業中の質疑応答の発言を評価する。
宿題の提出内容を評価する。
最終日に試験を実施する。

教科書
統計解析基礎 では、『遺伝統計学の基礎』 とその英訳プリントを用い
る。

遺伝統計学の基礎

参考書等
（参考書）
　基礎数学 、 では、配布資料 を用いる。
　統計解析応用 、 では配布資料 を用いる。
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統計遺伝学

授業外学修（予習・復習）等

毎週、宿題が出る。

（その他（オフィスアワー等））
特になし

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床試験 担当者所属・
職名・氏名

特定教授医学研究科 田中　司朗
教授医学研究科 古川　壽亮
准教授医学研究科 西山　知佳

京都府立医科大学　教授 手良向　聡
名古屋医療センター臨床疫学研究室
室長　　　　　　　　　　　　　　 齋藤　明子

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
臨床試験の方法論について、海外の標準的教科書「クリニカルトライアル　よりよい臨床試験を志
す人たちへ」の 章、 章、 章、 章、 章、 章に沿って講義する。循環器、がん、

領域の医師主導型臨床試験に実績のある講師 人により、臨床試験の実際につ
いて講義する。また、仮想的な臨床試験のプロトコール作成を小グループで行う。 必修、
必修、 選択。

到達目標
・臨床試験の方法論を理解する。
・臨床試験プロトコールの記載内容を理解し、プロトコール作成の考え方について、実習を通じて
身につける。

授業計画と内容
・教室は、先端科学研究棟 階大セミナー室にて行う
・事前学習 講義形式、実習形式
・事前学習はオンライン学習環境 を利用（ ）
・実習はプロトコール作成など
第 回 月 日　イントロダクション（田中）
第 回 月 日　組織作りと計画（田中）
第 回 月 日　エンドポイント・ランダム化とブラインドの方法（田中）
第 回 月 日　循環器領域の教育介入試験の実際（西山）
第 回 月 日　検定の多重性・中間解析・試験経過の把握（田中）
第 回 月 日　プロトコールの逸脱・非劣性試験（田中）
第 回 月 日　プロトコールの統計学的考慮点（手良向）
第 回 月 日　がん臨床試験実施上の問題とその対策・実習班分け（齋藤）
第 回 月 日　実習（プロトコールコンセプト作成、田中、今井、相田）
第 回 月 日　実習（プロトコールコンセプト作成、田中、今井、相田）
第 回 月 日　実習（プロトコールコンセプト検討会、古川、田中、今井、相田）
第 回 月 日　精神科領域の実践的メガトライアルから学ぶ（古川）
第 回 月 日　実習（プロトコール作成、田中、今井、相田）
第 回 月 日　実習（プロトコール作成、田中、今井、相田）
第 回 月 日　実習（プロトコール検討会、古川、田中、今井、相田）

臨床試験 へ続く↓↓↓

臨床試験

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
平常点（ ％）、レポート（ ％）

教科書
ポコック『クリニカルトライアル　よりよい臨床試験を志す人たちへ』（篠原出版）

教科書の入手については第 回でアナウンスする。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
教科書「クリニカルトライアル　よりよい臨床試験を志す人たちへ」を適宜読むこと。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

統計家の行動基準 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 佐藤　俊哉
特任准教授附属病院 佐藤　恵子
准教授医学研究科 土居　正明
助教医学研究科 大宮　將義

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 金 限※開講日注意 授業形態 講義 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
　 世紀の英国の首相ディスレイリは「嘘には、“嘘”、“大きな嘘”、“統計”がある」として
いますが、統計はさまざまな領域で政策や意思決定するための基礎情報として用いられ、人間の福
利や環境を保持・向上させるために必要なものです。統計が嘘よばわりされないためには、統計に
関わる業務や研究を行う専門家である統計家は、相応の知識や技能はもちろんのこと、プロフェッ
ショナリズムを有していなくてはなりません。
　と言われると、なにやら堅苦しい感じがして、とくに最近は研究不正のおかげで、規範を守れだ
の研究倫理セミナーを受けろなど、外からの縛りがきつくなるばかりですが、本講義は、「自分を
縛るのは自分しかいない」を基本コンセプトに、統計家はどうあるべきかを自ら考えて心に持つこ
とを目的とします。
　人間を対象にした臨床試験をデザインする際には、科学性だけではなく心が必要であること、健
康を願って作ったはずの薬が悲劇を招き、それに統計家が荷担する可能性があることなどの事例を
学びます。そして、統計家はどうふるまうべきか、自分はどうありたいのかについて、討議やグル
ープワークを通じて考えます。

【 月 日、 日、 日（金）の集中講義】

到達目標
・臨床研究における科学性と倫理性の相克を理解する
・薬の評価において過去に統計家がしてきたことを理解する
・臨床研究における統計家の役割を説明できる
・統計家としての行動基準を考えて身の内に持つ

授業計画と内容
集中講義　 月 日（金、 限）、 日（金、 限）、 日（金、 限）

第 回　 月 日 限　正当な臨床試験を計画する
第 回　 月 日 限　正当な臨床試験を計画する

第 回　 月 日 限　薬と安全性（東京理科大学　佐藤嗣道先生）
第 回　 月 日 限　サリドマイド薬害における統計家の関わり

第 回　 月 日 限　 統計ガイドラインの心
第 回　 月 日 限　統計家のプロフェッショナリズム涵養の
第 回　 月 日 限　グループワーク

統計家の行動基準 へ続く↓↓↓

統計家の行動基準

履修要件
　統計家でない学生さんも歓迎です。

成績評価の方法・観点
　レポート

教科書
　毎回講義資料を配布します

参考書等
（参考書）

『
』（ ）

國頭英男 佐藤恵子 吉村健一『誰も教えてくれなかった癌臨床試験の正しい作法』（中外医薬社
）

授業外学修（予習・復習）等
日本計量生物学会「統計家の行動基準」、 「臨床試験における統計的原則」を読んでおくこ
と。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

健康デザイン論 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 中山　健夫

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 集中講義
授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
・「ヘルスケアにおけるコミュニケーション・デザインアプローチ」のコンセプトと基本的枠組み
　を理解する。
・当該アプローチを手がかりに、メッセージの受け手を「期待する成果」に誘うための「理解」
　「行動」を促進するコミュニケーション・デザインの考え方について学ぶ。
・「講義＋ワークショップ」形式を基本とする。

教育・学習方法
講義・演習　※アクションラーニング形式（双方向型）な授業を想定。

到達目標
・健康アウトカムの最大化を果たすための「ヘルスコミュニケーション」の在り方について
「インサイト」「理解／行動促進」「共創・協働」等の概念とアプローチ方法の理解を図る。

授業計画と内容
上期
第 回 月 日 限　イントロダクション　～健康デザイン概論
第 回 月 日 限　コミュニケーション・デザイン～コミュンケーションをデザインするということ
第 回 月 日 限　生活者インサイト　～ターゲットインサイトの考え方・向き合い方
第 回 月 日 限　プランニング　～健康に誘うための仕掛けを企てるということ

下期
第 回 月 日 限　前期の復習
第 回 月 日 限　ワークショップ
第 回 月 日 限　ワークショップ
第 回 月 日 限　①プレゼンテーション　②講義まとめ
（※日程は予定のため、変更の可能性あり）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
課題レポート（ ％）、発表（ ％）

健康デザイン論 へ続く↓↓↓

健康デザイン論

教科書
講義の際に指定予定

参考書等
（参考書）
講義の際に指定予定

授業外学修（予習・復習）等
講義内容の復習と課題への取り組み

（その他（オフィスアワー等））
プロジェクト研究員（ヘルスコミュニケーションに関する研究【電通】）の協力を得る予定

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

統計的推測の基礎 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 佐藤　俊哉
統計数理研究所 逸見　昌之

准教授医学研究科 土居　正明
特定助教医学研究科 今井　徹

国立循環器病研究センター 大前　勝弘

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 木 授業
形態 講義・演習 使用言語 日本語

授業の概要・目的
　この授業では、統計関連科目を学ぶ上でその基礎となる事項について学習する。具体的には、前
半で統計的推測法の土台となる確率論の基礎事項について取り扱い、後半では統計的推定・仮説検
定・信頼区間などの統計的推測の基礎概念について取り扱う。
　前半の確率論では、数学的に厳密な測度論に基づくものではなく、微積分や線形代数（大学学部
教養レベルの数学）を用いる範囲で、統計的推測法の理解に必要な確率に関する基本事項の習得を
目指す。後半の統計的推測では、基礎概念に対する原理的な考え方と理論的な側面に重点を置く。
この授業は、他の統計関連科目の授業ではなかなか立ち止まってじっくりと考える余裕のない基礎
的な部分に焦点を当て、準備と足固めをするのが目的である。
　受講生のバックグラウンドは様々であると想定されるため、可能な限りその事情を考慮しながら
授業を進める。

【パワーポイントスライドと板書による講義形式】

到達目標
・確率と統計に関する基礎概念の意味や考え方をしっかり理解し、自分の言葉で説明することがで
きる
・統計量や確率分布などに関する計算を、必要に応じて自分で考えながら実行できる
・他の統計関連科目を学ぶ際に、各種の統計手法をブラックボックスとはせずに、自ら考えながら
学んで、その仕組みを理解することができる

授業計画と内容
第 回　 月 日　講義の概要と確率・確率変数の概念（逸見）
第 回　 月 日　離散型確率変数とその分布に関する基本事項（逸見）
第 回　 月 日　連続型確率変数とその分布に関する基本事項（逸見）
第 回　 月 日　複数の確率変数の取り扱い （逸見）
第 回　 月 日　複数の確率変数の取り扱い （逸見）
第 回　 月 日　正規標本に関連する確率分布（逸見）
第 回　 月 日　統計的推定の基本事項（大前）
第 回　 月 日　統計的仮説検定の基本事項 （今井）
第 回　 月 日　統計的仮説検定の基本事項 （今井）
第 回 月 日　線形回帰分析の基礎 （逸見）
第 回 月 日　線形回帰分析の基礎 （逸見）
第 回 月 日　漸近的方法の基本事項 （極限定理、最尤法とその性質）（逸見）
第 回 月 日　漸近的方法の基本事項 （最尤法に基づく検定）（逸見）
第 回 月 日　漸近的方法の基本事項 （デルタ法、最尤法以外の推定法など）（逸見）

統計的推測の基礎 へ続く↓↓↓

統計的推測の基礎

履修要件
・微積分と線形代数の基本的な知識があること
・人間健康科学系専攻の学生さんの受け入れはしていません

成績評価の方法・観点
　レポート

教科書
講義資料を配布します

参考書等
（参考書）
講義中に紹介します

授業外学修（予習・復習）等
・受講生のこの授業の内容の習得状況は様々だと思いますが、この授業を利用しながら、自分が良
く理解できていない部分について重点的に学習していただきたい
・この講義に限らず、数理的な講義の内容を理解し習得するためには、講義に出席するだけでは不
十分で、自ら講義後に手を動かして計算や論理を丁寧に確かめる必要があります。特にこの講義で
扱う内容は、数理的な要素が絡む他の統計関連の講義の理解のために非常に重要であるため、復習
には必ずじっくり取り組んでください
・臨床統計家育成コースには、この授業の他に演習が用意されています。基礎に不安のある方や、
自分で演習等が困難な方は特に、演習も利用してください

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

生存時間解析 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 佐藤　俊哉
大阪大学大学院医学系研究科 服部　聡

准教授医学研究科 土居　正明
特定助教医学研究科 今井　徹

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 金 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
　生存時間解析は関心のある事象が生じるまでの期間（生存時間）の統計的分析をする方法であり、
抗悪性腫瘍薬の臨床試験など、様々な医学研究において重要な役割を果たしています。研究の実施
上の制約から生存時間がすべての被験者で観察されないことが通常で、そのような打ち切りデータ
に基づいて推測を行うための独特の方法論が発達しています。本講義では、生存時間解析の基本的
な考え方を学習し、統計解析用プログラム言語である による実習を通じて理解の定着を図りま
す。

【 月 日、 日、 月 日、 日（金）の集中講義】

到達目標
・打ち切りを伴う生存時間解析における尤度とパラメトリックモデルに対する最尤推定法を理解す
る
・ 法、 検定の考え方を理解する
・ハザードの概念を理解し、 比例ハザードモデルを理解する
・生存時間解析の方法を により適用できる

授業計画と内容
第 回　 月 日 限　生存時間データの事例と特徴
第 回　 月 日 限　ノンパラメトリック推定

第 回　 月 日 限　 検定
第 回　 月 日 限　前半の講義の復習と による演習

第 回　 月 日 限　 比例ハザードモデル
第 回　 月 日 限　生存時間解析における残差解析

第 回　 月 日 限　ランダム化試験におけるサンプルサイズ設計

履修要件
・前期「統計的推測の基礎」を履修済みであること
・微積分の基本的な計算に慣れていること

成績評価の方法・観点
　毎回レポートを提出してもらいます

教科書
毎回講義資料を配布します

生存時間解析 へ続く↓↓↓

生存時間解析

参考書等
（参考書）
大橋靖雄、浜田知久馬『生存時間解析－ による生物統計』（東京大学出版会）

（宮岡悦良監訳）『医薬統計のための生存時間データ解析　原著第 版』（共立出版）

（打波守訳）『生存時間解析』（丸善出版）
『 』（ ）

大橋靖雄 浜田知久馬 魚住龍史『生存時間解析応用編 による生物統計 』（東京大学出版会）

授業外学修（予習・復習）等
　前回の復習

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

統計モデルとその応用 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 佐藤　俊哉
岩手医科大学 髙橋　史朗

准教授医学研究科 土居　正明
助教医学研究科 大宮　將義

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 金 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
「交絡」を調整する方法の一つに回帰モデルがある。代表的な回帰モデルは、 つの連続的な結果
変数に対するものである。しかし医学研究では、リスクの有無に興味がある場合や興味のある結果
がくり返し測定される場合もあり、結果の特徴に応じたより複雑なモデルが必要となる場合がある。
本コースでは、実例を交えながら、様々な結果変数に対する回帰モデルとその解析方法を説明する。

【 月 日、 日、 日、 月 日（金）の集中講義】

到達目標
・回帰モデルの役割を理解する
・様々なデータの特徴に応じた回帰モデルと解析方法を理解する
・統計解析ソフトを用いて解析を実施し、結果を解釈できる

授業計画と内容
第 回　 月 日 限　経時測定データの事例と特徴
第 回　 月 日 限　相関する連続データに対する一般線形モデル（ ）
　平均構造と共分散構造のモデリング

第 回　 月 日 限　相関する連続データに対する一般線形モデル（ ）
　変量効果モデル
第 回　 月 日 限　欠測値がある経時測定データの解析

第 回　 月 日 限　相関するカテゴリカルデータに対する一般化線形モデル（ ）
　周辺モデルと
第 回　 月 日 限　相関するカテゴリカルデータに対する一般化線形モデル（ ）
　変量効果モデル

第 回　 月 日 限　経時測定データ解析の復習と による演習

履修要件
・前期「統計的推測の基礎」を履修済みであること
・線形代数の基本的な知識

統計モデルとその応用 へ続く↓↓↓

統計モデルとその応用

成績評価の方法・観点
　毎回レポートを提出してもらいます

教科書
毎回講義資料を配布します

参考書等
（参考書）

『一般化線形モデル入門　原著第 版』（共立出版）
『 』（ ）

船渡川伊久子 船渡川隆『経時データ解析』（朝倉書店）

授業外学修（予習・復習）等
　前回の復習をすること

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

行政医学・産業医学 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
教授環境安全保健機構 川村　孝
非常勤講師 小泉　昭夫
教授医学研究科 中山　健夫

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 集中講義
授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
労働医学の実践、行政医学の実践について、集中的に学ぶ。
１）実践現場での問題解決および社会的な問題解決への展開を志向する。
２）行政の場における医師（行政医師）の専門的実務について概要を学ぶ。
３）労働の場における医師（産業医）の専門的実務について概要を学ぶ。

外部講師：渡邊能行（京都府健康福祉部前保健医療対策監、京都先端科学大学）、猪飼宏（京都府
中丹西保健所）、森口次郎（京都工場保健会）、波床将材（京都市こころの健康増進センター）

到達目標
・課題と対策について深い理解と知識を有し、他者に説明できるようになること。
・何が問題なのか洞察できるようになること。
・課題の解決に向けて必要に応じ専門家の支援を得ることができるようになること。

授業計画と内容
月 日 水 、 月 日 木 　各日 ～ 限を予定　
以下の内容の講義・グループワークを行う予定。
【行政医学】
行政医学の実践
行政医学実践：概論
成人・高齢者保健、母子保健、学校保健、歯科保健
地域包括ケアシステムの推進、地域医療構想・計画の実装
精神保健、疾病・障害者対策、難病対策
健康づくり、生活習慣病対策、要援護高齢者・障害者対策
感染症対策、食中毒、災害時の対策、健康危機管理など
行政医学：演習、グループワーク
実践現場に係る参加・学習

【産業医学】
産業医学の実践
産業医学実践：概論
職場の環境衛生、生活や地域の環境衛生
化学物質の管理、有害要因の曝露予防・健康障害対策
労働時間管理、特に医師の労働時間
健診を通じた健康管理
職場のメンタルヘルス
労働医学：演習、グループワーク
実践現場に係る参加・学習

行政医学・産業医学 へ続く↓↓↓

行政医学・産業医学

＊外部講師他の諸状況により変更の可能性あり。初回に予定表を配布する。

履修要件
社会健康医学系専攻院生
他専攻院生（人間健康科学系専攻等含む）の受講可否：若干名
原則、出席 ％以上を前提とする

成績評価の方法・観点
講義・グループワークにおけるコミットメント（配分 ）、レポート（配分 ）により、総合
的に評価する。

教科書
適宜、資料を講義にて配布する。

参考書等
（参考書）
適宜、講義中に紹介する。
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等
初回に説明する

（その他（オフィスアワー等））
社会医学系専門医制度研修プログラムの副分野「行政・地域」、「産業・環境」の研修（各々 時
間相当）にもみなすことができる。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

－ 36 －



科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

多重性の考え方 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 土居　正明
教授医学研究科 佐藤　俊哉
助教医学研究科 大宮　將義
特定助教医学研究科 今井　徹

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期前半曜時限 金 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
試験薬群を複数用量群設定し、プラセボ群と比較する検証的な臨床試験のように、 つの試験内で
検証を目的とする検定が複数回必要となることはよくあります。このような場合、第一種の過誤確
率 ，αエラー に対する多重性を適切に考慮した解析を行うことが極めて重要です。
本講義では、臨床試験の計画、解析、結果の解釈のそれぞれの場面で、検定の多重性を適切に考慮
できるようになることを目指します。一部 による実習も行います。

なお、第 回は北海道大学の横田勲先生に、第 回は東京大学の上村鋼平先生にご講義いただきます。

【パワーポイントスライドによる講義形式】

到達目標
・検定の多重性の調整が必要な場合と不要な場合の区別がつけられるようになる
・基礎的な統計手法の内容を理解し、適切な方法を選択できるようになる
・ のプロシジャを用いて、基礎的な統計手法を用いた実データの解析ができるようになる
・ を用いて、各手法の性能評価ができるようになる

授業計画と内容
第 回　 月 日 限　検定の多重性の基礎（土居）
第 回　 月 日 限　基本的な統計手法の概説（土居）
第 回　 月 日 限　閉検定手順（土居）
第 回　 月 日 限　 による実習（土居、大宮、今井）
第 回　 月 日 限　中間解析（横田）
第 回　 月 日 限　部分集団解析および用量反応関係の検討における多重性（土居）
第 回　 月 日 限　多重性調整の実務での適用（上村）

履修要件
・「統計的推測の基礎」を履修済みであること。
・ のデータハンドリングおよび乱数発生に慣れていること。

成績評価の方法・観点
平常点およびレポート

多重性の考え方 へ続く↓↓↓

多重性の考え方

教科書
講義資料を配布します

参考書等
（参考書）
永田靖 『統計的多重比較法の基礎』（サイエンティスト社）
坂巻顕太郎 寒水孝司 濱﨑俊光『多重比較法』（朝倉書店）

『
』（ ）（訳本は（森川馨，田崎武信監訳 治験の統計

解析 理論と による実践 講談社 ）
『

』（ ）

授業外学修（予習・復習）等
「統計的推測の基礎」や（ コースの学生は）「臨床統計家の実務スキル」の内容を十分に復習
してください。
毎回の講義の復習が必要です。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝医療と倫理・社会 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水曜　 時限 授業形態 講義 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】
授業日時：水曜 限を原則とする（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室
レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）

【コースの概要】
遺伝医療・先端医療においては、倫理的な配慮は不可欠である。遺伝医療を中心とした医療倫理の
基本について学ぶ。特に種々のガイドラインの理解は極めて重要である。また、社会的な基盤を含
む日本の遺伝医療の現状について理解する。

到達目標
遺伝医療・医学に関する倫理指針、遺伝学的検査、小児・産婦人科遺伝医療における倫理問題の基
本、社会基盤について理解する。

授業計画と内容
【第 回】 月 日＜小杉１＞遺伝医療総論：遺伝カウンセラーコースの必修科目の最初のものとし
て、必ずしも「倫理」にかかわらず、全般的なイントロダクションを行う。また、遺伝医療におけ
る倫理問題の特性、遺伝情報の共有、意図しない遺伝情報の開示などについて考える
【第 回】 月 日＜小杉２＞ヒトゲノム・遺伝子解析研究の倫理指針と他のガイドライン：研究と
して行われるヒト遺伝子解析における倫理的問題点、研究と臨床の境界と区別について考える
【第 回】 月 日 臨床第一講堂 ＜小杉３＞遺伝医療に関するガイドラインについて：関連する種
々のガイドラインに関する復習
【第 回】 月 日＜小杉４＞企業で行われる遺伝子解析について：遺伝学的検査を臨床検査会社等
の外部委託する場合の問題点、非医療機関で行われる遺伝子検査の問題点について考える。
【第 回】 月 日＜小杉５＞遺伝学的検査に関するガイドライン・遺伝子検査の意義：臨床的に行
われる遺伝学的検査の実施に際して考慮されなければならない倫理的問題について、遺伝子診断の
意味とその問題点について、発端者・血族における違いを明確にしながら考える。
【第 回】 月 日＜小杉６＞発症前遺伝子診断・について：発症前遺伝子診断・易罹患性診断の意
味とその問題点について、神経変性疾患、家族性腫瘍など疾患における違いを明確にしながら考え
る
【第 回】 月 日 限＜山田１＞人工妊娠中絶：本邦における人工妊娠中絶について，その倫理問
題について考える
【第 回 月 日】＜小杉７＞多因子疾患易罹患性診断・遺伝学的検査の ・ゲノムコホート研究
について：遺伝学的検査については

が重要。特に、多因子疾患においては今後の研究によるその確立が必要である。
そのためにはゲノムコホートによる長期的な取り組みが必要である。
【第 回】 月 日 限＜和田１＞小児遺伝性疾患の診断・告知と代諾：小児期発症の遺伝性疾患に対
する倫理的問題を考える
【第 回】 月 日＜山田２＞出生前診断・生殖補助医療：出生前診断の倫理的問題について理解

遺伝医療と倫理・社会 へ続く↓↓↓

遺伝医療と倫理・社会

する。不妊・不育症治療としての生殖補助医療の倫理的問題点について詳細に検討する
【第 回】 月 日＜小杉８＞キャリア診断・保因者診断について：常染色体・ 連鎖性劣性遺伝性
疾患・均衡型染色体相互転座などにおける保因者診断の意味と問題点について考える
【第 回】 月 日＜和田２＞生命倫理観の多様性：患者やクライエントの持つさまざまな生命倫
理観を理解し対応する方法を考える
【第 回】 月 日 限＜澤井＞少子化対策 すこやか親子 等の政策について：少子化の進行は社
会の活性を低下させるため、従来から様々な対策がなされてきた。成果を上げたものもあるがそう
でないものもある。何が問題であるのかを検討する。
【第 回】 月 日＜和田３＞「障がい」と生命倫理：「障がい」から生命倫理を考える
【第 回】 月 日＜山田３＞ゲノム医療における二次的所見の取り扱い：網羅的ゲノム解析が実臨
床に導入されて来たことにより得られた本来の目的とは別の二次的所見に対応する際の倫理的な問
題を考える。
【第 回】 月 日＜山田＞本試験筆記試験
【第 回】 月 日＜川崎＞再試験筆記試験

履修要件
遺伝カウンセラーコース１回生必修科目
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

成績評価の方法・観点
試験、レポート、授業への積極的な参加、発表、出席等を総合的に評価する

教科書
随時配布する

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

基礎人類遺伝学 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】
授業日時：水曜 限を原則とする（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室
レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘

【コースの概要】
遺伝カウンセラーとしてあるいは遺伝医学・遺伝医療を志す者として最も基本的な事項について理
解するための講義である。今後、遺伝情報を治療に役立てていくテーラーメイド医療のためにも重
要である。細胞遺伝学、分子遺伝学、メンデル遺伝学、非メンデル遺伝、集団遺伝学などについて
系統的な講義を行う。

到達目標
ヒト遺伝学の基本的事項について完全に理解し、専門家でない人にもわかりやすく説明できる。

授業計画と内容
【第 回】 月 日＜和田１＞メンデル遺伝総論・家系図の描き方：メンデル遺伝と非メンデル遺伝
総論・常染色体と性染色体・対立遺伝子の概念・遺伝性疾患の概念の理解・家系図の描き方
【第 回】 月 日 限＜小杉＞常染色体優性遺伝：常染色体優性遺伝　疾患の概念・特徴・浸透度・
表現度・遺伝性と新生突然変異・ （次世代の表現促進現象）
【第 回】 月 日 限＜小杉＞常染色体劣性遺伝：常染色体劣性遺伝　疾患の概念・特徴・保因者の
概念
【第 回】 月 日 限＜小杉＞ 連鎖性遺伝：Ｘ連鎖性遺伝の概念・Ｘ染色体とＹ染色体の特異性・
性の決定機構・Ｘ連鎖性遺伝を示す具体的疾患
【第 回】 月 日＜山田１＞細胞遺伝学 ：染色体と細胞分裂・分染法による染色体分析・染色体
の核型記載方法・染色体異常概論
【第 回】 月 日 限＜山田２＞細胞遺伝学 ：染色体数的異常の概念と発生機構・染色体構造異
常の概念と発生機構・保因者の概念と次世代への影響
【第 回】 月 日 限＜和田２＞遺伝的リスクの推定再発確率の推定、ベイズの定理。近親婚に関
する問題、先天代謝異常についても触れる。
【第 回】 月 日 臨床第一講堂 ＜小杉＞薬理遺伝学：既にはじまりつつあるテーラーメイド医療
で最も重要な領域である

の基本を正確に理解する
【第 回】 月 日＜和田３＞多因子遺伝、集団遺伝：多因子遺伝の概念，量的形質と易罹病性、遺
伝と環境因子，ハーディー　ワインバーグの法則　
【第 回】 月 日＜山田３＞ヒトゲノムの基礎：ヒトゲノムの情報について学ぶ．遺伝子の構造，
機能，遺伝学的多様性について知る．
【第 回】 月 日＜小杉＞遺伝学的検査 遺伝子変異の検索方法：シークエンス法、サザンブロ
ット法
【第 回】 月 日＜和田４＞非メンデル遺伝 ：ミトコンドリア遺伝，免疫遺伝学，形質遺伝学

基礎人類遺伝学 へ続く↓↓↓

基礎人類遺伝学

【第 回】 月 日＜山田４＞分子遺伝学の基礎： ，サンガーシークエンス，次世代シークエ
ンス，マイクロアレイ
【第 回】 月 日＜小杉＞遺伝学的検査 ：変異のスクリーニング方法、変異と多型、変異の種
類
【第 回】 月 日＜山田５＞腫瘍遺伝学の基礎：体細胞バリアントと生殖細胞系列バリアント，
がん遺伝子とがん抑制遺伝子，遺伝性がん症候群
【第 回】 月 日＜和田５＞非メンデル遺伝 ：エピジェネティクス，ゲノム刷り込み現象，片親
性ダイソミー
【第 回】 月 日＜和田＞本試験：筆記試験
【第 回】 月 日＜山田＞再試験：筆記試験

履修要件
遺伝カウンセラーコース１回生必修科目
選択科目として履修する場合は、「遺伝医療と倫理・社会」ととも履修することをお勧めします
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

成績評価の方法・観点
試験、レポート、発表、出席等を総合的に評価する

教科書
トンプソン＆トンプソン『遺伝医学 第 版）』（メディカルサイエンスインターナショナル）

（ 年 月発行）
福嶋義光編『遺伝カウンセリングマニュアル 改定第 版）』（南江堂）

参考書等
（参考書）
新川詔夫『遺伝医学への招待 改定６版）』（南江堂）
『症例でわかる新しい臨床遺伝学』

（関連ＵＲＬ）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】授業日時：水曜 限、 限を原則とする（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室、レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）・高橋政代・川崎秀徳・岡野
高之
【コースの概要】遺伝カウンセリングの基本的な考え方、モデル、現状などの総論的な講義を行う。
また、代表的な疾患について、チーム医療としての遺伝医療に参加することのできるレベルの知識
と考え方を身につけ、遺伝医療の現場で行われている問題を解決するため、臨床遺伝学の講義を行
うとともに家族関係やチーム医療としての遺伝カウンセリングにもフォーカスをおく。各論として、
単一遺伝性疾患、染色体異常、多発奇形、習慣性流産、家族性腫瘍、神経変性疾患、多因子疾患な
どについて講義する。

到達目標
主要な遺伝性疾患の病態、原因、遺伝形式、遺伝的問題について説明できる。また、それらの疾患
に関わる遺伝カウンセリングの基本的な考え方、主な留意点について説明できる。

授業計画と内容
【第 回】 月 日 限＜小杉 臨床第一講堂 ＞家族性腫瘍 総論：家族性腫瘍の概念・体細胞系列
変異と生殖細胞系列変異、癌抑制遺伝子と癌遺伝子、発症前診断
【第 回】 月 日 限＜小杉＞家族性腫瘍 ：家族性大腸がん家族性腫瘍の代表疾患としての家族
性大腸ポリポーシスと遺伝性非腺腫性大腸癌、それらの遺伝カウンセリングについて学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞先天異常症候群：主要な先天奇形症候群の診断・療育や遺伝カウン
セリングを学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞常染色体異常 ：概念・病態・診断　数的異常と構造異常、遺伝カ
ウンセリング、 トリソミーの診断治療と療育を学ぶ
【第 回】 月 日 限＜山田＞不妊症・生殖補助医療：歴史的背景・現状・具体的技術・法的規制
・倫理問題とガイドライン常染色体異常症、遺伝カウンセリング　
【第 回】 月 日 限＜山田＞出生前診断：現状・具体的技術・法的規制・倫理問題について学ぶ
とともに、遺伝カウンセリングの実際について学ぶ
【第 回】 月 日 限＜山田＞不育症 習慣流産）：不妊症と習慣流産　概念・病態・原因・治療・
乏精子症による造精機能障害と転座型保因者における染色体異常妊娠等の遺伝学的要因の関与と遺
伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜和田＞常染色体異常 ：微細欠失症候群やクロマチン病の診断・治療と療
育を学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞性染色体異常病態・診断　具体的疾患：ターナー女性とクラインフ
ェルター男性・病態・診断・治療と療育・生殖医療、遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜小杉＞家族性腫瘍 ：多発性内分泌腫瘍症他家族性腫瘍の具体的疾患とし
て、多発性内分泌腺腫１型および２型を中心にとりあげ、概念・病態・遺伝形式・診断・治療、及
び遺伝カウンセリングについて概説する
【第 回】 月 日 限＜山田＞胎児診断と周産期管理胎児情報をもとに実施される実施される産科
周産期管理について学ぶ

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング へ続く↓↓↓

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング

【第 回】 月 日 限＜和田＞遺伝性神経疾患 ：トリプレットリピート病、ファブリー病の遺伝
カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜山田＞遺伝診療と医療システム：臨床遺伝の医療システムについて学ぶ
【第 回】 月 日 限＜山田＞ 情報検索 ：ネットセキュリティの基本
【第 回】 月 日 限＜山田＞ 情報検索２：検索エンジン，遺伝情報データベース
【第 回】 月 日 限＜川崎＞難病：難病と医療費助成・福祉制度
【第 回】 月 日 限＜小杉＞家族性腫瘍 ：家族性乳がん・卵巣がん
【第 回】 月 日 限＜和田＞遺伝性神経疾患 ：知的障害、自閉症、神経皮膚症候群などの遺伝
カウンセリング．
【第 回】 月 日 限＜山田＞Ｐ 情報検索３：遺伝診療に必要な医療データベース，患者会情報
【第 回】 月 日 限＜和田＞筋ジストロフィー：ドゥシャンヌ型筋ジストロフィー、筋緊張性ジ
ストロフィー、福山型筋ジストロフィー、ポンペ病の遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜岡野＞遺伝性難聴：遺伝性難聴　概念・病態・遺伝形式・診断（症候性難
聴と非症候性難聴）遺伝的異質性・治療と療育、遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜和田＞遺伝性循環器疾患： 症候群、マルファン症候群などの遺伝性
循環器疾患の遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜高橋政代＞遺伝性網膜疾患と再生医療：網膜色素変性・加齢黄班変性　概
念・病態・遺伝形式・診断・遺伝的異質性・治療・再生医療
【第 回】 月 日 限＜川崎＞本試験：筆記試験
【第 回】 月 日 限＜川崎＞再試験：筆記試験

履修要件
遺伝カウンセラーコース１回生必修科目
選択科目として履修する場合は、「基礎人類遺伝学」とともに履修することをお勧めします
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡（基礎人類遺伝学とあわせて履修する必要あり）

成績評価の方法・観点
試験、レポート、発表、出席等を総合的に評価する

教科書
「基礎人類遺伝学」参照

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります。

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング へ続く↓↓↓
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臨床遺伝学・遺伝カウンセリング

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝医学特論（集中講義） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 集中講義
授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】
授業日時：前期集中（開講日時にご注意ください）
教室：臨床第一講堂
レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・鳥嶋雅子・川崎秀徳
【コースの概要】
遺伝カウンセラーとして 年次に学んだ基礎的事項を確認し、医師と同レベルの高度な理解を得る
ための講義である

到達目標
ヒト遺伝学の基本的事項について完全に理解し、医師とも正確な議論ができる。

授業計画と内容
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「臨床遺伝学と遺伝カウンセリング・メンデル遺伝の基礎」
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「遺伝学的検査について」
【第 回】 月 日火 限＜山田＞「細胞遺伝学と染色体異常の遺伝カウンセリング」細胞遺伝学の
基礎を知り，染色体異常症についての遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日火 限＜山田＞「出生前医療と遺伝カウンセリング」出生前遺伝学的検査の実際
と遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日木 限＜和田＞「家系図の書き方・遺伝的リスクの推定」家系図の標準的記載法
と遺伝的リスクの推定法を学ぶ
【第 回】 月 日木 限＜和田＞「先天奇形症候群の遺伝カウンセリング」主要な先天奇形症候群
の概念、診断や病態、遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「当事者と共に歩む遺伝医療」
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「遺伝カウンセリングの実際」
【第 回】 月 日火 限＜和田＞「遺伝性神経疾患の遺伝カウンセリング」主要な遺伝性神経疾患
の概念、診断や病態、遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日火 限＜山田＞「生殖補助医療と遺伝カウンセリング」不育症・不妊症を含む疾
患を対象とした生殖補助医療と遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日水 限＜小杉＞「遺伝医療に関するガイドラインについて」
【第 回】 月 日水 限＜小杉＞「薬理遺伝学」
【第 回】 月 日水 限＜小杉＞「家族性腫瘍の遺伝カウンセリング」
【第 回】 月 日金 限＜鳥嶋＞「遺伝カウンセリングの場面での医療コミュニケーションと自己
評価法 」「共感的理解」、「対人援助職に最低限必要な態度」、「コミュニケーションを阻害す
る態度や言葉」など医療コミュニケーションの基本を学ぶ
【第 回】 月 日金 限＜鳥嶋＞「遺伝カウンセリングの場面での医療コミュニケーションと自己
評価法 」遺伝カウンセリング場面での具体的なコミュニケーション方法と自己評価法について学

遺伝医学特論（集中講義） へ続く↓↓↓

遺伝医学特論（集中講義）

ぶ
【第 回】 月 日金 限＜和田・川崎＞「本試験」筆記試験

履修要件
医科学専攻（修士課程）のみ履修可。

分子生物学・分子遺伝学の基本的理解を前提とする。

成績評価の方法・観点
試験、レポート、出席等を総合的に評価

【合格基準】
１回の記述式試験において、１００点満点中、６０点以上となること
６０点以上：合格
５９点以下：不合格
５回以上授業を欠席した場合には、合格を認めない。

教科書
その他
＊必須テキスト（必ず準備すること）：
○トンプソン＆トンプソン遺伝医学第２版 メディカルサイエンスインターナショナル

○遺伝カウンセリングマニュアル 南江堂 改定第 版　
＊推奨テキスト・資料：
○遺伝医学への招待（南江堂）改定第 版
○症例でわかる新しい臨床遺伝学（ＭＥＤＳＩ）　
○

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

社会疫学　 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 古川　壽亮

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 月 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
※　開講保留科目（告知を確認のこと）

到達目標
※　開講保留科目（告知を確認のこと）
授業計画と内容
第 回～第 回日程未定

履修要件
選択
推奨選択
推奨選択

成績評価の方法・観点
※　開講保留科目（告知を確認のこと）

教科書
※　開講保留科目（告知を確認のこと）

参考書等
（参考書）
※　開講保留科目（告知を確認のこと）

授業外学修（予習・復習）等
※　開講保留科目（告知を確認のこと）
（その他（オフィスアワー等））
※　開講保留科目（告知を確認のこと）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

人間生態学 担当者所属・
職名・氏名 准教授東南アジア地域研究研究所 坂本　龍太

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 月 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
フィールド医学は、疾病、老化のありさまを、自然環境、文化背景との関連でもう一度、捉えなお
そうとする研究領域である。本授業では、フィールド医学の系譜をたどるとともに我が国及びヒマ
ラヤ地域などで行ってきた研究活動を紹介する。病院から地域に出て生活の場を重んじるフィール
ド医学のよりよい実践を目指し、世界の中で我々が抱えている課題を共有し、今後のあり方をとも
に議論していきたい。

到達目標
先人たちや同時代を生きる人々のパイオニアスピリッツや哲学を学び、自身で課題を発見し、自主
的に物事に取り組む能力を育む。

授業計画と内容
第 回　自己紹介及び講座紹介
第 回　フィールド医学
第 回　自由とパイオニアスピリッツ
第 回　目の前の一人の患者からはじまる研究
第 回　傍らに棲むレジオネラ
第 回　高所環境における老い
第 回　内なる地球環境問題
第 回　ドムカル谷における高齢者の健康としあわせ
第 回　地域研究における友好の意義
第 回　ブータンにおける地域在住高齢者ケア計画
第 回　診療所から学ぶ人々の暮らし
第 回　医療の限界と役割
第 回　死生観と医療の意義
第 回　ヒマラヤの長寿者からの伝言
第 回　総合討論
試験　　 実施しない

教室：稲盛財団記念館　 階　東南亭　 に変更
月 日に限り、稲盛財団記念館 階

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
出席と討論、ならびにレポートによって行う。

人間生態学 へ続く↓↓↓

人間生態学

教科書
授業中に指示する

参考書等
（参考書）
坂本龍太『ブータンの小さな診療所』（ナカニシヤ出版）
奥宮清人『生老病死のエコロジー』（昭和堂）

授業外学修（予習・復習）等
授業中に感じた疑問や課題を大切にして、それに関することについて調べたり、自分自身の頭でよ
く考える。

（その他（オフィスアワー等））
坂本龍太
京都大学東南アジア研究所

京都市左京区吉田下阿達町４６

面会希望者は、メールでアポイントをとってください。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可能（５名程度）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

交絡調整の方法 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 土居　正明
教授医学研究科 佐藤　俊哉
助教医学研究科 大宮　將義

元厚生労働省 森　和彦

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 火 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
　前期コア科目である「医療統計学」で学んだ医療統計学の考え方を実践するための具体的な統計
的方法について講義します。
　本講義では、疫学研究などの観察研究において因果関係を調べる際に妨げとなる「交絡」を調整
する方法として、層別解析、回帰モデルなどの解析方法を説明するとともに、解析計画を立てる上
で必須である「研究計画書」での医療統計的なポイント、データ解析を実施する上で必要となる「
解析計画書」作成のポイントをとり上げます。「医療統計学」よりも専門的な内容が増えますが、
具体例を示しながら基本的な考え方を中心に講義します。
　履修条件に注意してください。

【パワーポイントスライドによる講義形式】

到達目標
・交絡について理解し、正しく説明できる
・交絡調整における層別解析と回帰モデルの意義を理解し、説明できる
・層別解析と回帰モデルの利点・欠点を説明できる
・研究計画書、解析計画書の重要性を理解し、説明できる

授業計画と内容
第 回 月　 日　交絡の復習と標準化
第 回 月 日　共通効果の推定
第 回 月 日　平均値の比較
第 回 月 日　回帰モデル入門、第 回ミニテスト
第 回 月 日　一般化線形モデル
第 回 月 日　生存時間解析
第 回 月 日　生存時間解析
第 回 月　 日　データの欠測・ 、第 回ミニテスト
第 回 月　 日　研究計画書の作成
第 回 月 日　医薬品の審査と市販後安全対策（森先生）
（第 回のみ から ）
第 回 月 日　解析計画書の作成
第 回 月　 日　変数選択、第 回ミニテスト
第 回 月 日　上級者の交絡調整の方法
第 回 月 日　解析計画ディスカッション

交絡調整の方法 へ続く↓↓↓

交絡調整の方法

履修要件
・前期コア科目「医療統計学」を履修済みであること
・人間健康科学系専攻の学生さんの受け入れはしていません

成績評価の方法・観点
回のミニテストおよび平常点

教科書
前期　医療統計学　配布資料
講義スライド資料を配布します

参考書等
（参考書）

『 』（ ）

授業外学修（予習・復習）等
　前期コア科目「医療統計学」資料を復習してください。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

解析計画実習 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 土居　正明
教授医学研究科 佐藤　俊哉
助教医学研究科 大宮　將義

元厚生労働省 森　和彦
医薬品医療機器総合機構 安藤　友紀
神戸大学 大森　崇

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 火 授業
形態 実習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
疫学研究・臨床研究を実施する上で必要となる研究計画書や解析計画書を作成するための技法を、
実習を通じて身につけます。
　各種研究ガイドラインや倫理指針の内容をグループで検討・発表します。　「交絡調整の方法」
で講義した内容に関して、統計ソフト を用いて実データの解析を行います。
　新医薬品承認審査の資料を用いて、新医薬品の審査を体験し、グループで検討した内容を発表し
てもらいます。
　課題研究などで実施する際の解析計画書を作成し、その内容を発表してもらいます。

　履修条件に注意してください。

【少人数の班に分かれた実習】

到達目標
・各種研究ガイドライン、倫理指針の内容を理解できる
・統計解析ソフト を用いて層別解析、回帰モデルが実行でき、適切な結果を報告し、結果を解
釈できる
・新医薬品承認申請の資料を読み、新医薬品の審査を体験する
・課題研究の解析計画書を作成できる

授業計画と内容
第 回 月　 日　ガイドライン・倫理指針実習
第 回 月 日　ガイドライン・倫理指針実習
第 回 月 日　ガイドライン・倫理指針実習発表会
第 回 月 日　層別解析
第 回 月 日　平均値の比較
第 回 月 日　回帰分析
第 回 月 日　一般化線形モデル
第 回 月　 日　新医薬品の審査実習
第 回 月　 日　新医薬品の審査実習
第 回 月 日　新医薬品の審査実習発表会　
（第 回のみ ～ ）
第 回 月 日　生存時間解析
第 回　 月　 日　解析計画書作成

解析計画実習 へ続く↓↓↓

解析計画実習

第 回　 月 日　解析計画書作成
第 ・ 回　 月 日　解析計画書発表会

履修要件
・前期選択科目「医療統計学実習」を履修済みであること
・人間健康科学系専攻の学生さんの受け入れはしていません

成績評価の方法・観点
・班および個人のレポート
・班および個人による発表

教科書
前期　医療統計学講義・実習資料
毎回実習の手引きを配布します

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　前期選択科目「医療統計学実習」を復習してください

（その他（オフィスアワー等））
統計ソフト がインストールされたノートパソコンを持参してください。 は医学研究科の大
学院生であれば利用できます（個人のパソコンにインストールできます）。
　 の利用については、

を参照してください。

※途中からの参加は認めません、必ず初回から出席してください

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

地域保健医療福祉論 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 里村　一成

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期前半曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
日本における公衆衛生行政の過去、現在、未来についての知識を得る。
特に現在公衆衛生上問題となっている事柄を、歴史的経緯をふまえてとらえ、今後の展開について
検討する。
保健医療福祉に関したプレゼンテーションを行い、各自の意見を提示し、それについての討論を行
う。

到達目標
日本の公衆衛生行政の現状と問題点の把握ができる。

授業計画と内容
第　１・２回　日本の公衆衛生の実情概論
第　３・４回　日本の公衆衛生の実情と問題点（１）
第　５・６回　日本の公衆衛生の実情と問題点（２）
第　７・８回　日本の公衆衛生の問題点の検討（１）
第９・ 回　日本の公衆衛生の問題点の検討（２）
第 ・ 回　日本の公衆衛生の問題点の検討（３）
第 ・ 回　日本の公衆衛生の問題点の検討（４）
第 回　フィードバック

日程は変更の可能性があるので開講日に確認のこと

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
出席状況、プレゼンテーション、授業内での発言（ ）
レポート

教科書
必要に応じて授業時にプリントを配布する。

参考書等
（参考書）
『国民衛生の動向』（厚生統計協会）
『国民の福祉の動向』（厚生統計協会）
『保険と年金の動向』（厚生統計協会）
『衛生行政大要』（日本公衆衛生協会）

地域保健医療福祉論 へ続く↓↓↓

地域保健医療福祉論

授業外学修（予習・復習）等
新聞、 、インターネット等の保健医療福祉行政に関する報道等を興味を持って視聴し、授業内
容の理解に役立てること。

（その他（オフィスアワー等））
受講人数によって内容を変更することがある

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

－ 41 －



科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

国際保健学 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 里村　一成

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 木３・４
授業
形態 講義・演習 使用言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
国際保健関連に従事している者、またはその経験者との討論。
国際保健における日本の役割を知る。
日本との比較による海外の保健医療について検討する。

到達目標
国際社会と日本社会の違いを知るとともに日本が可能な国際保健への貢献について考えられる。
今後の日本の保健医療のあり方について、参考となる海外の情報に謙虚に耳を傾けられる。
授業計画と内容
第１・２回国際保健概論　
第３・４回国際保健各論（１）
第５・６回国際保健各論（２）
第７・８回国際保健各論（３）
第９・ 回国際保健各論（４）
第 ・ 回国際保健各論（５）
第 ・ 回国際保健各論（６）
第 回フィードバック

日程は変更の可能性があるので開講日に確認のこと。

履修要件
地域保健医療福祉論との同時履修が望ましい

成績評価の方法・観点
平常点 出席状況、授業内での発言等）（ ）
レポート

教科書
必要に応じて授業時にプリントを配布する。

参考書等
（参考書）
『国民衛生の動向』（厚生統計協会）

授業外学修（予習・復習）等
新聞、 、インターネット等の保健医療行政に関する報道等を興味を持って視聴し、授業内容の
理解に役立てること。
（その他（オフィスアワー等））
受講人数によって内容を変更することがある

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

毒性学 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 原田　浩二

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要
前期の毒性学入門の講義で得られた知識を背景に、毒性学研究に必要な理論、方法を学習し、さら
に化学物質の体内動態と実際の化学分析に焦点を当てた、より進んだ毒性学を講義します。
前期の毒性学入門を履修していることが望まれます。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）

・毒性学を理解する
・体内動態と基本的なモデルを理解する
・化学物質の分析手法を説明できる
・主要な中毒、健康影響の防止策を述べることができる

授業計画と内容
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回“ ” “ ”
“ ” “ ”
第 回 “ ” “ ”
“ ”
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

履修要件
“ ”

毒性学 へ続く↓↓↓

毒性学

成績評価の方法・観点
・
・

教科書

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

’

授業外学修（予習・復習）等

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　上限３人まで可能

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

ベンチトレーニングコース 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 原田　浩二

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 金 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要
行政機関・化学工業における毒性学専門職として必要な調査、実験の実践を行ないます。

を使用した環境汚染物質研究の
を実習します。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）

・ を使用することができる
・文献等を調べて研究テーマの背景を説明できる
・ に基づいてプロトコールを書くことができる
・明らかにすべき事柄に対する研究手段を選択することができる
・プロトコールを することができる
・実験結果をまとめることができる
・研究結果を することができる
・研究成果を論文にまとめることができる

授業計画と内容
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回
第 回

履修要件
選択

産業・環境衛生学を履修済みであること
ベンチトレーニングコース へ続く↓↓↓
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ベンチトレーニングコース

成績評価の方法・観点

教科書

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等

（その他（オフィスアワー等））
その他メッセージ

“ ”

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　上限３人まで可能

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
【講義担当者】川上浩司（薬剤疫学・教授）、田中司朗（臨床統計学・特定教授）、小村純子（摂
南大学・教授）、藤原康弘（独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ ）・理事長）、笠井
宏委　 京都大学医学部附属病院臨床研究総合センター 、山本晴子（国立循環器病研究センター・
部長）、内田毅彦　 日本医療機器開発機構・代表取締役 、堀井郁夫（英国ケンブリッジ大学・客
員教授）、脇谷滋之（武庫川女子大学・教授）、瓜生原葉子（同志社大学・准教授）、
（ 社・シニアパートナー）、大西佳恵（ 社・日本代表）、木村真也（
社・会長）、

漆原尚巳（慶應義塾大学・教授）

コースの概要
本コースは医学研究科社会健康医学系専攻の選択科目の一つです。
医薬品開発の全体戦略、新薬創出や毒性への対処、標準治療確立のための臨床試験のプロトコール
作成、臨床試験の計画と実施中のプロジェクトマネジメントの基礎と実際、 研究の実際、薬価
の交渉、市販後臨床試験の考え方について学びます。また、医薬品や医療機器の開発と行政当局に
おける開発の考え方と審査の考え方と薬事対応方法について、行政当局の元審査官の講師陣により
理化学試験と製造、非臨床試験、臨床審査、および承認の考え方につき網羅的に講義と実習を通し
て学びます。
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・医薬品、バイオ医薬品（生物製剤）、医療機器の開発の戦略、臨床試験の立案、実施時のプロジ
ェクトマネジメント、安全性・有効性の評価について、開発者の薬事業務と行政当局（審査側）の
業務と考え方を理解する。
・ヘルステクノロジーアセスメントの観点から、費用対効果、薬価についての実施を学ぶ。

教育・学習方法
・講義、審査・開発実習、討議

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・医薬品、バイオ医薬品（生物製剤）、医療機器の開発の戦略、臨床試験の立案、実施時のプロジ
ェクトマネジメント、安全性・有効性の評価について、開発者の薬事業務と行政当局（審査側）の
業務と考え方を理解する。
・ヘルステクノロジーアセスメントの観点から、費用対効果、薬価についての実施を学ぶ。

授業計画と内容
第 回 月 日アカデミアにおける医薬品開発とトランスレーショナルリサーチ　（田中）
第 回 月 日臨床試験開発と審査：非臨床試験　　　　　　　　（小村）
第 回 月 日臨床試験開発と審査： 　　　　　　　　　　　　（川上）
第 回 月 日臨床試験開発と審査：臨床評価　　　　　　　　　（藤原）

医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査 へ続く↓↓↓

医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査

第 回 月 日臨床試験のプロジェクトマネジメントの基礎と実習　（笠井）
第 回 月 日臨床試験開発と審査：医療機器 　　　　　　　　（山本）
第 回 月 日 　（ ）
第 回 月 日医薬品開発におけるデータ評価と個別化医療　　　　（堀井）
第 回 月 日臨床試験開発と審査：再生医療　　　　　　　　　（脇谷）
第 回 月 日医薬品開発とライフサイクルマネジメント　　　　　（瓜生原）
第 回 月 日未定
第 回 月 日医薬経済評価：費用対効果研究実習　　　　　　　　（大西）
第 回 月 日臨床試験開発と審査：医療機器 　　　　　　　　（内田）
第 回 月 日臨床試験開発と審査：製造販売承認後　　　　　　（漆原）
第 回 月 日医療系データベースを用いた医療・健康評価の実績　（木村）

履修要件
臨床試験の実施や審査、医薬品や医療機器の事業戦略、開発やアウトカム研究トップの方々を講師
にお迎えしています。後期 限に開講される 「医薬政策・行政」 「医薬品の開発と評価」
を受講していることを必須とします。本科目のみの受講は認めません。

成績評価の方法・観点
実習への参加（ ％）、レポート（ ％）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
安生紗枝子ら『新薬創製への招待：開発から市販後の監視まで』（共立出版 ）
川上浩司 漆原尚巳 田中司朗（監修）『ストロムの薬剤疫学』（南山堂 ）

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医薬品の開発と評価 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 後期後半　水２ 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
前週までの「医薬政策・行政」に引き続いて、医薬品、バイオ医薬品、医療機器の研究開発の過程
について、前臨床研究、試験物の理化学試験と製造、動物を用いた非臨床試験、そして人を対象と
した臨床試験、行政当局による承認、薬価の決定 費用対効果 、市販後評価というすべてのステッ
プにおける安全性と有効性、経済性の評価について学びます。また、トランスレーショナルリサー
チの実際、製薬産業の国際動向についても学びます。

【講義担当者】川上浩司（薬剤疫学・教授）、白沢博満（ 株式会社・副社長）、
堀井郁夫（英国ケンブリッジ大学・客員教授）、佐藤泉美　 薬剤疫学・特定講師 、

（ 社・シニアパートナー）、大西佳恵（ 社・日本代表）、中山
諒（財務省主計局）、漆原尚巳（慶應義塾大学・教授）、関知嗣（薬剤疫学・助教）

到達目標
・医薬品、医療機器、生物製剤の開発と評価の基本的考え方、方法論を理解している。
・費用対効果、薬価とは何かについての基本的考え方、方法論を理解している。
・薬剤疫学と市販後の基本的考え方、方法論を理解している。

授業計画と内容
第 回 月 日　 ）
第 回 月 日　医薬品の創製、毒性と安全性　　　　　　　　（堀井）
第 回 月 日　グローバル製薬企業の動向と開発薬事　　　　（白沢）
第 回 月 日　医療リアルワールドデータと医薬品評価　　　（川上）
第 回 月 日　薬剤疫学概論　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤）
第 回 月 日　医薬経済概論：費用対効果と薬価の考え方　　（大西）
第 回 月 日　日本の財政状況と医療・福祉　　　　　　　　（中山）
第 回 月 日　市販後調査、市販後臨床試験　　　　　　　　（漆原）
第 回 月 日　 やデータ基盤を活用した医薬品開発や評価　（関）

履修要件
本コースの前週まで講義が行われる 「医薬政策・行政」と連続、一括した内容となっており、
原則として通して受講できない方は受け入れ不可とします。また、同日 ・ 限の 「医薬品・医
療機器の開発計画、薬事と審査」も本講義の内容を掘り下げたもので、合わせて受講することを推
奨します。

医薬品の開発と評価 へ続く↓↓↓
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医薬品の開発と評価

成績評価の方法・観点
講義の場への参加（ ％）、レポート（ ％）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
安生紗枝子ら『新薬創製への招待：開発から市販後の監視まで』（共立出版 ）
川上浩司 漆原尚巳 田中司朗（監修）『ストロムの薬剤疫学』（南山堂 ）

授業外学修（予習・復習）等
予習は特に不要であるが、復習については十分に行うことを期待する。

（その他（オフィスアワー等））
川上浩司 棟 階・内線： 代表
面談希望は必ずメールでご連絡下さい。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

ゲノム科学と医療 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 松田　文彦
准教授医学研究科 田原　康玄
特定教授学際融合教育研究推進センター 長﨑　正朗

未更新

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
ゲノム科学技術が発展し、 シークエンス実験を比較的安価に実現できる時代となった。本講義
の目的は、ゲノム科学の発展が 世紀の医療にいかなるインパクトを与えるのかを理解することに
ある。本講義では、ゲノム科学に携わっている研究者の最新の研究成果とその臨床医学における実
践的な応用ならびに応用の可能性についての授業を、各分野の専門家による講義として行う。

到達目標
・ゲノム医学の概念を理解する。
・実際に行われている、あるいは近い将来に行われるようになる可能性のある臨床医学へのゲノム
科学の応用について、実情並びに展望を学ぶ。

授業計画と内容
疾患の遺伝学多因子疾患鎌谷洋一郎教授（東京大学）　１０月３日
疾患の遺伝学量的形質と構造多型　長崎正朗特定教授　１０月１０日
疾患の遺伝学 スプライシングと疾患萩原　正敏教授　１１月２１日
ゲノム医学　ゲノム創薬岡田随象教授（大阪大学）　１１月２８日
疾患の遺伝学慢性疾患のマルチオミックス・アプローチ 客員教授（ ）
　１２月５日
疾患の遺伝学単一遺伝子疾患松本直通教授（横浜市立大学）　１月１６日
ゲノム医学薬理遺伝学　莚田泰誠グループリーダー（理化学研究所）　１月２３日
ゲノム医学ゲノムコホート研究　松田文彦教授　１月３０日
科学研究の成果をいかに伝えるか１－２　村中璃子集中講義　（※１）　 年 月 日（月）から
日（金）のうち 日間（ ， 限）を予定
試験（レポート）
ゲノム医学希少疾患　山野嘉久教授　２月１３日

※１　日程については変更になる場合があります。
※２　授業は、集中講義を除き英語となります。
【注意】外部講師の都合等により、講義日程に変更が生じる場合があります。

履修要件
統計遺伝学基礎 ・ の履修を強く推奨する

成績評価の方法・観点
・講義における授業参加の状況
・最終レポート

教科書
授業中に指示する
参考資料は講義の中で適時配布

ゲノム科学と医療 へ続く↓↓↓

ゲノム科学と医療

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
配付資料を活用した復習を主体に行うこと。

（その他（オフィスアワー等））
講義の途中における質問はもちろんのこと、課外時間での担当教員への訪問等も大いに歓迎する。
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
※本年度は、南部総合研究 号館 階共同セミナー室 で開講予定。（変更がある場合には
で連絡を行う）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療倫理学各論 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 金５・６：開講日注意 授業形態 講義 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】
授業日時：金曜 限（原則隔週）
教室： 棟 階演習室
レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・竹之内沙弥香・山崎康仕（神戸大学）・浅井篤（東北大
学）

【コースの概要】
医療技術の進展にともなって生じる臨床上の問題、臨床研究実施上の問題の検討を行う。「自ら問
題を考え、解決の方策を探り、臨床で実践する能力」を身につけ、実践行動型の医療者となること
を目標とする

到達目標
医療倫理学の基礎を理解する
・医療倫理学の背景、医師患者関係の変容、患者の権利や医師の義務を理解する
倫理的問題の対処方法を習得する
・問題の存在を認識し、考える枠組みを使って実際の問題を検討する
・議論を通じて解決の道筋をたてる
・臨床での実践方法を考える

授業計画と内容
【第 回】 月 日＜小杉＞「倫理委員会・移植医療と倫理」倫理審査委員会の歴史、現状、法的
根拠、組織、脳死からの臓器移植、生体肝移植、心臓死および生体からの膵島移植などの問題点を
実例に基づいて考える
【第 回】 月 日＜山田＞「産婦人科医療と倫理」産婦人科では，胚や胎児を対象とするために
生じる倫理問題が存在する。これらの幅広い倫理的課題について考える。
【第 回】 月 日＜浅井＞「医療資源配分の問題」
【第 回】 月 日＜山崎＞「法と倫理」道徳・倫理・法の関係、自然法論と法実証主義などにつ
いて総合的に考える
【第 回】 月 日＜和田＞「小児科医療と倫理」小児医療における代諾、重症障害新生児の治
療、治療拒否と虐待などの問題点について考える
【第 回】 月 日＜竹之内＞「終末期医療」治療の中止、延命治療、安楽死、尊厳死、高齢者
医療、 オーダー、事前指示、医学的無益性などについて考える
【第 回】 月 日＜山田＞「二次的（偶発的）所見の問題」網羅的なゲノム情報が用いられる
時代となり常に直面する二次的（偶発的）所見の取り扱いについて学ぶ
【第 回】 月 日＜小杉＞「自主研究発表」履修院生による自己テーマについての研究発表

履修要件
遺伝カウンセラーコース 回生必修科目
選択科目

医療倫理学各論 へ続く↓↓↓

科目ナンバリング 　P-PUB01 8M022 LB90　

授業科目名
　<英訳>

ゲノム科学と医療
Genome Science and Medicine

担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 松田　文彦
准教授医学研究科 田原　康玄
特定教授学際融合教育研究推進センター 長﨑　正朗

配当
学年 専門職 単位数  2 開講年度・

開講期
  2020・
後期 曜時限 木3 授業

形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

 [授業の概要・目的]
ゲノム科学技術が発展し、DNAシークエンス実験を比較的安価に実現できる時代となった。本講義
の目的は、ゲノム科学の発展が21世紀の医療にいかなるインパクトを与えるのかを理解することに
ある。本講義では、ゲノム科学に携わっている研究者の最新の研究成果とその臨床医学における実
践的な応用ならびに応用の可能性についての授業を、各分野の専門家による講義として行う。

 [到達目標]
・ゲノム医学の概念を理解する。
・実際に行われている、あるいは近い将来に行われるようになる可能性のある臨床医学へのゲノム
科学の応用について、実情並びに展望を学ぶ。

 [授業計画と内容]
疾患の遺伝学多因子疾患鎌谷洋一郎教授（東京大学）
疾患の遺伝学量的形質と構造多型　長崎正朗特定教授
疾患の遺伝学 RNA スプライシングと疾患萩原　正敏教授
ゲノム医学　ゲノム創薬岡田随象教授（大阪大学）
疾患の遺伝学慢性疾患のマルチオミックス・アプローチ Dominique GaugierI 客員教授（INSERM）
疾患の遺伝学単一遺伝子疾患松本直通教授（横浜市立大学）
ゲノム医学薬理遺伝学　莚田泰誠グループリーダー（理化学研究所）
ゲノム医学ゲノムコホート研究　松田文彦教授
科学研究の成果をいかに伝えるか (1)-(2)　村中璃子集中講義　（※１）2日間を予定
試験（レポート）
ゲノム医学希少疾患　山野嘉久教授

※１　日程については変更になる場合があります。
※２　授業は、集中講義を除き英語となります。
【注意】外部講師の都合等により、講義日程に変更が生じる場合があります。

 [履修要件]
統計遺伝学基礎I・IIの履修を強く推奨する

 [成績評価の方法・観点]
・講義における授業参加の状況
・最終レポート

ゲノム科学と医療(2)へ続く↓↓↓

ゲノム科学と医療(2)

 [教科書]
授業中に指示する
参考資料は講義の中で適時配布

 [参考書等]
（参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
配付資料を活用した復習を主体に行うこと。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。
※本年度は、南部総合研究1号館1階共同セミナー室3で開講予定。（変更がある場合にはKULASIS
で連絡を行う）

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。
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医療倫理学各論

先修科目として「基礎医療倫理学」の履修を原則とする
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

成績評価の方法・観点
研究発表、議論への参加の積極性、レポート、出席等を総合的に判定します。
自主研究発表 最後に実施 ：医療倫理に関するどのようなテーマでも良いので、自ら問題点を探し、
それについて調べたり、検討した結果を発表し、全体でディスカッションします。割り当て時間（
発表＋ディスカッション）は、発表者の数に依存しますが、 分程度です。（原則としてパワ
ーポイントを用いて発表し、ハンドアウト配布もお願いします）。他の専攻や研究科からの受講、
聴講の場合も必須です。

教科書
配布するハンドアウトなど

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
その他メッセージ
事例検討は、ビデオ、漫画を用いることがあります
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります
かならず、正式な受講届を提出すること。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

統計遺伝学 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 山田　亮

配当
学年 博士 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 集中講義
授業
形態 講義・演習 使用言語 日本語及び英語

授業の概要・目的

統計遺伝学の学修にあたり３つの要素に分けて取り組む。基礎数学、統計解析の基礎、統計解析の
応用の３つである。
基礎数学は線形代数学、微分積分学、グラフ理論、情報幾何学の４つを扱う。基礎ではデータ型・
検定・推定の考え方を扱う。応用では、メンデル型遺伝、癌症候群、複合遺伝性疾患、発現解析を
取り上げる。
これらを以下のような６つのモジュールとして提供する。
基礎数学 線形代数とグラフ理論 、基礎数学 微分積分学と情報幾何
統計解析基礎 データ型と検定 、統計解析 推定
統計解析応用 メンデル型遺伝、癌症候群 、統計解析応用 複合遺伝性疾患と発現解析
統計遺伝学 、 はそれぞれ前期、後期に開講するが、年度ごとにその提供内容は変わる。
年度からの提供予定は以下のとおりとする。
前期基礎数学 、後期　統計解析基礎
前期基礎数学 、後期統計解析応用
前期基礎数学 、後期統計解析基礎
前期基礎数学 、後期統計解析応用

また、統計遺伝学 の講義では、プログラミング言語 を使い、計算、データ解析、データ視覚化、

データシミュレーションの技術も学ぶ。
年度後期は統計解析応用 である。

統計遺伝学 へ続く↓↓↓

統計遺伝学

到達目標
基礎数学 ：行列演算による、二乗法・ がわかる。グラフ理論の基礎を習得する。
基礎数学 ：確率密度関数の微分積分の式が理解できる。尤度関数と最尤推定のための微分演算が
理解できる。近似のための微積分が理解できる。情報幾何の基礎を理解する。
統計解析基礎 ：統計遺伝学分野におけるデータ型、検定、漸近近似検定、正確確率検定、分割表
検定を理解する。
統計解析基礎 ：点推定・区間推定、ベイズ推定、最尤推定、尤度関数を理解する。
統計解析応用 ：メンデル遺伝形質のリスク評価、癌症候群のリスク評価を理解する。
統計解析応用 ：複合遺伝性疾患の遺伝モデルとそのリスク評価、遺伝子発現プロファイルとバイ
オマーカーについて理解する。
いずれのモジュールにおいても、コンピュータ言語 を用いて基礎的な計算・プログラミングの技
術を習得する。

：

：

授業計画と内容
数学基礎
　前半に線形代数を、後半にグラフ理論を扱う。

統計遺伝学 へ続く↓↓↓

統計遺伝学

線形代数では、行列計算、分散共分散行列、最小二乗法、連立方程式、 、最適解を順に取り上
げる。
グラフ理論では、グラフの定義、グラフオブジェクトの での取り扱い、木、最小全域木、ランダ
ムグラフ、ネットワークを順に取り上げる。
数学基礎
　前半に微分積分学を、後半に情報幾何を扱う。
　微分積分学では、確率密度分布の期待値、尤度関数と最尤推定のための微分、確率密度関数・累
積分布関数・ハザード関数のための微分積分、偏微分と 、最小二乗法、テイラー展開を順に取
り上げる。
　情報幾何では、その基礎、フィッシャー情報量、双対平坦、指数型分布族、 ダイバージェン
スを取り上げる。
統計解析基礎
　データ型、カテゴリと正単体、２ｘ２表のカイ二乗検定と正確確率検定、 検定とその正確確
率検定、２ｘ３表検定と遺伝モデル、一様分布とマルチプルテスティングとボンフェロニ補正を順
に扱う
統計解析基礎
　点推定と区間推定、ベイズ推定、二項分布とベータ分布、ハプロタイプ頻度推定と アルゴリ
ズム、連鎖不平衡ブロックを順に扱う。
統計解析応用
　前半にメンデル遺伝を、後半に癌症候群を扱う。
　メンデル遺伝では、家系図、メンデル遺伝のジェノタイプとフェノタイプ、 と疾患責任変異
を扱う。
　癌症候群では、その基礎、リスク評価、決断支援ツール、ベイズ推定、ベイジアンネットワーク
を扱う。
統計解析応用
　前半に複合遺伝性疾患を、後半にトランスクリプトーム・発現プロファイルによる癌のサブタイ
ピングを扱う。
　複合遺伝性疾患では、遺伝モデル、集団・コホート、２ｘ３表の関連検定、多座位モデルを扱う。

　トランスクリプトーム・発現プロファイルでは、その基礎、 、クラ
スタリングとヒートマップ、教師ありクラスタリング、バリデーション法を扱う。

統計遺伝学 へ続く↓↓↓
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統計遺伝学

履修要件
生物学・遺伝学の基礎を習得していることが望ましいが、意欲があれば必須ではない。
無線 接続の可能なノートパソコンを持参すること。計算機・プログラミングの知識は要求しな
いが、初学者は復習が必須となる。前期・後期併せての受講が望ましいが、必須ではない。

成績評価の方法・観点
授業中の質疑応答の発言を評価する。
宿題の提出内容を評価する。
最終日に試験を実施する。

教科書
　統計解析基礎 では、『遺伝統計学の基礎』 とその英訳プリントを用い
る。

遺伝統計学の基礎

参考書等
（参考書）
　基礎数学 、 では、配布資料 を用いる。
　統計解析応用 、 では配布資料 を用いる。

統計遺伝学 へ続く↓↓↓

統計遺伝学

授業外学修（予習・復習）等
　フリーソフトウェア に習熟するには講義時間のみでは十分でないことが多い。日常のデータ処
理などに積極的に活用するなど、使用機会を各自確保することが望まれる。
宿題が出る。

（その他（オフィスアワー等））
特になし

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

健康情報学　 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
准教授医学研究科 高橋　由光
非常勤講師 宮崎　貴久子

大東文化大学　教授 杉森　裕樹
東京有明医療大学　特任教授 津谷　喜一郎
日本 協会　代表 園田　由紀
国立がん研究センターがん対策情報センター
センター長　　　　　　　　　　　　　　　 若尾　文彦

准教授附属病院 加藤　源太
株式会社情報システムエンジニアリング
代表取締役社長　　　　　　　　　　　 黒田　聡
静岡県立総合病院　室長 中谷　英仁

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 金 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
健康・医療情報、データや知識の収集、蓄積、伝達、検索、評価法、情報リテラシー、ヘルス・コ
ミュニケーション（リスクコミュニケーション含む）、個人情報保護などの情報倫理の課題につい
て講義する。疫学や を基本として、医学文献からマスメディア、インターネットによる健康情
報まで、さまざまな情報の特徴を知り、それらを主体的、効果的に活用する方法を考える。さらに
欧米の医療関係者に関心の高い性格テスト・ のワークショップを
通して、個人の情報処理・認知の特性とコミュニケーションに関して体験的理解を深める。

教育・学習方法
講義形式と実習

到達目標
・疫学・ の知識を応用して、各種の健康・医療情報を適切に活用できる。
・マスメディア情報、インターネット情報を収集し、適正な吟味を行った上で意思決定、問題解決、
そしてコミュニケーションの素材とすることができる。
・ の視点から、個人の情報処理・認知、コミュニケーションの特性を理解する。

授業計画と内容
（※変更の可能性があるので開講日に確認して下さい）
第 回　 月 日　疫学と からの健康情報リテラシー入門（１）（中山）
第 回　 月 日　疫学と からの健康情報リテラシー入門（２）（中山・中谷）
第 回　 月 日　患者視点の情報： と （宮崎）
第 回　 月 日　インターネットと ヘルス（高橋）
第 回　 月 日　質の高い医療情報の集約・共有・普及：根拠に基づく診療ガイドラインを考え
る（中山）
第 回　 月 日　ナラティブ情報の意義と可能性（中山）
第 回　 月 日　「がん」をめぐる患者・国民・医療者向け情報の整備（若尾）
第 回　 月 日　健康情報を巡る話題テクニカル・コミュニケーションの視点から（中山・黒田）

第 回　 月 日　ベネフィットとリスクのコミュニケーション（中山）
第 回　 月 日　ヘルス・リテラシーとリスク・コミュニケーション（杉森）
第 回　 月 日　代替医療とプラセボ：健康情報とコミュニケーションの視点から（津谷）
第 回　 月 日　医療におけるデータの二次利用の課題（加藤）

健康情報学　 へ続く↓↓↓

健康情報学　

第 回　 月 日　個人の情報処理・認知特性からコミュニケーションへ： エムビーティー
アイ 　セミオープンワークショップ　　 時 分～ 時 分（園田）
第 回　 月 日　個人の情報処理・認知特性からコミュニケーションへ： エムビーティー
アイ 　セミオープンワークショップ　 時～ 時、 時～ 時（園田）
第 回　 月 日　総合討論・個別発表　「健康情報学 を履修して」（中山）

※「健康情報学 」の講義と重ならないように開講します。

履修要件
疫学または根拠に基づく医療（ ）の基礎知識を持つことが望ましいが、
必須ではない。

成績評価の方法・観点
毎回の小レポート提出 ％、発表 ％

教科書
講義資料は配布、ＭＢＴＩワークショップのテキストは各自購入（ 円程度）

参考書等
（参考書）
中山健夫著『健康・医療の情報を読み解く：健康情報学への招待』（丸善書店）
中山健夫監修『ヘルスコミュニケーション実践ガイド』（日本評論社）
中山健夫・杉森裕樹監訳『 リスク＆ベネフィットコミュニケ―ション』（丸善書店）

授業外学修（予習・復習）等
予習よりも復習に十分時間を取ること

（その他（オフィスアワー等））
情報とは「意思決定において不確実性を減じるもの」と定義されます。社会における健康・医療に
関する情報の適切なあり方、そして個人の特性理解の視点から、情報のコミュニケーションについ
て考えてみたいと思います。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング

授業科目名
　 英訳

健康情報学　 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 高橋　由光
特定講師医学研究科 岡田　浩
助教医学研究科 西川　佳孝

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・健康情報と ：インターネットの基礎知識、 ヘルス、ヘルスケアにおける （

）について講義を行います。公的統計データ、各種二次データ、レセ
プト情報・特定健診等情報データベース（ ）などを例に、医療ビッグデータの現状および利活
用について講義を行います。国民生活基礎調査匿名データを使った実習を行います。
・地域薬局における健康情報：社会の高齢化と医療の高度化に伴い、先進諸国の薬局では従来の薬
剤供給にとどまらず、公衆衛生に果たす役割が拡大しています。この薬局の役割の変化と臨床研究
の結果についてカナダでの事例を中心に講義を行います。また、日本の薬局での介入研究で使われ
た行動経済学のナッジや健康行動科学に基づく患者アプローチ法などについても紹介します。
・災害と健康情報：災害による健康影響について学習し、災害時に必要な健康情報について議論し
ます。防災のための健康情報とその特徴について学習します。事例研究や症例報告の手法について
紹介します。

到達目標
・インターネットの基礎知識、 ヘルス、インターネット調査の特徴（利点および欠点）を習得。
公的統計データ、医療ビッグデータ、個人番号制度、ライフコース疫学についての基礎知識を習得
・世界の保健行政の中での地域薬局の役割の変化に関する知識の習得。薬局におけるプライマリケ
アへの関与についてのエビデンス、患者の自己決定を尊重しながら、生活習慣改善を促す手法（行
動経済学、ナッジ）に関する知識の習得。
・災害と健康についての基礎知識の習得。事例研究方法の基礎知識の習得。

授業計画と内容
　 限　予備
　 限　世界の地域薬局業務の変化（世界の地域薬局業務の変化
　 限　地域医療における薬局：日本の現状（日本における薬局での地域医療への取り組みと

エビデンス）
　 限　薬局での患者支援の実際（短時間での動機づけ：行動経済学ナッジの活用）
　 限　地域医療における薬局：海外の薬局での取り組み（海外薬局での地域医療への取り組

み）
　 限　災害と健康情報 ：災害による健康影響・災害時の健康情報
　 限　災害と健康情報 ：防災のための健康情報とその特徴
　 限　災害と健康情報 ：事例研究の方法
　 限　予備
　 限　予備
　 限　予備
　 限　インターネットの基礎知識
　 限　ヘルスケアと に関する各種ガイドライン
　 限　予備

　 限　医療ビッグデータ、二次データの利活用
健康情報学　 へ続く↓↓↓

健康情報学　

　 限　ヘルスケアと の事例紹介
　 限　インターネット調査フォーム作成
　 限　ライフコース疫学・社会疫学、まとめ
　 限　予備

履修要件
健康情報学 を可能な限り履修するようにしてください。
履修確定後、授業関連の連絡は や を利用します。
京大のメールアドレスを確認するようにしておいてください。

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）（ ）およびレポートまたは発表（ ）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
予習用の教材・資料を、適宜提供します。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：可
ただし、履修希望者が多い場合は人数制限の可能性あり。履修前に必ずメールをしてください。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医学コミュニケーション演習 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 岩隈　美穂

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 火 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要　
質的研究方法をいくつか取り上げます。質的研究にも多くの手法があり、自分が知りたいリサーチ
クエスチョンに合わせて、適切な方法を選ぶ必要があります。実際に研究が始まる前にいくつかの
道具（ツール）を試しておいたほうがいいので、自分のリサーチクエスチョンを意識し方法論を模
索し始める時期に受講することをお薦めします。また自学自習が比較的難しい質的研究は、一緒に
受講している「伴走者（＝クラスメート）」がいると、課題・疑問を共有しながら学びやすいです。
そのため授業形式としてはグループワークなどを通して「分析を実際に経験」することを重視して
います。また前期で取り上げたテーマを深く掘り下げたり、「障害学」についても触れたりしてい
ます。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できる
　　いくつかの質的研究方法を理解する
　　自分のリサーチクエスチョンにあった研究方法を選択できる
　　障害学について理解できる
　

授業計画と内容
　イントロダクション

　　 演習　１
演習　
演習　
発表

インタビュー分析演習　１
インタビュー分析演習　
インタビュー分析演習　
計量テキスト分析　演習　 　（舟木友美氏　摂南大学）
計量テキスト分析　演習　 　（舟木友美氏　摂南大学）
計量テキスト分析　演習　 　（舟木友美氏　摂南大学）

学生発表　１
学生発表　
インタビュー分析　発表
　　計量テキスト分析　発表

医学コミュニケーション演習 へ続く↓↓↓

医学コミュニケーション演習

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
．平常点（授業参加、授業態度を含む） ％
．レポート　 ％　
　　　タイトル（ ％）＋　最終レポート（ ％）
．研究計画発表　 ％

教科書
プリントを配布する

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
レポートは研究計画書の作成です

（その他（オフィスアワー等））
医学「コミュニケーション」のクラスなので、課題テーマを決める際、「関係性、心理、つながり、
コミュニティ、コミュニケーション、社会」などのキーワードが入ることが望ましい。
医療・医学への社会科学的アプローチに興味のある学生向け。
障害があり、授業あるいは課題への取り組みに配慮（ ）が必要な場合、早めに相談
に来ること。
講師の都合や受講人数で、日程や内容が変更になることがある。
実習を重視しているため、受講人数は 名程度が望ましい。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　 名まで可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

エビデンスユーザ入門 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 古川　壽亮

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 月 ・ 　開講日注意 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
根拠に基づく医療 の言葉は、今やすっかり人口に膾炙し、アンケー

ト調査をやる人はアンケートで出てきた数字をエビデンスと呼び、画像研究をやる人はその数値を
エビデンスと呼び、分子生物学をやる人はその結果をエビデンスと呼ぶ時代となりました。
個々の患者の医療判断において、また集団の医療施策判断において、その根拠となるべきエビデン
スとは、どういう性質のものを言うのか、どうすればそれを探すことが出来るのか、ない場合には
どうするのか、など、エビデンスユーザーとして必要な教養を身につけていただくコースにしたい
と考えています。
そして、エビデンスユーザーの腕を磨かれたら、その次には、エビデンスメーカーとして何をすべ
きかも自ずと明らかになって行くことを期待しています。

なお、 にはさまざまなバックグランドと興味関心の方が集っておられます。 の方法論
は、すべての対人実践に共通であると信じています。代替医療、教育、経済施策、環境施策などな
ど、各人の興味関心のテーマについて 卒業生が今後 を実践する一助にして頂ければ開
講者として本望です。

到達目標
診断、治療（介入）、予後、系統的レビューの各テーマについて、標準的な批判的吟味のチェッ
クポイントを習得する
各領域において自分の臨床疑問について、疑問の定式化、情報検索、情報の批判的吟味、批判的
吟味の結果の実地応用の４ステップを実施したレポートを提出する

授業計画と内容
講義は以下の手順で進行します。
診断、治療（介入）、予後、系統的レビューについて、教科書を指定しますので、批判的吟味の
チェックポイントを、受講者が分担して解説・プレゼンテーションします
スモールグループに分けて、各グループで上記の各テーマについて 実践の例を発表して頂き
ます
上記のプロセスを学習した後、各個人は今度は自分の臨床疑問について実践の例をレポートして
いただきます
自学自習に相当の時間を要すると思われますので、受講者はその覚悟で科目を選択されていること
を期待します。そして、授業は原則隔週で行います（月曜日 限・ 限、 棟 階セミナー室 、開講
日注意： 月 日および 月 日のみ 限から始めます）。

回　　　月日　　　テーマ　　　　担当者
月 日 限　　 のスピリット　古川
月 日 限　　治療（介入）の批判的吟味のチェックポイント　学生グループ①
月 日 限　　その実践例（１）　グループ発表②③
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エビデンスユーザ入門

月 日 限　　その実践例（２）　④①
月 日 限　　診断の批判的吟味のチェックポイント　学生グループ②
月 日 限　　その実践例（１）　グループ発表③④
月 日 限　　その実践例（２）　①②　【この日だけ演習室です】
月 日 限　　予後の批判的吟味のチェックポイント　学生グループ③
月 日 限　その実践例（１）　グループ発表④①
月 日 限　　その実践例（２）　②③
月 日 限　　系統的レビューの批判的吟味のチェックポイント　学生グループ④
月 日 限　　ネットワークメタアナリシスの批判的吟味のチェックポイント　古川
月 日 限　その実践例（１）　グループ発表①②
月 日 限　　その実践例（２）　グループ発表③④
月 日 限　　予備日
月 日 限　　予備日

開講場所、または開講時間に注意

履修要件
選択「文献検索法」「文献評価法」の履修をお勧めします。

成績評価の方法・観点
授業への参加度
診断、治療（介入）、予後、系統的レビューについて、自分の興味関心の臨床疑問について提出し
た計 本のレポート

教科書
他『

』（ ）（ここに含まれる章を教科書として指定しますが、これ
らは下記 に全て含まれていますので、下記 を購入された方はそちらを利用下さい）

参考書等
（参考書）

他『
』（ ）

相原守夫訳『医学文献ユーザーズガイド：根拠に基づく診療のマニュアル』（中外医学社）（上記
の日本語訳です）

古川壽亮『エビデンス精神医療』（医学書院）

（関連ＵＲＬ）
健康増進・行動学分野ホームページの もご利

用ください
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エビデンスユーザ入門

授業外学修（予習・復習）等
自学自習に相当の時間を要すると思われますので、受講者はその覚悟で科目を選択されていること
を期待します。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

質的研究入門 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
特定助教医学研究科 河野　文子

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 水曜１限
授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
質的研究法の基礎について概説し、様々な分析手法について講義する。

到達目標
質的研究の方法論の基礎的事項について述べることができる。
質的研究の主要な方法論を理解し、質的研究を批判的に解釈できるようになること。
質的研究の専門家の指導を受けながら、質的研究を実施する事ができる様になること。

授業計画と内容
第 回　 月 日質的研究とは何か
　　　　 質的研究の哲学（認識論＆存在論）
第 回　 月 日質的研究の方法論（テーマ分析、エスノグラフィー、現象学、グラウンデッドセオ
リー）と理論の役割
第 回　 月 日質的研究の計画とデザイン（質的研究におけるリサーチクエスチョンの立て方）
　　　　　　　研究計画書の書き方
第 回　 月 日インタビュー、フォーカスグループ、新たな分析手法
第 回　 月 日データの分析方法（コーディング、 ソフトウェアの使用）
第 回　 月 日質的研究における厳密性と倫理
　　　　　 質的研究の評価・妥当性
第 回　 月 日混合研究の基礎
第 回　 月 日質的研究の統合
　　　　　　　新たな質的研究の方法（フォトボイス、参加型アクションリサーチ、等）
　　　　　　　質的研究の結果の論文執筆とコミュニケーション方法

履修要件
社会健康医学系専攻の院生
医科学専攻、医学博士課程の受講希望者は事前に必ずメールで連絡してください
受講者は単位不要でも必ず講義への出席およびレポートを提出してください

成績評価の方法・観点
レポート（配点比重 ）
日々の講義へのコミットメント（配点比重 ）

質的研究入門 へ続く↓↓↓
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質的研究入門

教科書
適宜、資料を講義にて配布する

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
予習は特に必要でないが、講義の復習には十分時間をあててください。

（その他（オフィスアワー等））
第 回（ 月 日）の講義は 棟３階演習室となります。ご注意ください。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：上限 人まで可能

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

環境・感染症論 担当者所属・
職名・氏名 教授東南アジア地域研究研究所 山崎　渉

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 金 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
教員による講義および受講生による発表とそれに基づくグループディスカッションを通して、感染
症の発生・伝播に影響を与える要因を理解する。特に環境中の様々な要因、あるいはそれらの相互
作用およびその他の要因との関連性の理解を図る。感染症が引き起こす社会変容・歴史的な影響に
ついても理解を深める。

到達目標
感染症を生態学的視点から捉えるために、病原体の生息する自然環境、ヒトの作り出す人為的環境、
感染を受けるヒトの抵抗性などの様々な要因を総合的に解析し、理解する能力を修得する。

授業計画と内容
第 回～第 回は講義、第 回～第 回はセミナー形式のレポート報告会、第 回は総合演習になる
見込みである。

第 回感染症学習に必要な背景要因（講義）
第 回水と健康（講義）
第 回地球環境問題（講義）
第 回食品衛生（講義）
第 回人獣共通感染症（講義）
第 回動物感染症・動物福祉（講義）
第 回先進国で問題になっている感染症（講義）
第 回新興国における開発と感染症の関係（講義）
第 回感染症の分子疫学解析（講義）
第 回特定の感染症の発生・伝播に影響する要因の解析 （ゼミ）
第 回特定の感染症の発生・伝播に影響する要因の解析 （ゼミ）
第 回特定の感染症の発生・伝播に影響する要因の解析 （ゼミ）
第 回特定の感染症の発生・伝播に影響する要因の解析 （ゼミ）
第 回特定の感染症の発生・伝播に影響する要因の解析 （ゼミ）
第 回総合演習（フィードバック）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
【評価方法】
成績評価は出席姿勢（配分 ）、受講生によるレポート発表 成績評価配分 ）とそれに基づく
グループディスカッション 成績評価配分 ）における理解度、積極性、洞察力、意思表現の能力
をもとに判定する。

環境・感染症論 へ続く↓↓↓

環境・感染症論

レポート発表のない受講生は未受験扱いとし、成績は無しとする。

【評価基準】
点満点中、 点以上となること（ 点以上：合格 点以下：不合格）。

教科書
教科書は使用しない。講義の内容の理解を補助する資料として、講義の骨子をまとめたプリントお
よび学術論文の写し等を必要に応じて配布する。

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

（関連ＵＲＬ）
京都大学　東南アジア地域研究研

究所
京都大学　大学院医学研究科　社会健康医学系専攻　環境

生態学

授業外学修（予習・復習）等
配布資料、紹介図書等を活用した予習・復習を推奨する。

（その他（オフィスアワー等））
連絡先

〒 京都市左京区吉田下阿達町
京都大学東南アジア地域研究研究所　本館 階 号室
山崎　渉
オフィス ラボ

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

行動経済学と健康医療介護 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 今中　雄一

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 水・ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
健康・医療・介護の領域における、行動経済学の応用について、理論と実践事例を学ぶ。

到達目標
健康・医療・介護の諸課題の解決に向けて、行動経済学の応用を検討できるようになる。

授業計画と内容
・理論を学ぶ
・国内外の実践事例を学ぶ
・研究事例を学ぶ
・応用の計画を自ら考える

第 回 月 日　行動経済学の健康医療介護：概論１（今中）
第 回 月 日　行動経済学の健康医療介護：概論２（今中）
第 回 月 日　行動経済学の理論と健康関連領域への応用（後藤励先生／慶応大学）
第 回※ 月 日 金 　行動経済学の実社会への応用（佐々木周作先生／東北大学）
第 回 月 日　行動経済学のフィールド実験：ナッジとインセンティブの効果（石原卓典先生／京
大経済学研究科）
第 回 月 日　行動経済学の健康医療介護：事例編１（医療経済学分野教員陣）
第 回 月 日　行動経済学の健康医療介護：事例編２、まとめ （同上）
（ 月 日は予備日）

※第 回は 金曜 限　セミナー室 で行う

履修要件
原則、出席 ％以上を前提とする

成績評価の方法・観点
講義へのコミットメント（ ）
レポート（ ）

教科書
授業中に指示する

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

行動経済学と健康医療介護 へ続く↓↓↓
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行動経済学と健康医療介護

授業外学修（予習・復習）等
初回に説明する

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床試験の統計的方法 担当者所属・
職名・氏名

特定教授医学研究科 田中　司朗
教授医学研究科 佐藤　俊哉
特定助教医学研究科 今井　徹

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
第 相・第 相臨床試験デザインの理解とサンプルサイズ計算の習得を目標に、講義・実習を行う。
第 回の前に講義動画・課題などを配信するので、それを用いて予習・復習をすること。前期科目
「臨床試験」、「統計的推測の基礎」、「統計モデルとその応用」程度の臨床試験・統計学の知識
を前提とする。 必修、 選択。

到達目標
・第 相・第 相臨床試験におけるサンプルサイズの計算を習得する。
・試験デザインにおける頻度論・ベイズ流統計学の考え方の違いを理解する。

授業計画と内容
・教室は、 棟セミナー室 で行う
・事前学習 講義形式、実習形式
・事前学習はオンライン学習環境 を利用（ ）
・第 ～ 回の実習ではサンプルサイズの計算を行うが、ソフトウェアの知識は前提としない。第
～ 回では臨床試験の論文を読み、結果を解釈する。
・実習のチューターは、臨床統計スタッフが行う。

第 回 月 日　サンプルサイズ設計 　連続データ（田中、今井、相田）
第 回 月 日　サンプルサイズ設計 　 値データ（田中、今井、相田）
第 回 月 日　サンプルサイズ設計 　生存時間データ（田中、今井、相田）
第 回 月 日　サンプルサイズ設計 　第 相臨床試験・ベイズ流統計学（田中、今井、相田）
第 回 月 日　臨床試験の結果の解釈（発表）
第 回 月 日　臨床試験の結果の解釈（発表）
第 回 月 日　予備日

履修要件
前期科目「臨床試験」、「統計的推測の基礎」、「統計モデルとその応用」を履修済みであること

成績評価の方法・観点
平常点（ ％）、レポート（ ％）

臨床試験の統計的方法 へ続く↓↓↓

臨床試験の統計的方法

教科書
『

』（ ）
教科書の入手については第 回でアナウンスする。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
第 回の前に配信する講義動画・課題などを用いて、予習・復習を行う。詳細はメール等でアナウ
ンスする。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

フィールドワーク 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 田原　康玄
教授医学研究科 松田　文彦

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 金曜 限・フィールド 授業形態 実習 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
　社会医学的な課題の解明に必要な精度の高い１次データをいかに収集するか、対象者や関係団体
・自治体等との連携体制の構築も含めてその方法を体系的に修得することは、疫学を学ぶ上で基本
となる学識になる。そこで本授業では、医学研究科が取り組むコホート研究（ながはまコホート）
に実際に参加し、フィールドワークや地域保健の現状と課題とを実践的に学ぶ。
　ながはまコホートは、最先端の医学研究と地域住民の健康づくりを目標に、京都大学医学研究科
と滋賀県長浜市とが連携して実施する「０次予防健康づくり推進事業」の一環として行うものであ
り、市民１万余名を対象としている。当該コホートでは５年を１事業期と定め、 年からのベー
スライン調査で１万人をリクルートし、続く 年からのフォローアップ調査で、同じ１万人の再
調査を行った。本事業では、 年からスタートした第３期事業（２回目のフォローアップ調査）
に参加する。
　具体的には、この授業は特定健診を兼ねた現地調査（０次健診）への参加と、その前後の研修で
構成される。前者については、実際に０次健診に参加し、生活習慣や病歴等に関する質問調査や各
種生理学的検査を通して、フィールドでのデータ収集の実際を学ぶ。併せて、地域保健の現状や問
題点について、最前線で取り組んでいる自治体の担当保健師から実情を学ぶ。０次健診を始め、事
業の全ては市民団体の多大なる支援を受けて実施しており、健康づくりに関する一連の市民活動に
ついても学ぶことで、市民の視点に立った地域保健についても学習する。 年度の０次健診は、
９～２月にかけて 日程度予定されており、履修者には５～６日間程度の参加が要件となる。
　ながはまコホートは、医学研究科が総力を挙げて取り組むコホート研究であり、本専攻において
も、社会健康医学の基盤であるフィールド研究を実際に学ぶ場として、大学院生に履修を強く推奨
している。

到達目標
・地域における疫学研究の実際を学ぶ。
・地方自治体が行っている地域保健について学ぶ。
・地域の関係者（研究協力者、自治体、市民団体）とのコミュニケーションを通して、信頼できる
情報を得るための方法、個人情報保護、長期にわたる信頼関係の在り方を学ぶ。

授業計画と内容
第 回 月第１週 オリエンテーション
第 回 別途指定 フィールドワーク作業の説明
第 回 各自指定 フィールドワーク（０次健診への参加）
第 回 別途指定 総括・ディスカッション

フィールドワーク へ続く↓↓↓
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フィールドワーク

履修要件
一般市民を対象とした調査研究に参加するため、日本語でのコミュニケーションが可能であること

成績評価の方法・観点
講義、実習への積極的な参加（ ）およびレポート（ ）

教科書
使用しない
なし

参考書等
（参考書）
なし

授業外学修（予習・復習）等
フィールド（滋賀県長浜市）で実際の健診活動に携わることを中心とする。予習は特に必要ないが、
実習に基づくレポートを復習と位置付ける。

（その他（オフィスアワー等））
・第 回、第 回は必ず出席してください。 欠席の場合は要事前連絡）
・ 次健診への参加日は、各自のスケジュールを調整のうえ個別に指定します。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可若干名（希望者は事前に連絡してください）
総合生存学館の学生の受講可否：可若干名（希望者は事前に連絡してください）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

社会健康医学課外実習 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 集中講義
授業
形態 実習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要
・就業体験を通じて、学んだ専門知識等を活かし、応用力を高める。
・キャリアデザインの具体化につなげる機会とする。
・所属分野の指導教員と、場合によっては、加えて他分野の主担当教員とも、十分に相談の上、履
修届を出してください。
（計画未確定のままに急いで、学年初め・学期初めに履修届を出す必要はありません。）

学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・社会の現場で必要な技能の向上を図る。
・大学院で得た知識・技能を、いかにして実務に役立たせるかを確認する。
・志望する就業の現場での雰囲気や必要な技能を知る。
・実務を通じて、社会貢献をする。

教育・学習方法
・就業体験を通じて、学んだ専門知識等を活かし、応用力を高める。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・社会の現場で必要な技能の向上を図る。
・大学院で得た知識・技能を、いかにして実務に役立たせるかを確認する。
・志望する就業の現場での雰囲気や必要な技能を知る。
・実務を通じて、社会貢献をする。

授業計画と内容
所属分野の指導教員等と、十分に相談の上、インターンシップの計画を立ててください。

履修要件
での履修登録はできません。履修する場合は、窓口に申し出てください。

社会健康医学課外実習 へ続く↓↓↓

社会健康医学課外実習

成績評価の方法・観点
・終了後速やかに報告書・レポート（報告書の様式は教務掛を通じて入手すること）を作成し、か
つ、インターン先の責任者と指導教員の確認を得ること。
・合否のみ、判定する。

教科書
・諸々の学習資源は、就業体験を通じて得られる。

参考書等
（参考書）
・諸々の学習資源は、就業体験を通じて得られる。

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める

（その他（オフィスアワー等））
その他メッセージ
・他の履修科目の日程と重複しないように計画してください。重複した場合、インターンシップを
優先するわけではありません。必要な際は、該当する科目責任者に相談してください。
・履修登録（単位取得）せずに、インターンシップを行ってもかまいません。
・実質的な業務が計 時間以上で 単位。　計 時間以上で 単位とします。
・上記の時間の目安と、就業体験の内容と質を、主担当教員（指導教員等）が評価し、合否と単位
数（ 単位か 単位）を判定します。
・報告書の様式（教務掛で受取ること）を主担当教員（指導教員等）に提出し、履修届けを同時に
行ってください。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療経営特別カリキュラム　Ⅰ 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 集中講義
授業
形態 実習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
急速に変遷する医療制度の中で経営環境は困難化し、経営の力の差がますます大きくものを言う今
日、医療の質・安全性を高めながら堅実に経営を向上させることのできる専門性高く実力のある医
療経営者が強く求められている。
当コースは、『医療経営ヤングリーダー・プログラム』（１学年約２名まで）に限定した科目であ
り、その院生には必修である。当コースは、社会健康医学系専攻修士課程専門職大学院の一環とし
て提供され、同様の要件を満たさねばならない。面接、審査の上、若手医師ならびに経営の素養の
ある若手を対象に開講する。
座学にとどまらず、例えば、プロジェクト形式で、経営実例に直結する調査、分析、活動などを進
める。自らの情報収集、分析、環境適応、創造の能力をたかめるべく訓練を行う。

到達目標
現実の医療経営に大いに貢献できる人材の基盤作りを行い、医療機関の将来の経営幹部、そして我
が国の医療経営界において将来に主導的役割を担いうる人材の養成をめざす。

授業計画と内容
当コースは高度専門職である経営幹部候補生およびこの領域の将来のリーダーを育成するためのプ
ログラムである。

財務、会計、経営分析、市場分析、組織論・組織行動、組織文化の把握、質保証・業務改善、情報
システム、法と倫理、関連ビジネス、政策・制度などについて学び、経営実力者の人格と出会い、
現場に身を置いて、インターンシップ、実習、演習、調査等を行う。既存の教材や教育方法を学び
ながら、新たな教材や教育方法の創造に参加する。

例えば、プロジェクト形式で以下のようなことも行う。
○病院経営の実態に関する調査の実施と分析、改善策の立案
○経営の取材、関係情報収集の実務
○経営事例研究
○診療圏・潜在市場に関するデータ収集と分析
○診療情報、診療報酬、医療費・原価に関する分析
○経営関連指標の多施設間比較
○病院経営の支援ニーズの把握と実現
○プロジェクトのマネジメント、など。

医療経営特別カリキュラム　Ⅰ へ続く↓↓↓
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医療経営特別カリキュラム　Ⅰ

これらを通じて、現実の医療経営に大いに貢献できる人材の基盤作りを行い、医療機関の将来の経
営幹部、そして我が国の医療経営界において、将来に主導的役割を担いうる人材の養成をめざす。

プロジェクト遂行型学習、問題解決型実習、小グループ演習

教室：医療経済学教室ほか

履修要件
医療経営ヤングリーダー・プログラム限定必修

成績評価の方法・観点
１）プロジェクト成果、研究成果
２）コースワークへのコミットメント

教科書
資料は適宜配布する。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
授業中に指示する場合があるが、自発的かつ積極的な取り組みを期待する。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　否

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療経営特別カリキュラム　Ⅱ 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期集中曜時限 集中講義
授業
形態 実習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
急速に変遷する医療制度の中で経営環境は困難化し、経営の力の差がますます大きくものを言う今
日、医療の質・安全性を高めながら堅実に経営を向上させることのできる専門性高く実力のある医
療経営者が強く求められている。
当コースは、『医療経営ヤングリーダー・プログラム』（１学年約２名まで）に限定した科目であ
り、その院生には必修である。当コースは、社会健康医学系専攻修士課程専門職大学院の一環とし
て提供され、同様の要件を満たさねばならない。面接、審査の上、若手医師ならびに経営の素養の
ある若手を対象に開講する。
座学にとどまらず、例えば、プロジェクト形式で、経営実例に直結する調査、分析、活動などを進
める。自らの情報収集、分析、環境適応、創造の能力をたかめるべく訓練を行う。

到達目標
現実の医療経営に大いに貢献できる人材の基盤作りを行い、医療機関の将来の経営幹部、そして我
が国の医療経営界において将来に主導的役割を担いうる人材の養成をめざす。

授業計画と内容
当コースは高度専門職である経営幹部候補生およびこの領域の将来のリーダーを育成するためのプ
ログラムである。

財務、会計、経営分析、市場分析、組織論・組織行動、組織文化の把握、質保証・業務改善、情報
システム、法と倫理、関連ビジネス、政策・制度などについて学び、経営実力者の人格と出会い、
現場に身を置いて、インターンシップ、実習、演習、調査等を行う。既存の教材や教育方法を学び
ながら、新たな教材や教育方法の創造に参加する。

例えば、プロジェクト形式で以下のようなことも行う。
○病院経営の実態に関する調査の実施と分析、改善策の立案
○経営の取材、関係情報収集の実務
○経営事例研究
○診療圏・潜在市場に関するデータ収集と分析
○診療情報、診療報酬、医療費・原価に関する分析
○経営関連指標の多施設間比較
○病院経営の支援ニーズの把握と実現
○プロジェクトのマネジメント、など。

これらを通じて、現実の医療経営に大いに貢献できる人材の基盤作りを行い、医療機関の将来の経

医療経営特別カリキュラム　Ⅱ へ続く↓↓↓
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営幹部、そして我が国の医療経営界において、将来に主導的役割を担いうる人材の養成をめざす。

プロジェクト遂行型学習、問題解決型実習、小グループ演習

教室：医療経済学教室ほか

履修要件
医療経営ヤングリーダー・プログラム限定必修

成績評価の方法・観点
１）プロジェクト成果、研究成果
２）コースワークへのコミットメント

教科書
資料は適宜配布する。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
授業中に指示する場合があるが、自発的かつ積極的な取り組みを期待する。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　否

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療経営ケーススタディ 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 集中講義
授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
急速に変遷する医療制度の中で経営環境は困難化し、経営の力の差がますます大きくものを言う今
日、医療の質・安全性を高めながら堅実に経営を向上させることのできる専門性高く実力のある医
療経営者が強く求められている。

当コースは、社会健康医学系専攻修士課程専門職大学院の一環として提供される中において『医療
経営ヤングリーダー・プログラム』に限定した科目であり、そのプログラム上、必修である。面接、
審査の上、経営の素養のある人材を対象に開講する。

ケーススタディに加えて、プロジェクト形式で、経営実例に直結する調査、分析、活動などを進め
る。これらを通じて、自らの情報収集、分析、妥当な計画立案、環境適応、創造の能力、行動力を
高めるべく訓練を行う。

到達目標
現実の医療経営に大いに貢献できる人材の基盤作りを行い、医療機関の将来の経営幹部、そして我
が国の医療経営界において将来に主導的役割を担いうる人材の養成をめざす。

授業計画と内容
『医療経営ヤングリーダー・コース』は高度専門職である医療経営幹部候補生およびこの領域の将
来のリーダーを育成するためのプログラムであり、財務、会計、経営分析、市場分析、組織論・組
織行動、組織文化の把握、質保証・業務改善、情報システム、法と倫理、関連ビジネス、政策・制
度などについて学び、新たな教材や教育方法の創造にも参加し、経営実力者の人格と出会い、現場
に身を置いて演習、調査、ケーススタディ等を行う。

当ケーススタディ・コースでは、以下の課題（例）を扱う。
○診療圏分析と病院機能の設計
○新病院組織の立ち上げ
○病院の建替えと健全財務
○資金調達
○人事制度改革
○経営戦略立案
○原価計算の導入と活用
○ＢＳＣの導入
○電子カルテ導入と業務プロセスの見直し・改善
○組織変革のリーダーシップ
○地域レベル医療経営の見直しと改革

医療経営ケーススタディ へ続く↓↓↓
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究計画法　Ｉ 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 川上　浩司
教授医学研究科 中山　健夫
准教授医学研究科 高橋　由光
教授環境安全保健機構 石見　拓
助教環境安全保健機構 岡林　里枝
助教環境安全保健機構 松崎　慶一
教授医学研究科 今中　雄一
教授医学研究科 古川　壽亮
特定講師医学研究科 小川　雄右
准教授医学研究科 渡辺　範雄
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 竹内　正人
助教環境安全保健機構 小林　大介
准教授医学研究科 山本　洋介
准教授環境安全保健機構 阪上　優

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 月 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
（本講義の通称：プロマネ ）
１．講義
・ 修了者が行ってきた臨床研究を素材として、
①プロトコール作成と研究の運営において必要な手法を学ぶ。
②臨床研究プロトコールを作成および実施・運営する上で必要な実践的知識・技能を学ぶ。
③臨床研究を実際に運営する際に必要な研究マネジメント方略に関する知識・技能を習得する。
２．プロトコール発表検討会
・ 担当教員と 専科生および受講生全員が、毎回参加することを原則とする。
・個々の院生が、自身のリサーチ・クエスチョン（ ）にもとづいた研究計画を発表し、院生や
教員による形成的な検討、評価、フィードバックを通じて質の高い研究プロトコールを作成にむけ
て学習する。
・院生は の背景や意義の説明を中心に発表する。スライドは英語で作成し、発表は日本語を可
とする。ディスカッションは日本語とする。

到達目標
・研究の目的に適合した臨床研究プロトコールを指導者からの助言を得て作成できる。
・研究の目的に適合した研究のマネジメントの具体的方略を指導者からの助言を得て考案できる。
・研究の方法や場に応じた研究運営上の留意点を指導者からの助言を得て認識できる。

授業計画と内容
第 回 月 日オリエンテーション（川上教授・全担当教員）
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会

臨床研究計画法　Ｉ へ続く↓↓↓

臨床研究計画法　Ｉ

第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会 予備日 　　　

履修要件
限定必修科目

成績評価の方法・観点
・講義への積極的な参加（ ％）
・プロトコル発表（ ％）　　　　

教科書
使用しない
オリエンテーション時、および演習時に必要文献を適宜指示する。

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
教育・学習方法
・課題作業（プロトコール作成を含む）
・学生によるプロトコール発表・出席者全員による検討。

（その他（オフィスアワー等））
専科生が研究課題発表会においてプロトコールの発表を行う場合には、研究課題レポートに加えて
フルプロトコールの提出が必要である。フルプロトコールは、倫理委員会に提出できるレベルのも
のとし、より詳細な記載（実施手順等）、調査票や説明書・同意書等の添付を要する。提出期限は
月上旬を予定。電子ファイルにより 事務局に送付する（詳細は追って指示する）。なお、課
題研究発表会において解析結果まで発表する場合には、フルプロトコールの提出は不要。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究計画法演習　Ｉ 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 山本　洋介
特定講師医学研究科 小川　雄右
特定助教医学研究科 関　知嗣

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 木 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
（本講義の通称：プレプロマネ ）
◆プロトコール発表検討会
・ 専科生および受講生全員が、毎回参加することを原則とする。
・個々の院生が、自身のリサーチ・クエスチョン（ ）にもとづいた研究計画を発表し、院生相
互の意見交換を通じて質の高い研究プロトコールを作成にむけて学習する。
・院生は の背景や意義の説明を中心に発表する。

到達目標
・研究の目的に適合した臨床研究プロトコールを指導者からの助言を得て作成できる。
・研究の目的に適合した研究のマネジメントの具体的方略を指導者からの助言を得て考案できる。
・研究の方法や場に応じた研究運営上の留意点を指導者からの助言を得て認識できる。

授業計画と内容
第 回 月 日オリエンテーション
第 回 月 日予備日
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日予備日

履修要件
限定必修科目

成績評価の方法・観点
・講義への積極的な参加（ ％）

教科書
使用しない
オリエンテーション時、および演習時に必要文献を適宜指示する。

臨床研究計画法演習　Ｉ へ続く↓↓↓

臨床研究計画法演習　Ｉ

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
教育・学習方法
・課題作業（プロトコール作成を含む）
・学生によるプロトコール発表・出席者全員による検討。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

医療技術の経済評価（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 今中　雄一
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 國澤　進
特定講師医学研究科 大坪　徹也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・医療技術における経済評価を支える理論・フレームワークについての講義を行い、医療技術・医
薬品等の経済性評価のための主な研究手法を学習します。
・医療技術の経済評価は、通常、現実的な制約の中で評価をすることになりますが、その際の研究
のあり方についても学習します。
・医療技術・医薬品等、臨床的な事例・テーマを中心に検討を行います。

到達目標
・医療技術における経済評価を支える理論・フレームワークや研究方法等について、重要事項を説
明できる。
・医療技術の経済評価研究に関するバイアスについて理解している。
・治療技術・薬剤・医療材料などに関する経済分析に用いられる主な研究手法として、費用分析・
費用効果分析・費用効用分析・費用便益分析の違いやそれぞれの適応、費用算定・アウトカム測定
・時間の概念・割引率・感度分析、増分費用効果比といった中心的な概念を理解して説明でき、分
析結果の適切な解釈ができる。
・上記を踏まえてこの領域の研究文献を批判的にレビューし、その意義を説明できる。研究プロト
コールの作成や研究実施時に、習得した知識・技術を活用できる。

授業計画と内容
第 回　 月 日　医療技術の経済性評価（１）
第 回　 月 日　医療技術の経済性評価（２）
第 回　 月 日　医療経済評価研究の評価法
第 回　 月 日　経済評価のモデリング
第 回　 月 日　費用効果効用分析の方法論１
第 回　 月 日　費用効果効用分析の方法論２
第 回　 月 日　医療技術の経済評価：論文レビュー＆討議１
第 回　 月 日　医療技術の経済評価：論文レビュー＆討議２
＊初回に予定を説明します。

履修要件
限定必修

原則、出席 ％以上を前提とする

医療技術の経済評価（ 限定） へ続く↓↓↓

医療技術の経済評価（ 限定）

成績評価の方法・観点
講義・討論・グループワーク・発表におけるコミットメント（配分 ％）、課題レポート・期末な
どのレポート（配分 ％）により、総合的に評価する。

教科書
適宜、資料を講義にて配布する

参考書等
（参考書）
・

・

・医療制度・医療政策・医療経済（丸善出版 ）
・ （ ）
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

授業外学修（予習・復習）等
予習・復習は必要

（その他（オフィスアワー等））
・経済学の学習経験は問いません。
・当分野では医療の経済性、質・安全・原価の実証研究政策研究、医療の政策や経営に深く関わり
たい人を募っています。（医療経済学分野： ）

注 医療のプロセス、アウトカム等の質指標、診療のばらつき、医療の質の評価・改善、医療機能
評価、医療の質・安全に係わる制度・政策については、水曜 限「医療の質評価」 前期後半 （１単
位） 推奨選択・コア選択必修 を選択してください。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究計画法　ＩＩ 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 川上　浩司
教授医学研究科 中山　健夫
准教授医学研究科 高橋　由光
教授環境安全保健機構 石見　拓
助教環境安全保健機構 岡林　里枝
助教環境安全保健機構 松崎　慶一
教授医学研究科 今中　雄一
教授医学研究科 古川　壽亮
特定講師医学研究科 小川　雄右
准教授医学研究科 渡辺　範雄
特定准教授医学研究科 佐々木　典子
准教授医学研究科 竹内　正人
助教環境安全保健機構 小林　大介
准教授医学研究科 山本　洋介
准教授環境安全保健機構 阪上　優

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 月 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
（本講義の通称：プロマネ ）
１．講義
・ 修了者が行ってきた臨床研究を素材として、
①プロトコール作成と研究の運営において必要な手法を学ぶ。
②臨床研究プロトコールを作成および実施・運営する上で必要な実践的知識・技能を学ぶ。
③臨床研究を実際に運営する際に必要な研究マネジメント方略に関する知識・技能を習得する。
２．プロトコール発表検討会
・ 担当教員と 専科生および受講生全員が、毎回参加することを原則とする。
・個々の院生が、自身のリサーチ・クエスチョン（ ）にもとづいた研究計画を発表し、院生や
教員による形成的な検討、評価、フィードバックを通じて質の高い研究プロトコールを作成にむけ
て学習する。
・院生は英語でスライドを作成し、英語で発表する。ディスカッションは英語および日本語で行う。

到達目標
・研究の目的に適合した臨床研究プロトコールを作成できる。
・研究の目的に適合した研究のマネジメントの具体的方略を考案できる。
・研究の方法や場に応じた研究運営上の留意点を認識できる。

授業計画と内容
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会

臨床研究計画法　ＩＩ へ続く↓↓↓

臨床研究計画法　ＩＩ

第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会　　　　　
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会

履修要件
限定必修科目

成績評価の方法・観点
・講義への積極的な参加（ ％）
・プロトコル発表（ ％）　　　　

教科書
使用しない
臨床研究計画法 のオリエンテーション時、および、演習時に必要文献を適宜指示する。

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
教育・学習方法
・課題作業（プロトコール作成を含む）
・学生によるプロトコール発表・出席者全員による検討。

（その他（オフィスアワー等））
専科生が研究課題発表会においてプロトコールの発表を行う場合には、研究課題レポートに加えて
フルプロトコールの提出が必要である。フルプロトコールは、倫理委員会に提出できるレベルのも
のとし、より詳細な記載（実施手順等）、調査票や説明書・同意書等の添付を要する。提出期限は
月上旬を予定。電子ファイルにより 事務局に送付する（詳細は追って指示する）。なお、課
題研究発表会において解析結果まで発表する場合には、フルプロトコールの提出は不要。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究計画法演習　ＩＩ 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 山本　洋介
特定講師医学研究科 小川　雄右
特定助教医学研究科 関　知嗣

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 月 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
（本講義の通称：プレプロマネ ）
◆プロトコール発表検討会
・ 専科生および受講生全員が、毎回参加することを原則とする。
・個々の院生が、自身のリサーチ・クエスチョン（ ）にもとづいた研究計画を発表し、院生相
互の意見交換を通じて質の高い研究プロトコールを作成にむけて学習する。
・院生は、研究実施に際しての問題点を明らかにする。結果が出ている場合は結果の解釈を明らか
にする。

到達目標
・研究の目的に適合した臨床研究プロトコールを作成できる。
・研究の目的に適合した研究のマネジメントの具体的方略を考案できる。
・研究の方法や場に応じた研究運営上の留意点を認識できる。

授業計画と内容
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日プロトコール発表検討会
第 回 月 日予備日
第 回 月 日予備日

履修要件
限定選択科目

成績評価の方法・観点
・講義への積極的な参加（ ％）

臨床研究計画法演習　ＩＩ へ続く↓↓↓

臨床研究計画法演習　ＩＩ

教科書
使用しない
臨床研究計画法演習 のオリエンテーション時、および、演習時に必要文献を適宜指示する。

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
教育・学習方法
・課題作業（プロトコール作成を含む）
・学生によるプロトコール発表・出席者全員による検討。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

ＥＢＭ・診療ガイドライン特論（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
非常勤講師 宮崎　貴久子

大津地方裁判所　民事部総括判事 西岡　繁靖

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 金 授業
形態 特論 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・臨床医療の基盤となりつつある （根拠に基づく診療）と、 を用いた診療ガイドライン
の歴史、国内外の動向と展望を学びます。
・実習を通して、近年大きく進歩しつつある診療ガイドラインの評価・作成の方法の実際を経験し
ます。
・患者・家族とのコミュニケーション、法的な意味合い、医療資源の配置など社会的な視点から診
療ガイドラインの可能性と課題を考えます。

教育・学習方法
・パワーポイントスライドによる講義と実習
・一部グループワークあり

到達目標
・ と診療ガイドラインの関係を説明できる。
・ を用いた診療ガイドラインの作成・評価の概要を理解し、実施できる。
・社会的な視点から診療ガイドラインの可能性と課題を説明できる。

授業計画と内容
※変更の可能性があるので開講日に確認して下さい）
第 回 月 日 と診療ガイドライン（中山）
第 回 月 日診療ガイドラインの評価（中山）
第 回 月 日診療ガイドラインの作成（中山）
第 回 月 日診療ガイドラインの法的位置づけ（西岡）
第 回 月 日診療ガイドラインから へ（中山）
第 回 月 日 によるエビデンス創出から診療ガイドラインへの提案：緩和医療における取組
（宮崎）
第 回 月 日診療ガイドラインと患者の視点： へ（中山）
第 回 月 日総合討論（中山）

※「健康情報学 」の講義と重ならないように開講します。

履修要件
コースの履修生と受講生に限定（ 限定）

ＥＢＭ・診療ガイドライン特論（ 限定） へ続く↓↓↓

ＥＢＭ・診療ガイドライン特論（ 限定）

成績評価の方法・観点
毎回の小レポート提出 ％

教科書
講義資料は配布

参考書等
（参考書）
中山健夫，津谷喜一郎編著『臨床研究と疫学研究のための国際ルール集』（ライフサイエンス出版）

『 診療ガイドライン作成の手引き 年版』（医学書院）

授業外学修（予習・復習）等
予習より復習に十分時間を取ること。

（その他（オフィスアワー等））
受講生には診療ガイドラインを適切に利用するだけでなく、近い将来、各領域の診療ガイドライン
を作る立場になって頂くことを期待しています。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　否

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究データ管理学（ ・統計家限定） 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 竹内　正人

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期前半曜時限 木 授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
臨床研究に必要なデータ管理に関して、実例を用いて講義および演習を行う。 および臨床統計
家育成コース限定。。

到達目標
臨床研究で必要なデータ管理の方法を取得し、自らの研究に活かすことができる。

授業計画と内容
第一回：データ管理概論（竹内）
第二回：データ項目の決定（竹内）
第三回：データ管理と統計（竹内）
第四回：症例報告書のデザイン（竹内）
第五回：データクリーニング（竹内）
第六回：症例報告書のデザイン実習（竹内）
第七回：症例報告書のデザイン実習（竹内）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
平常点（ ％）、レポート（ ％）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
課題研究でデータを扱う際に復習すること。。
（その他（オフィスアワー等））
実習で をインストールしたノートパソコンを使用する場合があるため、持参すること。また、
本年度は臨床統計家育生コース初年度でもあり、上記授業予定は受講生の理解度・興味により若干
の変更を伴う場合もある。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング
授業科目名
　 英訳

臨床研究特論（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授環境安全保健機構 石見　拓

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 月 授業
形態

使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
・臨床研究計画法 ・ で履修した研究方法について掘り下げる。
・学生から質問を提示し、教員と参加学生で検討する。
・教員から研究方法上の問題点を提示し、学生が検討する。

到達目標
・各種研究方法について、その具体化、実践と結果の活用などについて具体的な研究事例に照らし
て深く理解する。
・仮説形成、研究計画立案のプロセスを理解し、自身の研究計画に反映できるようになる。
・研究費の獲得方法の具体例を知り、自身の研究推進に生かす。
・論文作成・査読への対応の具体例を知り、自身の研究に反映する。
・研究チームの構築、研究成果のフィードバック、社会還元の実際を知り、自身の研究活動に反映
することができるようになる。

授業計画と内容
・仮説形成、研究計画立案のプロセス
・研究費の獲得方法の具体例
・査読への対応方法
・研究チームの作り方、フィードバックの仕方
・研究成果の社会還元

履修要件
限定（選択）

成績評価の方法・観点
意見発表の積極性、説明の明快さ

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
川村　孝『臨床研究の教科書』（医学書院）
川村　孝『エビデンスをつくる：陥りやすい臨床研究のピットフォール』（医学書院）

授業外学修（予習・復習）等
自らの研究に反映し、同僚の研究を支援する
（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

系統的レビュー（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 渡辺　範雄

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 月 ・ 　開講日注意 授業形態 講義 使用
言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
コースの概要　

夏期・冬期休暇をまたぐ全 コマの講義と演習により、各参加者が興味を持つテーマについて系統
的レビューのプロトコル 研究計画書 を英文で完成する。原則、 コマは隔週の コマずつで進行し、
講義と講義のあいだに自らプロトコルを洗練させるための自習時間がかなり必要になるので注意さ
れたい。
＊ 限定推奨なので、実際にこのカリキュラムで系統的レビューのプロトコルを完成させたい人
がぜひ選択していただきたい。
＊教員が添削するのにかなりのエフォートを要するため、一定の人数以上の応募があった場合、英
語で受講希望理由・計画中の検討テーマに関するエッセイを提出してもらいます。そこで一定人数
を選考し、もれた人は聴講のみ 宿題添削、発表、評価なし 可とします。

教育・学習方法
講義は以下の手順で進行します。
１．受講者は下記 を分担して通読し、分担箇所のサマリーを講義でプレゼンする
２．自分のプロトコルについて、プレゼンの該当部分に応じてを各講義後に宿題として追記する。
３．これに対しピアおよび渡辺からコメントをもらい、次回の宿題時に改訂する。
４．つまり、各講義後の宿題時には、追記と改訂の両作業を行う。これにより、プロトコルを洗練
させていく。
自習にかなりの時間がかかると思われるので、授業は原則隔週で行う（開講日注意）。

到達目標
○各参加者が興味を持つ臨床疑問を洗練した上で、それについてコクランレビューレベルの英文プ
ロトコルを完成させる
○コクランの該当グループにタイトル登録したうえで、プロトコル・レビューを出版し、コクラン
ライブラリーに収載されることを目指す、または登録をせずに雑誌投稿を目指す希望者には、最終
的に系統的レビューを完成させるまで本講義終了後も指導します

授業計画と内容
月 日 イントロダクション
月 日
月 日

（夏休みにコクランレビューグループへの連絡・タイトル登録開始を目標とする）
月 日
月 日
月 日
月 日
月 日 まとめ
月 日 発表

系統的レビュー（ 限定） へ続く↓↓↓

系統的レビュー（ 限定）

月 日発表
予備日 月 日

履修要件
本科目は６月からのため、４～６月の医療統計学や疫学の履修を推奨。

限定推奨

成績評価の方法・観点
完成論文の に相当する系統的レビューの研究計画書を提出。その評価が全て
です。

教科書
他『 』（ ）（

年 月新版発行。この に則って指導する。）
必須ソフトウェア：

（必須。このソフトウェアを使ってプロトコルを書き、
最終的にメタアナリシスする。フリーウェア）

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
コクランレビューとしてコクランに登録するのは年々難しくなっています。一回は試みましょう。
だめな場合、原著医学雑誌への投稿もオプションとして考えます。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：不可
※オフィスアワー実施の有無は、 で確認してください。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

データ解析法特論（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 准教授医学研究科 山本　洋介

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期後半曜時限 月 授業
形態 特論 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
・この講義では、統計解析ソフトウェア を用いて臨床研究のデータ解析を行う。
・実習の教材として用いる臨床研究データは、臨床研究の実例のデータを可能な限り用いる。
・学習の習熟度の確認のために、学習課題を課している。
・開講期間中は講習会コードを提供し、無償で の試用が可能である（ただし開講期間終了後も
継続して使用を希望する場合には各自購入する必要あり）

到達目標
・統計解析ソフトを用いて基礎的な臨床研究データの解析ができる。
・解析ソフトの出力結果を正確に解釈することができる。

授業計画と内容
第 回 月 日統計ソフトの基本的な使い方
第 回 月 日連続変数の検定と推定
第 回 月 日カテゴリ変数の検定と推定
第 回 月 日相関と回帰
第 回 月 日重回帰分析
第 回 月 日ロジスティック回帰分析
第 回 月 日生存時間解析
第 回 月 日サンプルサイズの推定・その他の解析

履修要件
を用いて解析する予定のある人の履修をおすすめします。

成績評価の方法・観点
・講義への積極的な参加（ ）
・課題に対するレポート（ ）

教科書
使用しない
基本的な学習資源はプリントにて配布。

データ解析法特論（ 限定） へ続く↓↓↓

データ解析法特論（ 限定）

参考書等
（参考書）
東　尚弘、中村文明、林野泰明、杉岡　隆、山本洋介『臨床研究のための マニュアル』（健康
医療評価研究機構（ ））

授業外学修（予習・復習）等
・予習：不要
・復習：次回講義までに当該回の復習を行うこと。課題がある場合には次回講義までにレポートを
提出すること。

（その他（オフィスアワー等））
面談希望はまずメールでご連絡下さい。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

基礎人類遺伝学演習（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 木６ 授業
形態 演習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】
授業日時：後期木曜 限（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室
レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）・川崎秀徳

【コースの概要】
遺伝カウンセラーとしての基礎知識となる遺伝子・染色体の分析について，演習を通じで体験する
ことにより，具体的に理解することを目的とする．家系図作成，遺伝形式の推定，遺伝的リスクの
推定などについて，演習を行うほか，臨床の現場で行われる画像診断，医学的フォローの実践につ
いても学ぶ。

到達目標
・家系図作成，遺伝形式推定，再発確率計算を正確に行うことができる
・遺伝学的検査の方法について具体的に理解し，正確に説明することができる

授業計画と内容
【第 回】 月 日水曜 限＜澤井＞「骨系統疾患とレントゲンエコー検査」胎児の先天異常で頻度
の高い骨系統疾患について概説し、その診断のために必要なレントゲン読影の知識を習得する。
【第 回】 月 日＊＜小杉１＞「研究紹介」
【第 回】 月 日＜山田１＞「胎児超音波検査」妊娠初期～中期にかけての超音波検査，特に染色
体異常と関係するソフトマーカーについて理解する。妊娠後期に施行される超音波検査とその意義
について理解する
【第 回】 月 日＜和田１＞「家系図作成演習」標準的家系図記載法を学び、遺伝形式および遺
伝的リスクの推定する演習．
【第 回】 月 日＜川崎１＞「診療録からの情報収集・医療情報の収集」診療録からの情報収集
のコツを学ぶ。一般的な医療情報の収集に関して整理する。
【第 回】 月 日＜和田２＞「分子遺伝学的解析を学ぶ」英語文献の症例報告から、分子遺伝学的
解析の方法とその解釈を学ぶ
【第 回】 月 日＜山田２＞「放射線・環境因子・感染症の胎児への影響」先天異常の原因にお
いて５％程度を占める環境因子について理解する。
【第８回】 月 日＜和田３＞「染色体検査結果の解釈 」染色体検査の適応，検査法ならびに核
型解析．染色体検査結果の解釈を学ぶ．
【第 回】 月 日＜山田３＞「流産絨毛検査」妊娠初期の流産では半数以上で染色体異常が生じて
いる。流産患者における検査の意義について理解する
【第 回】 月 日＜和田４＞「染色体検査結果の解釈 」染色体検査以外の細胞遺伝学的検査法
（特に アレイ）を学ぶ
【第 回】 月 日＜山田４＞「羊水染色体検査」羊水染色体検査の実施方法を理解し，その検査
に当たっての適切な説明について検討する。
【第 回】 月 日＜山田５＞「バリアントの評価」検出されたバリアントの評価を行い，その解

基礎人類遺伝学演習（ 限定） へ続く↓↓↓

基礎人類遺伝学演習（ 限定）

釈を学ぶ
【第 回】 月 日＜和田５＞「バリアントの評価」遺伝性疾患が疑われる症例の診断方法とその結
果を検討する。
【第 回】 月 日＜小杉３＞「個人面談」
【第 回】 月 日＜川崎２＞「診療録・医療文書の書き方」医学情報を書く際のコツを学ぶ。
＊開始時間遅延の可能性あり

履修要件
遺伝カウンセラーコース 回生限定必修科目（事前確定科目）

成績評価の方法・観点
積極的な演習への参加，レポート，発表，出席等を総合的に評価する

教科書
ハンドアウトを配布

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床遺伝学演習（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 水５・６：開講日注意 授業形態 演習 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】別称：「遺伝カウンセリングロールプレイ演習」
授業日時：後期水曜 限（隔週を原則とする。例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室、レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）・川崎秀徳・村上裕美、鳥嶋
雅子（遺伝子診療部認定遺伝カウンセラー）・秋山奈々・本田明夏・稲葉慧・松川愛未・吉田晶子
・岡田千穂・佐藤智佳
：模擬患者ボランティア（ 院生など）

【コースの概要】・演習開始１月前には、オリエンテーションを行い、クライントの人数・性別を
決めるが、その後の変更はしない。
・最初の クールはクライアントは可能であれば 人とする（設定が複雑にならないようにするため）
（ただし、ダウン症などは夫婦が原則であり 人クライアント設定は不適切）
・クライアント役を 院生に呼びかけてリクルートする（性別は役と一致させる）。一部を 院
生が担当するかは未定
・遺伝カウンセリング担当者が類似疾患にかぶらないようにする（家族性腫瘍、神経筋疾患、周産
期関連）・メンター役のクライアント調整役のほう（遺伝カウンセリング担当者担当メンターより
も）が寄与度が高いので、優先して決める（一人に偏らないように）
・基本シナリオは担当教員が最低 週間前に関係者全員に通知する（ロールプレイのねらいを必ず
明示すること）。２場面を設定する。実際の遺伝カウンセリングは、臨床遺伝専門医と認定遺伝カ
ウンセラーで役割分担しながら、チーム医療として行うが、ロールプレイの特性として一人で実施
する必要があるため、遺伝学的検査の結果開示など、臨床遺伝専門医が実際には主に行っているこ
とについても、「遺伝カウンセリング担当者」としてロールプレイでは行う。これは遺伝カウンセ
ラーとして貴重な経験になるだけでなく、臨床遺伝専門医の立場を理解するのにも役立つ。また、
頻度の高い疾患については認定遺伝カウンセラーとして十分な知識を有しておくことは、クライア
ントから再度質問された場合などにも対応できる力となる。
・１週間前まで（期限厳守）にクライアント調整役の院生は、 メンター及び担当教員と相談の
上で基本シナリオから詳細設定をし、クライアント役とメール等で打合せしておく。
・検討過程で基本シナリオに変更がある場合は、関係者全員に事前に必ずしらせる。
・詳細シナリオは家系図を入れて４ページ以内とする。
・遺伝カウンセリング担当者・担当メンター・担当教員での事前打合せも実施する
・当日、 にクライアント役、担当教員、クライアント調整役院生が副室で内容確認を行
う。
・当日、 に遺伝カウンセリング担当者の院生が教員や上級生、 メンターと疾患説明の
確認、遺伝カウンセリング場所の整備などを行う。
・ 従前行っていた皆の前での疾患説明は行わないが、遺伝カウンセリングで使用する資料は
配布資料とすること。クライアント調整役が基本シナリオ設定等の説明を手短に行う。
・ の予定でロールプレイを２場面行う。（例：場面１ 分 ＋フィードバック 分 ＋休
憩 分 ＋場面２ 分 ＋フィードバック 分 分）
・フィードバックは、遺伝カウンセリング担当者、クライアント役、 オブザーバ、その他のオ
ブザーバ、教員の順に行う。できるだけ全員に意見を求める 場面１と２いずれかで全員に発言し
てもらう 。重複コメントはあえて避ける必要ない。その際の進め方は、統一せず、指導教員の方
針に従う。フィードバック方法の多様性も重要である）
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臨床遺伝学演習（ 限定）

・ でクライアント役、 メンター、での情報交換
・ 授業終了後、メンターと院生 全員、担当教員でのフィードバック

到達目標
遺伝カウンセラーとしての実践的な技術を身に付け、現場での実践的な対応能力を獲得する。臨床
遺伝学の知識と遺伝カウンセリングの基本的技術を習得する。

授業計画と内容
【第 回】 月 日 限＜全員＞「ロールプレイの行い方とオリエンテーション、遺伝カウンセリン
グ実習」ロールプレイの目的、方法と意義について。遺伝カウンセリング実習についてのオリエン
テーション
【第 回】 月 日＜小杉＞「 症候群」家系内に４０～５０歳代で大腸癌で死亡した複数の
人があり、遺伝性の可能性を心配。遺伝学的検査の説明と実施、遺伝子変異があった場合の対応。
【第 回】 月 日＜和田＞「 型筋ジストロフィー」小児の の診断法の理解と、 連
鎖性疾患における母親あるいは女性同胞の保因者診断の進め方を学ぶ
【第 回】 月 日＜山田＞「ターナー症候群」思春期をすぎても無月経で来院して、性染色体検
査でターナー症候群と診断されたケースに診断の告知、疾患の説明、今後必要な治療について対応
する。
【第 回】 月 日＜和田＞「強直性筋ジストロフィー」トリプレットリピート病である にお
ける先天型と古典型の理解と発症前診断の進め方を学ぶ。
【第 回】 月 日＜山田＞「遺伝性乳がん・卵巣がん」乳がん患者が多数いる家系での遺伝性
乳がんのリスクの評価および遺伝学的検査の適応。
【第 回】 月 日＜和田＞「トランスサイレチン型家族性アミロイドニューロパチー」治療法
のある のおける遺伝子診断の意義と発症前診断の進め方を学ぶ。
【第 回】 月 日＜澤井＞「習慣流産」妊娠初期に３回続けて流産したケースについて、流産
の原因や次回妊娠での対応、必要であれば遺伝学的検査その他の検査についても対応する。着床前
診断についても聞かれたので対応が必要となった。
【第 回】 月 日＜山田＞「ダウン症候群」ダウン症候群の出生前診断にかかわる遺伝カウン
セリングについて、ダウン症の症状と将来の療育、発症の仕組みと次回妊娠での再発率等も含めて
対応する。

・参加者：担当者、関係全教員、遺伝カウンセラー役院生（ ）、クライアント調整役（ ）、
オブザーバ（ 、 、博士院生）、 メンター
・記録：クライアント調整役（終了後参加教官へレポートを提出）、オブザーバー担当（ビデオ撮
影およびファイルをサーバに保存：復習用）

履修要件
遺伝カウンセラーコース１回生限定必修科目（事前確定科目）

成績評価の方法・観点
演習における積極性、実践的能力、出席、レポート等を総合的に評価する
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臨床遺伝学演習（ 限定）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
　適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 木１：開講日注意 授業形態 講義・演習 使用言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】授業日時：前期木曜 限を毎週実施、後期木曜 限を隔週実施を原則とする（例外予定
にご注意ください）　
教室： 棟 階演習室　　レベル：基礎　　
担当者：小杉眞司・村上裕美・鳥嶋雅子・秋山奈々・本田明夏・稲葉慧・松川愛未・吉田晶子・勝
元さえこ・岡田千穂・佐藤智佳
【コースの概要】本講義では、コミュニケーションという観点から、遺伝カウンセリングの重要な
テーマについて、院生自身が主体となってディスカッションを行い、互いの学びを共有していく。
遺伝カウンセラーとして、クライエント・家族の支援のためのコミュニケ－ションは勿論のこと、
チーム医療のメンバーとして、異なった専門性を持つチームメンバーとのコミュニケーションのあ
り方についても学ぶ。また、本講義は、『遺伝カウンセリングロールプレイ演習』『遺伝カウンセ
リング実習（病院での臨床実習）』で必要な基礎知識・理論を学ぶという役割も担っており、これ
らの講義・演習・実習を通して遺伝カウンセリング、そして遺伝カウンセラーについて学びを深め
ることを総合的な目標として掲げている。演習については、授業の進行状況に応じて、ロールプレ
イ、試行カウンセリング、ビデオ学習など様々な方法を用いる予定である。
【教育・学習方法】・　テキストを予習し、レポート提出
・　講義内でのディスカッションおよび演習
・　時間外に以下の学習も併せて行う。
ビデオ学習―「グロリアと 人のセラピスト」医学部「遺伝医学」授業試行カウンセリング実施お
よび記録方法学習遺伝カウンセリングと日本人のコミュニケーション発表会遺伝カウンセリング
ロールプレイ振り返り病院実習振り返り

みなさまの積極的な参加を希望します。授業内容に関する質問も随時歓迎です。メールで問い合わ
せてください。

到達目標
１．遺伝カウンセラーとして、クライエント・家族をどのように支援していくのか最低限必要と考
えられる知識及び態度を身につける。
２．医療チームのメンバーとしてどのような動きをすることが望ましいか最低限必要な知識及び態
度を身につける。

授業計画と内容
＜前期＞
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
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遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定）

【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
「イントロ・基本的な考え方」遺伝カウンセラーのコミュニケーション：はじめに（自己紹介・授
業・宿題について） 基本的な考え方　
「内側（内的照合枠）からの理解」遺伝カウンセリングの基本的態度と内側（内的照合枠）からの
理解自分のコミュニケーションの特徴を知る
「共感的理解」共感的理解を理解する
「ラポール形成」遺伝カウンセリングの流れ及び信頼関係（ラポール）の形成
「フォローアップ」遺伝カウンセリングの終了とフォローアップ 電話受付の留意点
「情報提供」遺伝カウンセリングにおける情報提供
「意思決定」遺伝カウンセリングにおける意思決定
「ノンバーバルコミュニケーション」ノンバーバルコミュニケーションの重要性 日本人のコミュ
ニケーション
「倫理」遺伝カウンセリングにおける倫理
「 」 の役割・ におけるコミュニケーション
「臨床遺伝専門医とのコミュニケーション」臨床遺伝専門医とともに実施する遺伝カウンセリング
「出生前検査・遺伝カウンセリング室立ち上げ」出生前検査に伴う遺伝カウンセリング、遺伝カウ
ンセリング室を作ろう！
「障害」障害と社会の理解
「医療ソーシャルワーカーから学ぶ」医療ソーシャルワーカーの事例から学ぶ～クライエント支援
のためのコミュニケーション～

＜後期＞
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
「日本人のコミュニケーション」日本人のコミュニケーションと遺伝カウンセリング
「家族面接」家族面接における遺伝カウンセラーの役割
「ライフステージ・メンタルヘルス・防衛機制の基本的考え」ライフステージとメンタルヘルス
遺伝カウンセリングと防衛機制
「親から子に「遺伝」について伝える」親から子に「遺伝」について伝える
「発症前診断」進行性で治療法のない遺伝性疾患に関する発症前検査を希望して来談した人との遺
伝カウンセリング
「視覚障害・当事者団体と関係機関との連携」視覚障害（網膜色素変性症）の遺伝カウンセリング
／当事者団体と関係機関との連携
「喪失体験」喪失体験の理解
「病とともに生きる・まとめ」遺伝性の病とともに生きる 評価とまとめ
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遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定）

履修要件
遺伝カウンセラーコース１回生限定必修科目（事前確定科目）

成績評価の方法・観点
前期・後期あわせて終了時に評価する。学習目標の到達度 ％レポート ％プレゼンテーション
％

教科書
・遺伝カウンセリングのためのコミュニケーション論 京都大学大学院医学研究科遺伝カウンセラ
ーコース講義（メディカルドゥ）　
・自分を見つめるカウンセリング・マインド　ヘルスケア・ワークの基本と展開（医歯薬出版）　

・カウンセリングを学ぶ（東京大学出版会）　理論・体験・実習　第 版
・ヘルス・コミュニケーション 九州大学出版社 改訂版

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝カウンセリング演習１（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 ・４週：金 ・ 限 授業形態 演習 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】授業日時：金曜（原則第２、第４）５・６限、教室： 棟セミナー室 レベル：遺伝
カウンセリング演習１（基礎）・遺伝カウンセリング演習２（応用）
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・村上裕美・鳥嶋雅子・田村和朗・
巽純子・西郷和真・レクチャー担当者
【コースの概要】実際の遺伝カウンセリング症例を提示し、遺伝的問題、医学的問題、療養問題、
社会的問題、法的問題、倫理的問題、心理的問題等について、他のカンファレンス参加者とともに
徹底的な討論を行う。１年次後期からは、実際の遺伝カウンセリング実習で体験した症例について
自ら提示を行い、カンファレンスを中心的に運営する。これは、京都大学と近畿大学の遺伝カウン
セラーコースのカリキュラムの中で最も重要なものであり、両大学の院生が積極的に参加するもの
である。実習期の院生（ 回生 月― 月ごろ、 回生 月ごろ―年度末、移行期は各コースの実情
による）は、原則として毎回症例提示を行うこと。 ごろ：合同カンファレンス症例提示
・検討会（ 回 例― 例となるように調整し、進行は司会がタイムキーピングを行う）。 ごろ
より 分程度：京大・近大遺伝カウンセラーコースの修了者による遺伝カウンセラーとしての活動
などに関するプレゼン、あるいは合同カンファレンス出席者・招聘演者等によるレクチャー
【教育・学習方法】症例提示・討論、カンファレンス記録の作成（症例ごとに順番で担当）

到達目標
症例の適切なプレゼンテーション、種々の問題点の整理と今後の対応方針の決定、討論への参加と
論理的な主張、適切なカンファレンス記録の作成ができる。

授業計画と内容
＜司会＞カンファレンスレクチャー担当者
【第１回】 月 日＜小杉＞小杉眞司「合同カンファレンスのイントロダクション」
【第２回】 月 日＜和田＞才津浩智「次世代シークエンスデータ解析」○
【第３回】 月 日＜和田＞和田「エピジェネシスの破綻により発症する先天性疾患と治療法の開
発」
【第４回】 月 日＜西郷＞濱野裕太「和歌山医大遺伝診療部における認定遺伝カウンセラーの役
割」
【第５回】 月 日＜村上＞張香理「ゲノム医療（難病領域）における認定遺伝カウンセラーの役
割」〇
【第６回】 月 日＜山田＞田原康玄「地域住民コホートにおけるゲノム・疫学研究の潮流と展望」

【第７回】 月 日＜山田＞久具宏司「」〇
【第８回】 月 日＜田村＞松本光史 兵庫県立がんセンター部長 「遺伝性腫瘍 がん薬物療
法専門家と臨床遺伝専門家が協働して生む力」
【第９回】 月 日＜鳥嶋＞中川奈保子「京大病院における 未診断疾患解析研究の取り組み」
【第１０回】 月 日＜川崎＞岡本新悟「男子性腺機能低下症の診断と治療―カルマン症候群とク
ラインフェルター症候群を中心にー」〇
【第１１回】 月 日＜和田＞斎藤伸治「小児神経疾患の遺伝学とエピジェネティクス」〇

遺伝カウンセリング演習１（ 限定） へ続く↓↓↓

遺伝カウンセリング演習１（ 限定）

【第１２回】 月 日＜巽＞丹羽由衣「神戸大学医学部附属病院における としての活動」
【第１３回】 月 日＜本田＞本田明夏「」
【第１４回】 月 日＜小杉＞新年懇談会〇
【第１５回】 月 日＜田村＞福嶋伸之 近大理工学部 「細胞内情報伝達とその破綻」
＜合同カンファレンスの具体的進行方針＞１）目的：実習報告会ではない。同席者の感想等は除外
症例検討を主題とし、適切な遺伝カウンセリングがなされたか、誤った点や不足する点はなかった
か等、専門家の意見、討議を聞きそれに参加する。多くの人の意見を聞けるよう、今後の遺伝カウ
ンセリングに実質的に生かせるように討議の時間を確保する。 ２）
プレゼンテーション準備：開始前にあらかじめプレゼンテーションを行う全てのパワーポイントフ
ァイルを開けておき、速やかに次のプレゼンへ移れるようにする。 ３）プレ
ゼンテーション：客観的な事実を端的にまとめる。まず、背景と主訴を参加者に理解してもらう。
遺伝カウンセリングの経過、問題点も簡潔に示す。発表時間 分以内、議論 分程度。４）スライ
ド：議論が整理しやすいように箇条書きが望ましい。次の枚数を原則とする。前半：タイトル（日
付・発表者・担当医名を含む） 枚 、疾患理解のための説明（ 枚）、受診の背景・主訴、家系図
を含めて（ 枚）。後半：遺伝カウンセリング経過（ 枚）、課題・問題点（ 枚）５）進行：
冗長なプレゼンに対しては簡潔に行うよう指導し、建設的ディスカッションを行う。
６）アセスメントについて：質問や自分の意見、感想は全体の議論の話題になったら自分の意見と
して発言する。どうしても最初から出す必要がある場合は指導教官・同席医師と相談の上で行う。
７）終了後：ディスカッションの内容を含んだスライドを 枚追加する。担当医確認の後、「遺伝
カウンセリング記録」および「カンファレンス記録」の 箇所に保存する。（カンファ後 週間以内
個人情報に接することがあるため、初回参加時には「誓約書」を提出する。遺伝カウンセリング
内容についての会話は、他者のいるところではしないこと、内容を記したノートは、他者の目にふ
れないようにすること、ノートの貸し借りは禁止。

履修要件
遺伝カウンセラーコース限定必修科目（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング演習１」、
２回生は「遺伝カウンセリング演習２」

成績評価の方法・観点
プレゼンテーション、討論への積極的な参加、カンファレンス記録の作成などを総合的に評価する。

教科書
使用しない
ハンドアウトの配布は、原則としてありません

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
適宜指示する。

遺伝カウンセリング演習１（ 限定） へ続く↓↓↓

遺伝カウンセリング演習１（ 限定）

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝カウンセリング演習２（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 ・ 週：金 ・ 限 授業形態 演習 使用
言語 日本語

授業の概要・目的
【基本情報】授業日時：金曜（原則第２、第４）５・６限、教室： 棟セミナー室 レベル：遺伝
カウンセリング演習１（基礎）・遺伝カウンセリング演習２（応用）
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・村上裕美・鳥嶋雅子・田村和朗・
巽純子・西郷和真・レクチャー担当者
【コースの概要】実際の遺伝カウンセリング症例を提示し、遺伝的問題、医学的問題、療養問題、
社会的問題、法的問題、倫理的問題、心理的問題等について、他のカンファレンス参加者とともに
徹底的な討論を行う。１年次後期からは、実際の遺伝カウンセリング実習で体験した症例について
自ら提示を行い、カンファレンスを中心的に運営する。これは、京都大学と近畿大学の遺伝カウン
セラーコースのカリキュラムの中で最も重要なものであり、両大学の院生が積極的に参加するもの
である。実習期の院生（ 回生 月― 月ごろ、 回生 月ごろ―年度末、移行期は各コースの実情
による）は、原則として毎回症例提示を行うこと。 ごろ：合同カンファレンス症例提示
・検討会（ 回 例― 例となるように調整し、進行は司会がタイムキーピングを行う）。 ごろ
より 分程度：京大・近大遺伝カウンセラーコースの修了者による遺伝カウンセラーとしての活動
などに関するプレゼン、あるいは合同カンファレンス出席者・招聘演者等によるレクチャー
【教育・学習方法】症例提示・討論、カンファレンス記録の作成（症例ごとに順番で担当）

到達目標
症例の適切なプレゼンテーション、種々の問題点の整理と今後の対応方針の決定、討論への参加と
論理的な主張、適切なカンファレンス記録の作成ができる。

授業計画と内容
＜司会＞カンファレンスレクチャー担当者
【第１回】 月 日＜小杉＞小杉眞司「合同カンファレンスのイントロダクション」
【第２回】 月 日＜和田＞才津浩智「次世代シークエンスデータ解析」○
【第３回】 月 日＜和田＞和田「」
【第４回】 月 日＜西郷＞濱野裕太「和歌山医大遺伝診療部における認定遺伝カウンセラーの役
割」
【第５回】 月 日＜村上＞張香理「ゲノム医療（難病領域）における認定遺伝カウンセラーの役
割」〇
【第６回】 月 日＜山田＞田原康玄「地域住民コホートにおけるゲノム・疫学研究の潮流と展望」

【第７回】 月 日＜山田＞久具宏司「」〇
【第８回】 月 日＜田村＞松本光史 兵庫県立がんセンター部長 「遺伝性腫瘍 がん薬物療
法専門家と臨床遺伝専門家が協働して生む力」
【第９回】 月 日＜鳥嶋＞中川奈保子「」
【第１０回】 月 日＜川崎＞岡本新悟「男子性腺機能低下症の診断と治療―カルマン症候群とク
ラインフェルター症候群を中心にー」〇
【第１１回】 月 日＜和田＞斎藤伸治「」〇
【第１２回】 月 日＜巽＞丹羽由衣「神戸大学医学部附属病院における としての活動」

遺伝カウンセリング演習２（ 限定） へ続く↓↓↓
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遺伝カウンセリング演習２（ 限定）

【第１３回】 月 日＜本田＞本田明夏「」
【第１４回】 月 日＜小杉＞新年懇談会〇
【第１５回】 月 日＜田村＞福嶋伸之 近大理工学部 「細胞内情報伝達とその破綻」
＜合同カンファレンスの具体的進行方針＞１）目的：実習報告会ではない。同席者の感想等は除外
症例検討を主題とし、適切な遺伝カウンセリングがなされたか、誤った点や不足する点はなかった
か等、専門家の意見、討議を聞きそれに参加する。多くの人の意見を聞けるよう、今後の遺伝カウ
ンセリングに実質的に生かせるように討議の時間を確保する。 ２）
プレゼンテーション準備：開始前にあらかじめプレゼンテーションを行う全てのパワーポイントフ
ァイルを開けておき、速やかに次のプレゼンへ移れるようにする。 ３）プレ
ゼンテーション：客観的な事実を端的にまとめる。まず、背景と主訴を参加者に理解してもらう。
遺伝カウンセリングの経過、問題点も簡潔に示す。発表時間 分以内、議論 分程度。４）スライ
ド：議論が整理しやすいように箇条書きが望ましい。次の枚数を原則とする。前半：タイトル（日
付・発表者・担当医名を含む） 枚 、疾患理解のための説明（ 枚）、受診の背景・主訴、家系図
を含めて（ 枚）。後半：遺伝カウンセリング経過（ 枚）、課題・問題点（ 枚）５）進行：
冗長なプレゼンに対しては簡潔に行うよう指導し、建設的ディスカッションを行う。
６）アセスメントについて：質問や自分の意見、感想は全体の議論の話題になったら自分の意見と
して発言する。どうしても最初から出す必要がある場合は指導教官・同席医師と相談の上で行う。
７）終了後：ディスカッションの内容を含んだスライドを 枚追加する。担当医確認の後、「遺伝
カウンセリング記録」および「カンファレンス記録」の 箇所に保存する。（カンファ後 週間以内
個人情報に接することがあるため、初回参加時には「誓約書」を提出する。遺伝カウンセリング
内容についての会話は、他者のいるところではしないこと、内容を記したノートは、他者の目にふ
れないようにすること、ノートの貸し借りは禁止。

履修要件
遺伝カウンセラーコース限定必修科目（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング演習１」、
２回生は「遺伝カウンセリング演習２」

成績評価の方法・観点
プレゼンテーション、討論への積極的な参加、カンファレンス記録の作成などを総合的に評価する。

教科書
使用しない
ハンドアウトの配布は、原則としてありません

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
適宜指示する。

遺伝カウンセリング演習２（ 限定） へ続く↓↓↓

遺伝カウンセリング演習２（ 限定）

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝カウンセリング実習１（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 その他 授業
形態 実習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
【 コースの概要】　
遺伝カウンセリングの現場に同席し、その現状を体験するとともに、予診の聴取（プレカウンセリ
ング）、家系図の作成、電話フォローアップなどを実際のクライアントに対しておこなう。
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・三宅秀彦・山田重人・澤井英明・
四本由郁・村上裕美・鳥嶋雅子・本田明夏
【 教育・学習方法】
実習（準備・プレカウンセリング・同席実習・症例記録作成・カンファレンスでの症例報告・討議
・電話フォローアップ）。関連学会・セミナーに出席、積極的に参加し、レポートをまとめる。
月― 月は、「遺伝カウンセラー業務実習」として遺伝カウンセリング電話予約対応などの認定遺
伝カウンセラー業務の実際についても実習する。

到達目標
クライアントへの適切な接し方を体得する。予診の聴取、家系図の作成が適切に可能となる。症例
の問題点について、担当医らと討議できる。症例をまとめ、医学的・心理社会的・倫理的問題につ
いて文献を検索し、最新情報を入手できる。カンファレンスで、症例を提示し、討論を行うことが
できる。関連する部局と適切な情報交換、連携が可能であり、チーム医療を実践できる。

授業計画と内容
【遺伝カウンセリング実習】
１年次の後半ころから遺伝カウンセリング実習を開始する。学生個人個人の知識・到達度や実習の

から判断して、実習の開始時期や頻度を決定する。 年間で 症例程度を経験する。ごく
初期は同席のみであるが、できるだけ実際の遺伝カウンセリングに少しでも参加することが望まれ
る。そこで、予診や家系図作成などの初期インテーク（プレカウンセリング）を行う。個々のケー
スについて症例記録・ログブックを作成し、担当教員に確認の上、できるだけ早く（遅くとも１週
間以内に）確定し、所定の場所に保存する。類型化シートも作成する。また、経験した症例をカン
ファレンスで発表し、討論する。 ケースあたり、（準備や検索を含めると）６時間程度が必要と
なる。家族性腫瘍、神経変性疾患、出生前診断・染色体異常、遺伝性難聴、眼科疾患、先天奇形、
先天性代謝異常、その他、できるだけバラエティに富んだ疾患の症例の経験をするようにつとめる。
・京都大学医学部附属病院遺伝子診療部（耳鼻科遺伝難聴外来含む）：月―金（コース全員で交代）
・兵庫医科大学臨床遺伝部：火曜（ 名）・高槻病院小児科・産婦人科（不定期）
　遺伝カウンセリング後の電話フォローアップについては原則として遺伝カウンセラーコース院生
が対応し、実質的な 、インターンシップを行う。
＜症例記録の書き方の注意：抜粋＞
１．ファイル名：カルテ番号＋短い疾患名＋受診日とする（例）
再診のときは、前回のものに追記したものに再診日と回数を記載。 例
２．本文のタイトルの前にカルテ番号を入れる。
３．クライアント氏名は記載しないが、診療施設の名称などは全て実名記載する。
４．時間（終了時間、所要時間）も入れる。
５．家系図はパワーポイントで、別ファイルに。ファイル名は、上記のワードファイルと同じ。

遺伝カウンセリング実習１（ 限定） へ続く↓↓↓

遺伝カウンセリング実習１（ 限定）

【学会・研修会への参加】
より幅広い知識・経験を積むため、下記の学会・研修会等への参加は原則として 年間必修とする
（経費はできるだけサポートする）。学会発表、セミナーでの積極的な活動が奨励される。下記以
外の学会・セミナーについても遺伝カウンセリングに関係の深いものについては参加を推奨する、
また、これらの機会を利用し積極的な人脈作りを行うべきである。また、患者会・サポートグルー
プなどへ積極的に参加することが勧められる。適宜情報を提供する。

履修要件
遺伝カウンセラーコース限定必修（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング実習１」、２回
生は「遺伝カウンセリング実習２」

成績評価の方法・観点
実習への積極的な参加などを総合的に評価する。

教科書
実際のクライアントに接した経験ほど重要な資源はない。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
【 年度の必須参加予定】（変更ある場合はその都度連絡します）

金 （土 日本遺伝性腫瘍学会＊シティプラザ大阪
金 日 日本遺伝カウンセリング学会＊沖縄コンベンションセンター
金 日 遺伝カウンセリング研修会 回生のみ 金沢大学
金 土 日本遺伝子診療学会＊トークネットホール仙台
金 日 遺伝医学セミナー三井ガーデンホテル千葉
木 日 日本人類遺伝学会・全国遺伝子医療部門連絡会議＊　名古屋国際会議場

１ （土） 日 遺伝カウンセリングアドバンストセミナー 回生のみ 郡山（星総合病院）
（ 年度入学者が 回生になった際の参加学会・研修会は上記と同一ではありません。）
経費補助を受けて学会・セミナー等へ参加した場合は、レポートを提出すること。レポートはＡ４
用紙で参加日数枚数分を目安とし、速やかに提出すること 最大 ヶ月以内 。また、これらのレポー
トについては、報告書として冊子化されることがあることを了解すること。 回生は＊のいずれか
の学会で一度は研究発表をおこなうことが望ましい。

（その他（オフィスアワー等））
クライアントのいかなる情報についても守秘を徹底すること。遺伝カウンセリング内容についての
会話は、部外者のいるところではしないこと、内容を記したノート類は、部外者の目にふれないよ
うにすること。ノートの貸し借りは禁止。守秘できない場合は、退学処分とする。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

遺伝カウンセリング実習２（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 小杉　眞司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 その他 授業
形態 実習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
【 コースの概要】　
遺伝カウンセリングの現場に同席し、その現状を体験するとともに、予診の聴取（プレカウンセリ
ング）、家系図の作成、電話フォローアップなどを実際のクライアントに対しておこなう。
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・三宅秀彦・山田重人・澤井英明・
四本由郁・村上裕美・鳥嶋雅子・本田明夏
【 教育・学習方法】
実習（準備・プレカウンセリング・同席実習・症例記録作成・カンファレンスでの症例報告・討議
・電話フォローアップ）。関連学会・セミナーに出席、積極的に参加し、レポートをまとめる。
月― 月は、「遺伝カウンセラー業務実習」として遺伝カウンセリング電話予約対応などの認定遺
伝カウンセラー業務の実際についても実習する。

到達目標
クライアントへの適切な接し方を体得する。予診の聴取、家系図の作成が適切に可能となる。症例
の問題点について、担当医らと討議できる。症例をまとめ、医学的・心理社会的・倫理的問題につ
いて文献を検索し、最新情報を入手できる。カンファレンスで、症例を提示し、討論を行うことが
できる。関連する部局と適切な情報交換、連携が可能であり、チーム医療を実践できる。

授業計画と内容
【遺伝カウンセリング実習】
１年次の後半ころから遺伝カウンセリング実習を開始する。学生個人個人の知識・到達度や実習の

から判断して、実習の開始時期や頻度を決定する。 年間で 症例程度を経験する。ごく
初期は同席のみであるが、できるだけ実際の遺伝カウンセリングに少しでも参加することが望まれ
る。そこで、予診や家系図作成などの初期インテーク（プレカウンセリング）を行う。個々のケー
スについて症例記録・ログブックを作成し、担当教員に確認の上、できるだけ早く（遅くとも１週
間以内に）確定し、所定の場所に保存する。類型化シートも作成する。また、経験した症例をカン
ファレンスで発表し、討論する。 ケースあたり、（準備や検索を含めると）６時間程度が必要と
なる。家族性腫瘍、神経変性疾患、出生前診断・染色体異常、遺伝性難聴、眼科疾患、先天奇形、
先天性代謝異常、その他、できるだけバラエティに富んだ疾患の症例の経験をするようにつとめる。
・京都大学医学部附属病院遺伝子診療部（耳鼻科遺伝難聴外来含む）：月―金（コース全員で交代）
・兵庫医科大学臨床遺伝部：火曜（ 名）・高槻病院小児科・産婦人科（不定期）
　遺伝カウンセリング後の電話フォローアップについては原則として遺伝カウンセラーコース院生
が対応し、実質的な 、インターンシップを行う。
＜症例記録の書き方の注意：抜粋＞
１．ファイル名：カルテ番号＋短い疾患名＋受診日とする（例）
再診のときは、前回のものに追記したものに再診日と回数を記載。 例
２．本文のタイトルの前にカルテ番号を入れる。
３．クライアント氏名は記載しないが、診療施設の名称などは全て実名記載する。
４．時間（終了時間、所要時間）も入れる。
５．家系図はパワーポイントで、別ファイルに。ファイル名は、上記のワードファイルと同じ。

遺伝カウンセリング実習２（ 限定） へ続く↓↓↓

遺伝カウンセリング実習２（ 限定）

【学会・研修会への参加】
より幅広い知識・経験を積むため、下記の学会・研修会等への参加は原則として 年間必修とする
（経費はできるだけサポートする）。学会発表、セミナーでの積極的な活動が奨励される。下記以
外の学会・セミナーについても遺伝カウンセリングに関係の深いものについては参加を推奨する、
また、これらの機会を利用し積極的な人脈作りを行うべきである。また、患者会・サポートグルー
プなどへ積極的に参加することが勧められる。適宜情報を提供する。

履修要件
遺伝カウンセラーコース限定必修（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング実習１」、２回
生は「遺伝カウンセリング実習２」

成績評価の方法・観点
実習への積極的な参加などを総合的に評価する。

教科書
実際のクライアントに接した経験ほど重要な資源はない。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
【 年度の必須参加予定】（変更ある場合はその都度連絡します）

金 （土 日本遺伝性腫瘍学会＊シティプラザ大阪
金 日 日本遺伝カウンセリング学会＊沖縄コンベンションセンター
金 日 遺伝カウンセリング研修会 回生のみ 金沢大学
金 土 日本遺伝子診療学会＊トークネットホール仙台
金 日 遺伝医学セミナー三井ガーデンホテル千葉
木 日 日本人類遺伝学会・全国遺伝子医療部門連絡会議＊　名古屋国際会議場

１ （土） 日 遺伝カウンセリングアドバンストセミナー 回生のみ 郡山（星総合病院）
（ 年度入学者が 回生になった際の参加学会・研修会は上記と同一ではありません。）
経費補助を受けて学会・セミナー等へ参加した場合は、レポートを提出すること。レポートはＡ４
用紙で参加日数枚数分を目安とし、速やかに提出すること 最大 ヶ月以内 。また、これらのレポー
トについては、報告書として冊子化されることがあることを了解すること。 回生は＊のいずれか
の学会で一度は研究発表をおこなうことが望ましい。

（その他（オフィスアワー等））
クライアントのいかなる情報についても守秘を徹底すること。遺伝カウンセリング内容についての
会話は、部外者のいるところではしないこと、内容を記したノート類は、部外者の目にふれないよ
うにすること。ノートの貸し借りは禁止。守秘できない場合は、退学処分とする。

遺伝カウンセリング実習２（ 限定） へ続く↓↓↓

遺伝カウンセリング実習２（ 限定）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究実地研修　 　（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名

特定教授医学研究科 田中　司朗
教授附属病院 森田　智視
講師附属病院 魚住　龍史
助教附属病院 阿部　寛康
特定助教附属病院 中倉　章祥

国立循環器病研究センター 大前　勝弘
国立循環器病研究センター 朝倉 こう子

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 集中講義
授業
形態 実習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
本研修の目的は，病院での実地研修を通して，臨床統計家育成コースの座学で習得した統計的考え
方が現場でどのように応用されているかを実際に学ぶことです．そして，実際の体験・経験から，
臨床試験における試験統計家の責務と役割を理解し，臨床試験の計画・実施・報告で試験統計家と
して必要とされる基本的能力 態度，技能，知識 を習得することを目指します．

研修は，京都大学医学部附属病院と国立循環器病研究センターの 箇所で行われます．受講者はあ
らかじめどちらの施設で研修されるかを選択ください．京都大学医学部附属病院での研修は，革新
的な新医療技術（医薬品など）開発のための臨床試験の計画と実施に関する内容で主に構成されま
す．国立循環器病研究センターでの研修は，循環器疾患の医薬品や医療機器の臨床試験の計画と実
施を中心とした内容で構成されます．研修内容の詳細はホームページに掲載します．

到達目標
臨床試験の計画と実施の過程，臨床試験の運営・実施体制，研究者・研究支援者，試験統計家な
どの責任範囲と役割などを理解する．
臨床試験実施計画書に記載すべき統計的事項を理解し，臨床試験実施計画書の作成に貢献できる
ための基本的知識と技術を習得する．
統計解析を適切に計画し，それらを実行し，結果を纏めることができるための基本的知識と技術
を習得する．
臨床試験における研究倫理，利益相反，臨床試験における個人情報保護の基本的事項を理解し，
信頼性の高い臨床試験の計画と実施に貢献できる．
さまざまな説明の方法や手段を駆使し，臨床試験における統計的考え方を人にわかりやすく伝え
ることができるような態度と方法を身につける．

授業計画と内容
京都大学医学部附属病院
月から 月までの 日（ 限～ 限， ～ ）で集中講義実習で実施します

日目
限研修事前準備
限臨床統計家としての心構え
限医学研究における倫理
限臨床検査データと検査部見学
限臨床統計家としての心構え
限報告書作成・個別面談

臨床研究実地研修　 　（ 限定） へ続く↓↓↓

臨床研究実地研修　 　（ 限定）

日目
限研修事前準備
限モニタリング業務について
限シーズ開発について
限先端医療研究の現場（ 見学）
限統計コンサルティング業務
限報告書作成

日目
限研修事前準備
限医療イノベーションと知的財産
限臨床統計家としての心構え
限 細胞を用いた革新的医療技術の開発
限放射線診断と現場見学
限報告書作成

日目
限研修事前準備
限 の歴史と将来性
限規制当局対応業務について
限プロジェクトマネジメント業務について
限統計コンサルティングの実践
限報告書作成

日目
限研修事前準備
限データマネジメント業務について
限臨床試験コーディネータ（ ）の役割について
限治験薬の管理体制の現場
限総括（質疑応答）
限報告書作成・個別面談

国立循環器病研究センター
合計 日間で実施します． 月～ 月で実施します １回 分 ～ ～ ～

～

日目
第 回研修概要説明・病院見学：研修の目的と内容
第 回循環器疾患基礎①：不整脈の基礎
第 回循環器疾患基礎②：心不全の基礎
第 回医療機器研究開発 動物実験施設見学

日目
第 回臨床試験立案①：臨床試験立案における基本的事項
第 回臨床試験立案②：臨床試験立案における業務手順
第 回ランダム化割付①：臨床試験におけるランダム化割付の役割

臨床研究実地研修　 　（ 限定） へ続く↓↓↓

臨床研究実地研修　 　（ 限定）

第 回ランダム化割付②：一般的なランダム化割付方法

日目
第 回グループワーク：ランダム化割付システム演習①
第 回グループワーク：ランダム化割付システム演習②
第 回標本サイズ設計①：臨床試験における標本サイズ設計方法
第 回標本サイズ設計①：臨床試験における標本サイズ設計手順

日目
第 回グループワーク：標本サイズ設計演習①
第 回グループワーク：標本サイズ設計演習②
第 回統計解析計画書①：統計解析計画書に記載すべき基本的事項
第 回統計解析計画書②：臨床試験の統計解析にかかわる標準業務手順

日目
第 回 患者同伴
第 回 患者同伴
第 回グループワーク⑤：ランダム化割付システム演習③
第 回グループワーク⑥：ランダム化割付システム演習④

日目
第 回グループワーク⑦：標本サイズ設計演習③
第 回グループワーク⑧：標本サイズ設計演習④
第 回総合発表①：ランダム化割付システム演習成果報告
第 回総合発表②：標本サイズ設計演習成果報告

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
実習にて作成する報告書または発表の内容に基づいて評価する．平常点（出席状況など）も考慮す
る．

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）

臨床研究実地研修　 　（ 限定） へ続く↓↓↓

臨床研究実地研修　 　（ 限定）

授業外学修（予習・復習）等
実習中に指示する．

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床研究実地研修 　（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名

特定教授医学研究科 田中　司朗
教授附属病院 森田　智視
講師附属病院 魚住　龍史
助教附属病院 阿部　寛康
特定助教附属病院 中倉　章祥

国立循環器病研究センター 大前　勝弘
国立循環器病研究センター 朝倉 こう子

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 集中講義
授業
形態 実習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本研修の目的は，病院での実地研修を通して，臨床統計家育成コースの座学で習得した統計的考え
方が現場でどのように応用されているかを実際に学ぶことです．そして，実際の体験・経験から，
臨床試験における試験統計家の責務と役割を理解し，臨床試験の計画・実施・報告で試験統計家と
して必要とされる基本的能力 態度，技能，知識 を習得することを目指します．なお臨床研究実地
研修 は， に続いて，より高度な内容を扱います．

研修は，京都大学医学部附属病院と国立循環器病研究センターの 箇所で行われます．受講者はあ
らかじめどちらの施設で研修されるかを選択ください．京都大学医学部附属病院での研修は，革新
的な新医療技術（医薬品など）開発のための臨床試験の計画と実施に関する内容で主に構成されま
す．国立循環器病研究センターでの研修は，循環器疾患の医薬品や医療機器の臨床試験の計画と実
施を中心とした内容で構成されます．研修内容の詳細はホームページに掲載します．

到達目標
臨床試験の計画と実施の過程，臨床試験の運営・実施体制，研究者・研究支援者，試験統計家な
どの責任範囲と役割などを理解する．
臨床試験実施計画書に記載すべき統計的事項を理解し，臨床試験実施計画書の作成に貢献できる
ための基本的知識と技術を習得する．
統計解析を適切に計画し，それらを実行し，結果を纏めることができるための基本的知識と技術
を習得する．
臨床試験における研究倫理，利益相反，臨床試験における個人情報保護の基本的事項を理解し，
信頼性の高い臨床試験の計画と実施に貢献できる．
さまざまな説明の方法や手段を駆使し，臨床試験における統計的考え方を人にわかりやすく伝え
ることができるような態度と方法を身につける．

授業計画と内容
京都大学医学部附属病院
月から 月 予定 までの 日 限～ 限 ～ で集中講義実習で実施します．

日目
限研修事前準備
限事前課題発表・ディスカッション
限標準業務手順書について
限臨床家による実際の臨床試験紹介
～ 限プロトコル作成とデータベース構築実習

臨床研究実地研修 　（ 限定） へ続く↓↓↓

臨床研究実地研修 　（ 限定）

日目
限研修事前準備
限データベース実習結果の発表・ディスカッション
～ 限統計解析計画実習

日目
限研修事前準備
限統計解析計画発表・ディスカッション
限 プログラム実習
限統計解析結果の品質保証
～ 限統計解析実習

日目
限研修事前準備
限総括報告書について
限臨床試験の論文報告実習
～ 限統計解析報告実習

日目
～ 限統計解析報告発表・ディスカッション
限総括（質疑応答）
限報告書作成

国立循環器病研究センター
合計 日間で実施します． 月～ 月で実施します 回 分 ～ ～ ～
～ ．

日目
第 回研修概要説明・新病院見学：研修の目的と内容
第 回循環器疾患基礎①：脳血管疾患の基礎
第 回循環器疾患基礎②：脳神経疾患の基礎
第 回倫理・患者同意

日目
第 回統計解析①：統計解析における基本的事項
第 回統計解析②：統計解析における業務手順
第 回統計解析報告書・総括報告書・論文公表
第 回統計解析相談・臨床研究相談

日目
第 回 臨床試験のデータマネージメント データマネジメントの基礎
第 回臨床試験のデータマネージメント データマネジメント業務手順
第 回グループワーク①：データマネジメント演習①
第 回グループワーク②：データマネジメント演習②

日目
第 回グループワーク③：データマネジメント演習③

臨床研究実地研修 　（ 限定） へ続く↓↓↓

臨床研究実地研修 　（ 限定）

第 回グループワーク④：データマネジメント演習④
第 回グループワーク⑤：統計解析演習①
第 回グループワーク⑥：統計解析演習②

日目
第 回臨床試験のモニタリング
第 回臨床試験のモニタリング見学
第 回グループワーク⑦：統計解析演習③
第 回グループワーク⑧：統計解析演習④

日目
第 回グループワーク⑨：統計解析演習⑤
第 回グループワーク⑩：統計解析演習⑥
第 回総合発表①：データマネジメント演習成果報告
第 回総合発表②：統計解析演習成果報告

履修要件
臨床研究実地研修 を修了していること

成績評価の方法・観点
実習にて作成する報告書または発表の内容に基づいて評価する．平常点（出席状況など）も考慮す
る．

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
実習中に指示する．

授業外学修（予習・復習）等
実習中に指示する．

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

臨床統計家の実務スキル（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名

准教授医学研究科 土居　正明
教授医学研究科 佐藤　俊哉
助教医学研究科 大宮　將義
特定助教医学研究科 今井　徹

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 月 授業
形態 実習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
臨床統計家の実務において最低限必要となる統計プログラミングの知識を学び、プログラミング、
簡単な集計及び解析の実習を行います。また、後期開講の統計科目で行うプログラミングの準備も
兼ねています。統計ソフトウェアは主に を使用し、 も一部で使用します。

【パワーポイントスライドによる講義と実習】

到達目標
統計ソフトウェアのプログラミングを学ぶことで、以下ができるようになる
・解析に適したデータセットの作成
・単純集計、簡単な図表の作成
・基本的な統計解析
・経時測定データ解析の基礎
・生存時間解析の基礎

授業計画と内容
第 回　 月 日 限　 入門（土居）
第 回　 月 日 限　基本統計量の算出および簡単な作図（土居）
第 回　 月 日 限　相関と回帰（土居）
第 回　 月 日 限　 によるデータハンドリング （土居）
第 回　 月 日 限　 によるデータハンドリング （土居）
第 回　 月 日 限　 実習（大宮、土居、今井）
第 回　 月 日 限　検定と の順位和検定（土居）
第 回　 月 日 限　割合の算出およびロジスティック回帰（土居）
第 回　 月 日 限　一般線形モデル（土居）
第 回　 月 日 限　経時データの解析 （土居）
第 回　 月 日 限　経時データの解析 （土居）
第 回　 月 日 限　生存時間解析 （土居）
第 回　 月 日 限　生存時間解析 （土居）
第 回　 月 日 限　 基礎（土居、大宮、今井）

臨床統計家の実務スキル（ 限定） へ続く↓↓↓
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臨床統計家の実務スキル（ 限定）

履修要件
・臨床統計家育成コースの学生さんに限定します
・統計ソフトウェア 、 をインストールしたノートパソコンを持参してください

成績評価の方法・観点
平常点およびレポート

教科書
教科書は使用しませんが、指定参考書の購入を強く推奨します。

参考書等
（参考書）
高浪洋平 舟尾暢男 『統計解析ソフト「 」』（カットシステム）
（【指定参考書】購入を強く推奨します）
舟尾暢男 『 第 版 データ解析環境 の基本技・グラフィックス活用集』（株式会
社オーム社）
船渡川伊久子 船渡川隆 『経時データ解析』（朝倉書店） （※「統計モ
デルとその応用」の参考資料にもなります。）
大橋靖雄 浜田知久馬 魚住龍史 『生存時間解析 応用編 による生物統計』（東京大学出
版会） （※「生存時間解析」の参考資料にもなります。）

授業外学修（予習・復習）等
　プログラムの習得にはかなりの時間がかかります。後期の講義で役立つ内容ですので、特に復習
に時間をかけ、たくさんのプログラムを書いてください。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

統計的推測の基礎・演習（ 限定） 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 佐藤　俊哉
統計数理研究所 逸見　昌之

准教授医学研究科 土居　正明
特定助教医学研究科 今井　徹
助教医学研究科 大宮　將義

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 木 ・ 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
　この授業では、「統計的推測の基礎」の講義内容を中心に、統計関連科目を学ぶ上で、その基礎
となる事項に関連した演習問題に取り組む。「統計的推測の基礎」の講義進捗に合わせて、前半で
は統計的推測全般に係る基礎事項の演習問題に取り組み、後半では統計的推測（推定・仮説検定・
信頼区間）の具体的な演習問題に取り組む。
　この授業の全体を通じての目的は、「統計的推測の基礎」で扱う各テーマの具体的問題を通じて
の理解および定着と、それらを通じて得られる統計的推測の基本的な考え方を身に付けることであ
る。前半の演習では、統計関連科目を学ぶ上で必要な計算能力を身につけ、後半の演習では、臨床
統計学が応用される現実的問題に近い問題設定に取り組むことで、統計的推測がどのように用いら
れるかを知り、その有用性を理解する。
受講生のバックグラウンドは様々であると想定されるため、多くの教員を配置し、各受講生の進捗
に合わせて演習を進める。

【演習形式】（ 月 日まで 限、 日からは 限に開講）

到達目標
・統計的推測法および関連する統計手法に必要な技術を理解し、応用することができる
・基本的な統計量の意味や性質を理解し、それらを自らの手で計算することができる
・統計的推測の基本事項が、実際の臨床研究等のどのような場面で必要になるかを理解し、応用上
重要な基本的問題を解くことができる

授業計画と内容
第 回　 月 日　基礎数学の確認と確率の計算
第 回　 月 日　離散型確率変数の基本的な性質
第 回　 月 日　連続型確率変数の基本的な性質
第 回　 月 日　複数の確率変数
第 回　 月 日　複数の確率変数
第 回　 月 日　正規標本に関連する確率分布
第 回　 月 日　統計的推定の基本事項
第 回　 月 日　統計的仮説検定の基本事項
第 回　 月 日　統計的仮説検定の基本事項
第 回 月 日　線型回帰分析の基礎
第 回 月 日　線型回帰分析の基礎
第 回 月 日　漸近的方法の基本事項 （極限定理、最尤法とその性質）
第 回 月 日　漸近的方法の基本事項 （最尤法に基づく検定）
第 回 月 日　漸近的方法の基本事項 （デルタ法、最尤法以外の推定法など）

統計的推測の基礎・演習（ 限定） へ続く↓↓↓

統計的推測の基礎・演習（ 限定）

履修要件
臨床統計家育成コース限定科目です

成績評価の方法・観点
毎回、演習問題の解答を提出してもらい、その内容に応じて成績評価を行います

教科書
個々の進捗に合わせて、演習中に紹介します

参考書等
（参考書）
個々の進捗に合わせて、演習中に紹介します

授業外学修（予習・復習）等
・同日に開催される「統計的推測の基礎」と合わせて履修することで、予習は必要ありません。た
だし、微積分や線形代数等の基本的な計算技術に不安があるときは、教員と相談しながら、各自勉
強を進めてください
・解けなかった問題に関しては、演習中もしくは演習後に教員に質問し、解決した上で必ず反復演
習を行ってください。一度解けた問題でも、期間をおいて再度取り組んでください

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

メタアナリシス 担当者所属・
職名・氏名 特定教授医学研究科 田中　司朗

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

通年集中曜時限 集中講義
授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
系統的レビューのための統計手法であるメタアナリシスについて、教科書「新版メタ・アナリシス
入門」に沿って講義・実習を行う。 選択、 選択。

到達目標
・ を用いてメタアナリシスを行う技術を身につける。
授業計画と内容
・講義形式と実習形式、実習は統計ソフトウェア を用いたデータ解析を行うため、各自で
を用意すること。 のインストールについては、第 回で説明する。実習のアシスタントは、

臨床統計スタッフが行う。
第 回　 月 日 限　メタアナリシスの代表的な方法（ ～ 章）（丸尾）
第 回　 月 日 限　メタアナリシスの代表的な方法（ ～ 章）（田中）
第 回　 月 日 限　メタアナリシスの代表的な方法（ ～ 章）（田中）
第 回　 月 日 限　メタアナリシスの代表的な方法（ ～ 章）（田中）
第 回　 月 日 限　多変量・ネットワークメタアナリシス（ 章、 ～ 章）（田中）
第 回　 月 日 限　多変量・ネットワークメタアナリシス（ 章、 ～ 章）（田中）

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
平常点（ ％）、レポート（ ％）

教科書
丹後俊郎『新版メタ・アナリシス入門─エビデンスの統合をめざす統計手法─』（朝倉書店）

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
の基本的な使用法を理解しておくとスムーズに実習に取り組める。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：　不可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

アントレプレナーシップ 担当者所属・
職名・氏名

特任教授医学研究科 寺西　豊
特定教授医学研究科 鈴木　忍
特定講師医学研究科 山口　太郎
非常勤講師 吉川　友貞
非常勤講師 四本　賢一

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期不定曜時限 月６ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
コースの概要
・前半では、汎用性が高い経営管理手法の習得に力点を置く。講義とケーススタディ演習を組み合
わせ、アントレプレナーに必要な思考様式と基本的な経営管理手法の習得に費やす。
・後半では、講義とワークショップ（ビジネスプランもしくはビジネスコンセプトの作成が中心）
を組み合わせた構成とする。講義では、バイオ・医療産業セクターの産業構造の特徴や最新トピッ
クについても触れたい。
・年度ごとに重点テーマを変えているが、本年度はデザイン思考とビジネスモデル及びベンチャー
の事業開発の手法の２点である。前者については、デザイン思考に基づくビジネスモデル作成のス
キルを習得する。後者については、ベンチャー固有の資金調達手法（含： からの調達、公的金
融機関、リース、産業ファイナンス等）と事業計画作成スキルを、講義と演習を通じて身につけて
もらいたい。

教育・学習方法
・本講座は、講義、ケーススタディ演習、ワークショップから構成される。ケーススタディ演習と
ワークショップに関しては、小グループによるプレゼンテーションがある。

到達目標
・コースで習得した思考様式・経営管理手法・業界関連知識を活用することにより、医療系起業家
としてのスキルを習得する。
・これにより、事業シーズ探索から事業開発計画の立案まで出来る能力を獲得する。
・この様な人材を当講座から輩出し、起業家と研究者との両面の資質を備えた人材を育成し、事業
化成功の確率向上に寄与することが、本講座の最終目的である。

授業計画と内容
第 回 月 日ガイダンス／アントレプレナーシップ、デザイン思考
第 回 月 日ビジネスモデルの類型と収益構造、顧客戦略
第 回 月 日最適なビジネスモデルの選択と戦略（エスノグラフィー）
第 回 月 日ショートケース演習（損益計算書の活用）
第 回 月 日財務諸表の読み方（外部講師）
第 回 月 日会社設立に関する法務・会計・税務（外部講師）
第 回 月 日個人のビジネスアイデア発表
第 回 月 日資金調達（外部講師）
第 回 月 日サイエンスカフェ方式のアイデアの展開（チームアップ）
第 回 月 日中間発表
第 回 月 日バイオベンチャーの歩み（外部講師）

アントレプレナーシップ へ続く↓↓↓

アントレプレナーシップ

第 回 月 日新規事業展開（外部講師）
第 回 月 日産学連携活動の現状と大学発ベンチャー
第 回 月 日ビジネスモデルコンペ発表
第 回 月 日ビジネスモデルコンぺ発表

＊ 回、 回は日程の都合により、同日（ 月 日）に行う予定です。
＊外部講師の都合等で日程変更の可能性あり。

履修要件
知財必修・ 選択

成績評価の方法・観点
以下の３点を総合的に勘案して評価する。
①平常点（出席を含む）、発言頻度（ケーススタディ演習によるプレゼンテーション、ディスカッ
ションへの積極的参加等）
②チームワーク
③ビジネスモデル発表（ レポート提出）

教科書
必須テキスト：なし。講師が作成した 資料で代用。その他、適時講義中に参考資料を提示

推奨テキスト：
「バイオデザイン」ステファノス・ゼニオス、ジョシュ・マコーワー、その他（薬事日報社）
「コーポレートファイナンス第 版上・下」リチャード・ブリーリー、スチュワート・マイヤーズ
（日経 社）
「ビジネスモデル・ジェネレーション：ビジネスモデル設計書」アレックス・オスターワルダー（
翔泳社）
「リーン・スタートアップ」エリック・リース（日経 社）

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
ビジネスモデル作成にあたり、担当チームでの検討作業が必須となる。

（その他（オフィスアワー等））
・タイトな講義内容ですが、合理的なカリキュラムを練っております。単なる知識の習得と言うよ
りも、ビジネス社会で通じる実践的な思考を習得出来るよう工夫しています。
・ 年度受講者が講義内で作成したビジネスモデルを基本としたものが、日刊工業新聞主催のビジ
ネスコンペで入賞。また、 年度受講者のビジネスモデルは、大阪商工会議所・大阪 センター
等が主催する「 フォーラムおおさか 」での事業紹介として取り上げられ、大阪 センタ
ーの事業化支援対象事業となりました。

アントレプレナーシップ へ続く↓↓↓

アントレプレナーシップ

・このコースを受講した方は、 夏期集中講義「アントレプレナーシップ特論」（ビジネスゲ
ームによるキャッシュフロー管理、管理会計学の基礎入門コース）を受講できます。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

メディカル分野技術経営学概論 担当者所属・
職名・氏名

非常勤講師 山本　博一
特定講師医学研究科 池田　隆文

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期不定曜時限 木６ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
近年、様々な新しい技術の出現と医療領域への応用のが進み、医療関連産業には、医薬品産業、医
療機器産業といった従来のカテゴリーを超えた新しいビジネスモデルの登場など、大きな変化が生
じている。本授業では、医薬品（新薬）及び医療機器の研究・開発、標準化、特許、ライセンス、
産学連携、バイオベンチャーなどの基礎を学ぶとともに、これら新しい流れについてその概略を学
ぶ。学内の講師とともに、医療産業や大学、行政で活躍されている方を複数外部講師として招へい
し、現実の活動に触れることにより、医療産業の開発プロセスを支える最新技術、戦略、組織につ
いて講義を行う。
医薬品及び医療機器、再生医療産業には、ライフサイエンスの最先端の研究成果のみならず、行政
の観点、倫理の観点から見た課題解決や、ベンチャーや産学連携組織の構築など、様々な分野の研
究の成果が集積している。また、新しいビジネスモデルの登場とともに、従来の枠を超えたオープ
ンイノベーションの枠組みが重要となってきている。医療産業に興味のある多様な専門性を持った
受講生が、産業の全体像を理解し、自らの専門性が本産業において果たす役割と重要性を理解でき
ることを目的とする。

到達目標
上記を通して、医療関連産業の最近の動向を学ぶとともに、同産業に必要とされる技術・ビジネス、
また大学の研究成果の移転、大学発ベンチャー創出などの基礎知識を持ち、医薬関連ビジネスにか
かわる基礎的な能力を得る。研究者を目指すのであれば、自身の研究の産業化、技術移転に必要と
なる要素を学び、企業との共同研究の企画などの参考となる事象を理解できる。

授業計画と内容
第 回　 月 日　本講座の概要
第 回　 月 日　医薬品開発の基礎 　
第 回　 月 日　医薬品開発の基礎 　
第 回　 月 日　医療産業における国際標準化の重要性
第 回　 月 日　医療機器の薬事規制について
第 回　 月 日　医療と
第 回　 月 日　バイオベンチャーの役割　
第 回　 月 日　医薬品産業におけるモダリティーの多様性について
第 回　 月 日　デジタルヘルスと医薬品産業
第 回　 月 日　抗体医薬
第 回　 月 日　個別化医療と製薬企業
第 回　 月 日　米国のベンチャーキャピタルの動向
第 回 月 日　創薬におけるオープンイノベーション（１）
第 回 月 日　創薬におけるオープンイノベーション（２）
第 回 月 日　医療産業の研究開発における課題と将来

＊外部講師の都合により日程変更等の可能性があります。

メディカル分野技術経営学概論 へ続く↓↓↓
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メディカル分野技術経営学概論

履修要件
知財必修・ 選択
医療関連産業に興味をお持ちの方はどなたでも受講可能です。

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）、発表とレポートにより総合的に評価する。

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める

（その他（オフィスアワー等））
前半（ 回から 回）は （知財経営 国際標準化）、 回から 回は創薬医学との共通講義となり
ます。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

特許法特論・演習（前期） 担当者所属・
職名・氏名 非常勤講師 藤井　淳

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期不定曜時限 水６ 授業
形態 特論 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
コースの概要
　製造メーカーのほか、大学を含む研究機関において有効な知財戦略を構築する上で、研究者の知
財に関する意識・知識の習得が必要不可欠となっている。つまり、知財戦略を進めるに際しては、
知財担当者任せでは不十分であり、発明内容に精通した発明者（研究者）によるサポートも必要不
可欠である。
　特に、ライフサイエンス分野（医薬、化学等を含む）では、実験データの存在意義が極めて大き
く、その取り扱いのいかんによって知財戦略の明暗を分けることも多い。
　そこで、当講座では、特許法の基本的事項に加え、研究者が必要最小限知っておくべき特許実務
の解説を行う。

学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・一般的な特許実務に加え、化学・バイオ系分野に特有の特許実務を理解し、研究機関・企業にお
ける事業活動等を有効にプロテクトするために必要な特許の基礎知識を身に付ける。
・弁理士、特許庁審査官・審判官等の知財専門家と円滑な意思疎通を図るための必要最低限の知識
を習得する。

教育・学習方法
・パワーポイント資料、 資料を中心にした講義
・各自の事前学習を含む事例資料を使用した事例紹介

到達目標
一般的な特許実務に加え、化学・バイオ系分野に特有の特許実務を理解し、研究機関・企業におけ
る事業活動等を有効にプロテクトするために必要な特許の基礎知識を身に付ける。
さらに、弁理士、特許庁審査官・審判官等の知財専門家と円滑な意思疎通を図るための必要最低限
の知識を習得する。

授業計画と内容
月 日　第 回
　特許法概要：特許制度の原理、特許戦略のあり方
月 日　第 回
　発明のカテゴリーと特許権の効力、化学・バイオ特許で多用される特殊なクレーム表現形式（用
途発明、プロダクトバイプロセス、ファンクションクレーム）の特許性及び権利範囲の考え方
月 日　第 回
　特許特許法上の発明とは：化学・バイオにおける発明と発見との区別、作用機序の発見と特許性、
日米欧における治療方法の取扱い、再生医療関連の発明の取扱い、臨床研究における成果物の取扱
い
月 日　第 回
　記載要件 ：明細書の記載、実施可能要件、実施例の記載（実験データの取扱い：実験データの
量と質の問題、測定条件の特定、医薬発明と薬理データ、官能評価のあり方、市販材料の特定、実

特許法特論・演習（前期） へ続く↓↓↓

特許法特論・演習（前期）

験データのねつ造）、微生物の寄託制度
月 日　第 回
　記載要件（２）：特許請求の範囲の記載要件（明確性）、化学・バイオ関連技術におけるクレー
ムドラフティングにおける留意点
月 日　第 回
　発明の新規性：上位概念・下位概念の関係、製法と物の発明との関係、数値限定発明の取扱い、
日米欧における新規性喪失の例外の取扱い、新規性喪失の例外と 出願・米国出願との関係
月 日　第 回
　発明の進歩性（ ）：実務における発明の進歩性の考え方、進歩性判断における動機づけ、阻害
要因、後知恵とは、進歩性判断における周知技術・技術常識の取扱い
月 日　第 回
　発明の進歩性（ ）：発明の効果の非予測性とは、化学・バイオ関連発明における取得容易性（
又は ）の考え方、選択発明の考え方と実例
月 日　第 回
　先願：特許法 条と 条の 、上位概念・下位概念の関係、 条と自社先願対策
月 日　第 回　
　実務上重要な手続き（ ）：手続補正と新規事項追加の考え方、新規事項と拒絶理由・無効理由、
化学・バイオ関連に特有の問題（数値限定、実験データの追加・削除など）
月 日　第 回　
　実務上重要な手続き（ ）：特殊出願（分割出願、国内優先出願）の基本と実務上の利用方法、
早期審査制度の活用、医薬・農薬における特許権の延長登録制度
月 日　第 回　
　外国特許戦略：外国出願戦略の考え方、パリ優先権主張と外国出願、ＰＣＴ出願の実務、外国出
願のための費用と効果等
月 日　第 回　
　特許権の効力、特許権の活用、ライセンス戦略：実施権の基礎、ライセンスの実務、契約書の基
本条項、ライセンスと
月 日　第 回　
　特許侵害訴訟：特許侵害訴訟の実務と現状 ：特許侵害訴訟の概要
月 日　第 回　
　特許侵害訴訟：特許侵害訴訟の実務と現状 ：特許侵害訴訟における原告又は被告としての実務
対応の概要

履修要件
知財必修・ 選択

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）、および効果確認試験

教科書
テキストとして講義ごとにプリントを配布します。
下記の特許庁テキスト（平成 年度知的財産権制度説明会（初心者向け）テキスト）を配布します
ので、そのテキストも併用します。

特許法特論・演習（前期） へ続く↓↓↓

特許法特論・演習（前期）

参考書は、特に指定はありません。例えば、下記のような資料を参考にして下さい。
〔参考書等〕
企業実務家のための実践特許法（外川英明著，中央経済社）
）特許法（茶園成樹著，有斐閣）
）特許庁説明会テキスト　特許庁ＨＰ＞お知らせ＞イベント情報＞特許庁主催説明会・シンポジ
ウム＞説明会テキスト

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
上記の配布予定の特許庁テキストの「第１節　特許制度の概要」等の該当箇所を一読しておいてく
ださい。

（その他（オフィスアワー等））
・本講座と併せて知的財産経営学基礎を受講することを推奨します。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

特許法特論・演習（後期） 担当者所属・
職名・氏名 非常勤講師 田中　順也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期不定曜時限 水６ 授業
形態 特論 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
授業の概要
・化学・バイオ系（ライフサイエンス）の分野を中心として、研究成果である発明の抽出から特許
出願、さらには特許権取得に至るまでの特許実務について演習を交えて学習する。特に、特許調査
及び特許性の判断、実験データ等に基づく明細書（発明説明書）の作成、事例研究について具体例
を題材として特許戦略の実務について理解する。

教育・学習方法
・パワーポイント資料を中心にした講義ならびに実例を使った演習
・各自の事前学習を含む事例資料を使用したケース研究講義

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
個人学習・研究を含む演習を通じて、特許戦略の実務について理解を深め、その実務に最低限必要
な基礎知識・能力を身に付ける。

授業計画と内容
第 回 月 日　特許明細書の読み方と書き方 ：実際の特許明細書を参照して特許明細書の読み
方と書き方を解説
第 回 月 日　特許明細書の読み方と書き方 ：実際の特許明細書を参照して特許明細書の読み
方と書き方を解説
第 回 月 日　特許明細書（発明説明書）の作成（ ）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第 回 月 日　特許明細書（発明説明書）の作成（ ）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第 回 月 日　特許明細書（発明説明書）の作成（ ）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第 回 月 日　特許明細書（発明説明書）の作成（ ）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第 回 月 日　ライフサイエンス分野における特許のポイント
第 回 月 日　特許明細書の分析 ：特許明細書を分析し、プレゼンテーション・議論する。
第 回 月 日　特許調査及び特許性の判断 ：１つの特許公開公報を選び、特許調査及び特許性
の判断を行い、プレゼンテーション・議論する。
第 回 月 日　特許調査及び特許性の判断 ２ ：１つの特許公開公報を選び、特許調査及び特許
性の判断を行い、プレゼンテーション・議論する。
第 回 月 日　ライフサイエンス分野における特許のポイント ２
第 回 月 日　事例研究 ：バイオ・化学関連の審決取消訴訟の事例を題材として、個人学習・
プレゼンテーションを踏まえて議論する。

特許法特論・演習（後期） へ続く↓↓↓

特許法特論・演習（後期）

第 回 月 日　事例研究 ：バイオ・化学関連の審決取消訴訟の事例を題材として、個人学習・
プレゼンテーションを踏まえて議論する。
第 回　 月 日　ライフサイエンス分野における特許戦略上の実務ポイント
第 回　 月 日　事例研究 ：バイオ・化学関連の審決取消訴訟の事例を題材として、個人学習
・プレゼンテーションを踏まえて議論する。

履修要件
知財必修・ 選択
事前に履修することが推奨される科目：「特許法特論・演習（前期）」

成績評価の方法・観点
レポート（課題に対するプレゼンテーション）、ケース研究への参加を総合的に評価する。

教科書
必須テキスト：なし。最低限必要な資料は講義にて配布する。
推奨テキスト：・特許の知識（竹田和彦著　ダイヤモンド社）
　　　　　　　・産業財産権標準テキスト特許編（発明協会）
　　　　　　　・知的財産権法文集（発明協会）

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
特許公報、裁判例等を題材としてた課題について、授業で発表してもらうため、授業前に事例研究
を十分に行うことが必要となる。

（その他（オフィスアワー等））
・特許実務について演習を交えて学習します。不安な方は初回に相談して下さい。
・特許に関する基礎的知識がない方は、事前に特許法特論・演習（前期）を履修して下さい。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

契約実務演習 担当者所属・
職名・氏名

特任教授医学研究科 阿部　誠二
非常勤講師 宗定　勇
特定教授医学研究科 早乙女　周子

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期不定曜時限 火６ 授業
形態 演習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
コースの概要
知的財産の保護、運用、移転といった実務の各場面において、より効果的なマネージメント、紛争
発生の回避、あるいは紛争解決のためには、契約法の基本的理解に基づいた契約能力が要求される。

本講義では、契約法の基礎、リーガルリサーチの方法、独占禁止法の概要および共同研究契約、特
許実施許諾契約などにおける留意点や契約交渉の基礎的技術等を創薬分野の事例に基づいて学ぶ。

教育・学習方法
講義および演習参加

到達目標
・契約法の基礎を理解する
・契約のポイントを交渉から契約締結までの流れとともに理解する
・簡単な契約書を作成することができる

授業計画と内容
第 回（阿部）１０月　６日契約法概説　
第 回（宗定）１０月１３日知的資本経営と契約
第 回（阿部）１０月２０日独占禁止法
第 回（阿部）１０月２７日契約と特許　
第 回（阿部）１１月１０日秘密保持契約
第 回（阿部）１１月１７日 （ ）
第 回（早乙女）１１月２４日リーガル・サーチ
第 回（早乙女）１２月　１日交渉術
第 回（阿部）１２月　８日共同研究開発契約（１）
第 回（阿部）１２月１５日共同研究開発契約（２）
第 回（阿部）１２月２２日共同研究開発契約（３）
第 回（阿部） １月　５日特許実施許諾契約（１）
第 回（阿部） １月１２日特許実施許諾契約（２）
第 回（阿部） １月１９日契約交渉演習（１）
第 回（阿部） １月２６日契約交渉演習（２）

※外部講師の都合等で日程変更の可能性あり。

契約実務演習 へ続く↓↓↓

契約実務演習

履修要件
知財必修・ 選択
事前或いは同時に履修することが推奨される科目：知的財産経営学基礎、特許法特論・演習

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）、課題の提出、演習への参加、発表

教科書
必須テキスト：なし。資料等は教員より提供する
推奨テキスト：「知っておきたい特許契約の基礎知識」独立行政法人工業所有権情　　　　　　　
　　報・研修館

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
適宜指示する

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：可（事前に連絡してください）

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

知的財産法演習 担当者所属・
職名・氏名

非常勤講師 當麻　博文
非常勤講師 宗定　勇

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期不定曜時限 月６ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
コースの概要
・化学・バイオ系（ライフサイエンス）分野における知的財産が我が国において、どのように保護、
活用されているのかを裁判例等を踏まえつつ概観し、その現状、論点等について学習する。
・過去の判決例からそのエッセンスや傾向を分析し、知的財産を適切に保護および活用するために
必要な基本的な方法論を学ぶ。
・ライフサイエンス分野における知的財産を取り巻く現状についても、併せて学習する。

到達目標
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）

・過去の重要判決例の主要論点を分析し、論理的にその意義を理解すると共に、具体的な事例演習
を通して知的財産を適切に保護する実務能力を身に付ける。
・判決例からそのエッセンスや近時の傾向を学ぶことにより、ライフサイエンス分野特有の知的財
産の保護および活用方法についての実践力を身に付ける。
・ライフサイエンス分野に関する知的財産を取り巻く現状について理解を深める。

教育・学習方法
・パワーポイント資料を中心にした講義、および事例資料を使用した討議や演習を通じて理解を深
める。

授業計画と内容
第 回 月 日ガイダンス、総論
第 回 月 日発明者認定の重要性について
第 回 月 日宗定先生：知的資本経営を目指して
第 回 月 日熊谷先生：審判の役割について
第 回 月 日審決・判決の読み方、審判制度
第 回 月 日審決取消訴訟（新規性、進歩性）
第 回 月 日審決取消訴訟（進歩性）
第 回　 月 日審決取消訴訟（記載要件、補正、訂正）
第 回 月 日事例研究（進歩性）（発表、討論）
第 回 月 日審決取消訴訟（存続期間延長登録出願）
第 回 月 日特許権侵害訴訟（１）：特許権の効力、特許発明の技術的範囲
第 回 月 日特許権侵害訴訟（２）：均等論、抗弁等
第 回 月 日特許権侵害訴訟（３）：間接侵害等
第 回 月 日事例研究（侵害訴訟）（発表、討論）
第 回 月 日熊谷先生：特許制度全般について
試験なし

※外部講師の都合等で日程変更等の可能性あり。

知的財産法演習 へ続く↓↓↓

知的財産法演習

履修要件
知財必修・ 選択
特許法上の実務に関する基礎知識（特許要件、審査基準等）を有していることが望ましい。
事前あるいは同時に履修することが推奨される科目：「特許法特論・演習（前期、後期）」

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む）、および課題レポートの提出により、総合的に評価する。

教科書
必須テキスト：なし。必要な資料等は講義にて配布する。
推奨テキスト：別冊ジュリスト　特許判例百選　第５版〔 〕（ 年 月発行）

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
講義で紹介する予定の判決例を予習し、争点を把握しておく。

（その他（オフィスアワー等））
・化学、バイオ等についての高度な専門知識は要しない（技術内容については必要に応じて適宜説
明する。）。
・講義予定は、暫定的なものであり、変更があり得るため、注意のこと。
・ 月 日、 月 日及び 月 日は、 限及び 限の連続講義となる予定です。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：　可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

知的財産経営学　基礎 担当者所属・
職名・氏名

特定教授医学研究科 早乙女　周子
非常勤講師 藤井　淳
非常勤講師 田中　順也

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期不定曜時限 火６ 授業
形態 講義 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
・ライフサイエンス分野の産学連携活動のニーズや事例、留意点を学習する。
・研究成果を知的財産として保護するために、必要な特許制度の基礎的な知識を学習する。
・実験ノートの書き方やマテリアルの入手・提供、共同研究について知的財産の観点からの留意点
を学習する。
・発明概要説明書作成の実習を通じて、研究成果を広く保護するためにはどのように発明を記載す
るべきかを学習する。
・講義形式を主とし、実習や小グループによる演習も通じて理解を深める。

到達目標
・各自の研究生活において、他人の権利の侵害行為の回避、自身の研究成果の権利確保と活用に関
して、自己の判断で問題点を整理し、専門家の助言を適時に得ながら円滑に進めていくことのでき
る能力が取得できる。
・自らの発明を着実に知的財産として確保できるようになる。
・特許の企業へのライセンスや共同研究契約締結を容易に進められるようになる。
・研究マテリアルの入手や提供がスムーズに行えるようになる。

授業計画と内容
第 回 月 日イントロダクション（早乙女）　　講義の内容、ねらいの確認
第 回 月 日知的財産とは（藤井）知的財産権・特許制度の概要、特許戦略の基本、職務発明の基
礎知識
第 回 月 日特許の実務ポイント（藤井）発明と発見、作用機序の取扱い、医療関連発明、実験デ
ータの取扱い
第 回 月 日特許明細書の基礎（田中）　特許明細書の構成、内容
第 回 月 日先行技術調査の手法（早乙女）　特許出願の検索方法
第 回 月 日外国特許戦略（藤井）外国出願の方法・コスト、出願国の決め方
第 回 月 日先行技術調査課題の解説、他者の権利侵害回避、試験研究の例外について（早乙女）
第 回 月 日 について（早乙女）研究マテリアルの価値、入手、提供、管理システム
第 回 月 日共同研究（早乙女）共同研究契約のポイント、各種研究関連契約の基礎
第 回 月 日実験ノート（早乙女）実験ノートの扱い、研究発表と特許出願、
第 回 月 日　大学の知の権利化ケース研究【 】（早乙女）医学発明の例を用いて、小グループ
で発明概要書を作成
第 回 月 日ライフサイエンス特許に関するトピックス （早乙女）
第 回 月 日ライフサイエンス特許に関するトピックス （早乙女）
第 回 月 日大学の知の権利化ケース研究【 】（田中）グループ発表、解説
第 回 月 日技術移転（早乙女）技術移転、特許のライセンス、 の機能、利益相反

知的財産経営学　基礎 へ続く↓↓↓

知的財産経営学　基礎

履修要件
知財選択・ 選択

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む：配分　 ）、発表とレポート（配分 ）により、総合的に評価する。

教科書
特に無し。必要な資料は講義にて配布する。

参考書等
（参考書）
隅蔵康一 『これからの生命化学研究者のためのバイオ特許入門講座』（羊土社）
廣瀬隆行 『企業人・大学人のための知的財産権入門　ー特許権を中心にー』（東京化学同人）

授業外学修（予習・復習）等
推奨テキストにより、適宜予習復習すること。

（その他（オフィスアワー等））
・知的財産について興味がある学生ならどなたでも受講できます。
・積極的な質問、討議を歓迎します。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

アントレプレナーシップ特論 担当者所属・
職名・氏名

特定教授医学研究科 早乙女　周子
特任教授医学研究科 寺西　豊
特定講師医学研究科 山口　太郎
特定助教経営管理大学院 市原　勇一

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 集中講義
授業
形態 特論 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
・製造業のビジネスゲームを通じて、管理会計の基礎について学習する。
・ビジネスゲームでは製造設備（工場）、原材料の購入、従業員の雇用、商品の生産、販売までを
行う。各行動の費用、売上を記帳し、 ヶ月が経過したところで貸借対照表（ ）及び損益計算
書（ ）を作成し経常利益を算出する。
・経営の疑似体験を通じて、経営戦略の検討、ビジネスモデルの構築及び会計の基礎知識を習得す
る。
・経済の専門知識がなくても作成できる財務諸表作成シートを使用することにより、学生のバック
グラウンドによらず、会計の基礎知識を習得することができる。さらに、ゲームを通じた演習によ
り、実践的な会計の知識を習得することができる。

到達目標
経営の疑似体験を通じて、ビジネスに必要な会計の知識を実践的に習得する。
そのことにより、実際にアントレプレナーとして起業する際に、事業を成功に導くことができるよ
うなビジネスモデルの構築、予算管理を行うことができる。

授業計画と内容
第 回 月 日導入講義
第 回 月 日ビジネスゲームルールの説明
第 回 月 日ビジネスゲームデモ
第 回 月 日ビジネスゲーム
第 回 月 日管理会計
第 回　 月 日　投資と企業経営
第 回 月 日ビジネスゲーム
第 回 月 日ビジネスゲーム発表資料作成
第 回 月 日ベンチャー経営の実際
第 回 月 日ビジネスゲーム経営結果の発表と振り返り

履修要件
知財選択・ 選択
ビジネスゲームは 名 チームで行うため、全講義出席可能であることを必須条件とします。
本講義は演習科目ですので、講義で必要な管理会計の知識はアントレプレナーシップを受講して、
予め習得しておいてください。

アントレプレナーシップ特論 へ続く↓↓↓

アントレプレナーシップ特論

成績評価の方法・観点
平常点（出席を含む：配分　 ）、発表とレポート（配分 ）により、総合的に評価する。

教科書
必須テキスト：無し。必要な資料は講義にて配布する。

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
アントレプレナーシップの講義内容、特にビジネスモデル、会計に関する内容について理解してお
くこと。
講義開始前にビジネスゲームのルールの を視聴し、ルールブックも配布するので、ビジネスゲ
ームのルールをよく理解しておくこと。

（その他（オフィスアワー等））
人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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FY2020 Syllabi for Master Course

Kyoto University School of Public Health

NB. The English translation is a courtesy translation and please always refer to the 
Japanese version, which remains the official version.
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Mission and educational program of the 
Kyoto University School of Public Health

(http://sph.med.kyoto-u.ac.jp/)

1. Mission of the school
The mission of the Kyoto University School of Public Health (KUSPH) is to improve people’s health and 

welfare through the following activities and through their interactions between medical science and 

healthcare, as well as society and the environment.

Teaching

Providing education of broad disciplines to help students to be specialists and/or leaders in healthcare, 

policy making, research, and education of public health.

Research

Creating new knowledge and skills through deep understanding of the economic, environmental, 

behavioral, and social factors affecting people’s health.

Translating Research into Practice and Policy

Disseminating research outputs to practical programs and policies related to the health and medical care 

in society.

Professional Practice

Contributing to improving health at multiple levels (individual, organizational, regional, national, and 

global) through specialized knowledge and skills.

Health-related problems cover broad issues. In order to face the challenges in health and to meet students’ 

diverse interests, the school offers a wide range of classes promoting education and research taught by faculty 

with diverse background including biostatistics, epidemiology, genome epidemiology, environmental science, 

healthcare economics and quality management, health promotion and behavioral science, AIDS and 

infectious diseases, and health policy and international health. 

2. Educational Programs
The school consists of a two-year Professional Degree Course (=Master Course) for practitioners and a three-

year Doctoral Course for researchers and educators. Students should take the classes of the Core Area 1 (2 

classes) and 2 (1 class), and at least one class from the Core Area 3-5 depending on the credit requirement of 

core educational program for each Course (Master course 10 credits and doctor course 7 credits). 
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Categories Code Title Organizer Credits Remarks

Core Area 1
H118000 Epidemiology I Prof. Nakayama 1 Required

H119000 Epidemiology II Lec. Fukuhara 1 Required

Core Area 2 H001000 Biostatistics Prof. Sato 2 Required

Core Area 3

H070000 Infectious Disease Epidemiology Prof. Furukawa 1

H124000 Occupational health and environmental health 

sciences

Assoc. Prof. Harada 1

Core Area 4

H125000 Healthcare System and Policy Prof. Imanaka 1

H128000 Healthcare Systems and Policies 

around the World

Prof. Imanaka 1

H126000 Economic Evaluation in Health Care Prof. Imanaka 1

H127000 Health Policy and Academia HPA steering 

committee

2

H109000 Drug Policy and Regulation Prof. Kawakami 1 2nd semester

Core Area 5

H075000 Behavioral Science Assoc. Prof. Watanabe 1

H076000 Basic Medical Ethics Prof. Kosugi 1

H077000 Medical Communication (Basic) Assoc. Prof. Iwakuma 1
Please refer to URL: http://sph.med.kyoto-u.ac.jp/syllabus.html for additional classes available from other schools within 
Kyoto University. These courses cannot be counted towards credits necessary for completion of the Master’s program.

2-1. Standard educational program for the MPH (Professional Degree) Course

For the “Masters of Public Health (MPH [Professional Degree])” be awarded, students are required to enroll 

for at least two years in the MPH Course, earning 30 of the below listed credits, and complete the determined 

educational curriculum for this course. However, the maximum number of classes can be registered in one 

year or in one semester in principle is 42 credits.

Category of classes
For students

with
medical background*

For students
without

medical background

Core Areas (All 5 areas should be included)a 10 10

Mandatory (Basic Medicine Ib, II, Introduction to Clinical Medicine)c 6

Task research** 4 4

Elective 16 10

Total 30 30
a Earning more than 10 credit hours from Core Area classes will be counted toward 'elective' category credits.
b Basic Medicine I will not be offered after FY2020, so the credit of Basic Medicine I (Anatomy), Basic Medicine I 
(Physiology I), or Basic Medicine I (Neurophysiology I) will be counted alternatively. 
c The credit earned by students with medial background will not be counted towards the requirement of 30 credits for the 
completion of an MPH degree.
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* Students with medical background including graduates of medicine, nursing, dentistry, pharmacy (6-year course) and 
other medical departments. Students who are graduates of the departments other than the above and wish to be recognized 
as those with medical background must obtain a permission authorized by the school.

** Task research: Students will choose the most appropriate department for their research topic, receive mentoring for 
developing a research question and research protocol, data collection and analysis, and interpretation of the results. At 
the end of the program, students are required to present their research projects completed. Students are allowed to deliver 
such presentation only if they are expected to complete their graduate course in the same academic year as the one in
which the said presentations are planned to be conducted.

*** Accreditation of completed credits: Up to 10 credits can be accredited if you have completed courses in other graduate 
schools which correspond with Core Areas 1 through 5. If you want accreditation, you need to submit the necessary 
papers upon entrance into MPH.

Special courses and programs

The following special courses and programs are available in the MPH course. Due to the differences in 

admission examination system, course changes are not allowed. 

Special courses

Master of Public Health 1-Year Course

Master of Clinical Research Course

Genetic Counselor Course

Clinical Biostatistics Course

Special programs

Management of Technology and Intellectual Property Program

Young Leader Program for Healthcare Management 

Genome Informatician Program

2-2. MPH-DrPH Course

This is a special program which starts from 2010 that allows students to proceed to the DrPH Course after 

graduating from MPH Course in one year. Applicants should meet one of the following criteria; 1. have a 

master degree other than MPH from this school, 2. Medical or dental doctor with clinical practice experience 

of 2 years or more.

Applicants who wish to proceed to the Doctor Course immediately after the Master Course, meet the 

above criteria, AND exhibit excellent performance in the entrance exam and course work, are reviewed by 

the Education Affair Committee for qualification and accepted for this Course if they fulfill the credit 

requirement for Master Course AND pass the entrance exam to the Doctor Course.

    Students who wish to be reviewed for qualification should get (or expected to get) 8 or more credits of 

the Core Area classes AND submit an application form, form stating the reasons for application, and 

recommendation letter from the potential mentor. Applicants having a master degree other than MPH from 

this school should show a copy of the master degree diploma and the applicants who are medical or dental 

doctors should show the documents certifying the clinical practice experience of 2 years or more. Application 

should be submitted to the Registration Office by Friday, August 7th (Applicants should contact the Office of 
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Student Affairs before submitting the application.)

   If the applicant does not proceed to the Doctor Course after passing the exam, MPH degree will not be 

provided.

Note: Research protocol is not mandatory but could be attached to the recommendation letter. 

2-3. Educational program for Doctoral Course

For a “Doctorate in Public Health (DrPH or PhD)” be awarded, students are required to enroll for the course 

for three years or more, receive mentoring for research, meet the following credit requirement, submit a 

doctoral paper, and pass the review and examination.  
However, the maximum number of classes can be registered in one year or in one semester in principle is 42 

credits.

Categories

For students 
who are not the graduates of KUSPH

For KUSPH 
graduatesFor students 

with 
medical background*

For students 
without 

medical background
Seminar for doctor course students 6 6 6

Master course 
program

Core (5 areas)

7
The classes of Core 

Area 1 (2 classes) and 
2, and at least one class 
from the Core Area 3-5

7
The classes of Core 

Area 1 (2 classes) and 
2, and at least one class 
from the Core Area 3-5

Mandatory (3 classes**) 6

Total 13 19 6
* Students with medical background include graduates of medicine, nursing, dentistry, pharmacy (6-year course) and other 

medical departments. Students who are graduates of the departments other than above and wish to be recognized as those 
with medical background are required to apply after admission.

** 3 classes include Basic Medicine I, Basic Medicine II and Introduction to Clinical Medicine. Basic Medicine I will not 
be offered after FY2020, so the credit of Basic Medicine I (Anatomy), Basic Medicine I (Physiology I), or Basic Medicine 
I (Neurophysiology I) will be counted alternatively.

Accreditation of completed credits: Up to 7 credits can be accredited if you have completed courses in other graduate 
schools which correspond with Core Areas 1 through 5. If you want accreditation, you need to submit the necessary 
papers upon entrance into DrPH.
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Course number 　P-PUB01 8H119 LB90　

 Course title
 (and course
 title in
 English)

疫学　ＩＩ　（研究デザイン）【領域１】
Epidemiology II

Instructor's
name, job title,
and department
of affiliation

 Part-time Lecturer,FUKUHARA SHUNICHI

Target year Professional degree students Number of credits  1   Year/semesters 2020/The first half of first 
semester

 Days and periods Fri.1,2 Class style  Lecture  Language of instruction Japanese and English 

 [Overview and purpose of the course]
The Aim of this course is to learn core competency and practical skills in designing almost all types of 
projects in the field of SPH, except qualitative research. 

 [Course objectives]
To convert vague questions to structured abstracts.
1)To convert vague questions to answerable and structured research questions (RQ)
2)To understand concepts and how you convert concepts into measurable variables
3)To convert RQ into conceptual model 
4)To understand the theory and practice in measuring variables
5)To understand the third factors
6)To understand how you can refine quality of comparison in analytical study

 [Course schedule and contents]
1 April 17 (1st period)  Designing research - 7 steps (Fukuhara)
2 April 17 (2nd period) Structuring and Modeling your research question (RQ)(Fukuhara)
3 April 24(1st period)  Group Learning: Structuring RQ(not mandatory, no credits)
4 April 24(2nd period) Group Learning: Modeling RQ(not mandatory, no credits)
5 May 22(1st period)  Taxonomy of observational epidemiology research(Onishi)
6 May 22(2nd period) Index to measure effect(Fukuhara)
7 June  5(1st period)   Causes to undermine the quality of comparison (Fukuma)
8 June  5(2nd period)  Designing measurement  (Fukuhara)
9 June12(1st period)   Causes to improve the quality of comparison (Fukuma)
10 June12(2nd period)  Examination

 [Course requirements]
MPH, MCR Required
You need to had taken or take "EpidemiologyI".

 [Evaluation methods and policy]
Attendance 40%, Examination 60%

 [Textbooks]
Instructed during class

Continue to 疫学　ＩＩ　（研究デザイン） 【領域１】(2)↓↓↓

疫学　ＩＩ　（研究デザイン） 【領域１】(2)

 [References, etc.]
（Reference books）

Fukuhara S 『Guidepost for clinical research: Learning study design by 7 steps』（www.i-hope.jp/
publication）
Hulley S 『Designing Clinical Research 2nd ed.』（William & Wilkins）
Fukuhara S 『Conceiving and structuring your research question』（www.i-hope.jp/publication）
Matsumura S. 『Building conceptual model』（www.i-hope.jp/publication）
Fukuhara S 「Guidepost for clinical research: Learning study design by 7 steps」（www.i-hope.jp/
publication)
Hulley S 「Designing Clinical Research 2nd ed.」（William & Wilkins)
Fukuhara S 「Conceiving and structuring your research question」(www.i-hope.jp/publication)
Matsumura S. 「Building conceptual model」（www.i-hope.jp/publication)

 [Study outside of class (preparation and review)]
・Didactic lectures
・Discussion at each lecture

（Other information (office hours, etc.)）
・This class is not open to students from Graduate School of Human Health Science.

*Please visit KULASIS to find out about office hours.
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宇宙怪人しまりす　医療統計を学ぶ

宇宙怪人しまりす　医療統計を学ぶ　検定の巻
これからの臨床試験
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（ ）
・医療制度・医療政策・医療経済（丸善出版 ）
・ （ ）
・病院の教科書（医学書院 ）
・医療安全のエビデンス‐患者を守る実践方策 医学書院
・医療の原価計算 社会保険研究所
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

（ ）

　 　

社会健康医学と健康政策　【領域４】 　

　

　
　環境保健の制度と政策
　

社会健康医学と健康政策　【領域４】 ↓↓↓
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社会健康医学と健康政策　【領域４】

　
　
　
　
　
　
　 －
　
　
　
　
　

　
　

（ ）

「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

（ ）

　 　

医薬政策・行政　【領域４】

，

：

“
”

医薬政策・行政　【領域４】 ↓↓↓

医薬政策・行政　【領域４】

（ ）
『 』（ ）

『 』
（ ）

（ ）
（ ）

　 　

保健・医療の経済評価　【領域４】

・

・

・

・

・

・

・

　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

保健・医療の経済評価　【領域４】 ↓↓↓
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保健・医療の経済評価　【領域４】

　 　

　
　

（ ）
・

・

・医療制度・医療政策・医療経済（丸善出版 ）
・ （ ）
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

（ ）
・
・

“
”

　 　

世界における医療制度・政策　【領域４】

１
２
３

　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

　 　
　 　
　 　

世界における医療制度・政策　【領域４】 ↓↓↓

世界における医療制度・政策　【領域４】

・
・ ≧
・

（ ）
・
・
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

（ ）

　 　

行動科学　【領域５】
　

・
・

行動科学　【領域５】 ↓↓↓
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行動科学　【領域５】

（ ）

・

・ 医療・保健スタッ
フのための健康行動理論の基礎 、医歯薬出版、

（ ）

　 　

基礎医療倫理学　【領域５】

’

　
　

　

　
　

（ ）

・
・ 　
（ ）

　 　

医学コミュニケーション・基礎　【領域５】

“ ”
”

“ ”

医学コミュニケーション・基礎　【領域５】 ↓↓↓

医学コミュニケーション・基礎　【領域５】

（ ）

（ ）

“ ”
“ ”
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医学基礎　 「解剖学」

人体は様々な細胞から組織、器官が構成されており、それらが協調して働くことで一個体として機
能している。人体の構造と機能に関する総合的理解を目指し、特に、その構造異常や機能異常によ
って起こる「疾患」を念頭において概説する。学生諸君の知的好奇心を刺激する一方で、臨床に有
益な関連事項を織り交ぜて解説したい。

・人体の構造及び機能の基本を理解する。
・異常により引き起こされる疾患の病態について解剖学的に説明できる。

　 ，

　 　 ；
；

；

’
；
；

’
；

；
；

試験およびフィードバック

医学基礎　 「解剖学」 ↓↓↓

医学基礎　 「解剖学」

，

「 」（ ）

（ 年 月発売の新判を使用する。）

（ ）
「 」（ ）

（ 年 月発売の新判を使用する。）
【参考書】
塩田浩平「グレイ解剖学原著第 版」（エルゼビア・ジャパン） （必要に応じ
て参照のこと。重いので毎回の講義に持参しなくてもよい。解剖実習では必要か。）
藤田恒夫「入門人体解剖学改訂第 版」（南江堂） （英語がどうしても辛く
なった時に参照するのに適切。）

（ ）
（教科書を購入すると、ウェブサイトへのアクセス方法が入手できま

す。）

・　講義前には、教科書の該当範囲を通読してくることが望ましい。
・　講義後には付録してある演習問題を解き、講義事項を確認する。

（ ）
初回講義より教科書を使用するので購入して持参すること。

医学基礎　 　「生理学 」

　 ，

，

（ ）

（ ）

医学基礎　 　「神経生理学 」

，

，

（ ）

（ ）

Course number

 Course title
 (and course
 title in
 English)

医学基礎　I　「神経生理学 I 」
Neurophysiology I

Instructor's
name, job title,
and department
of affiliation

 Graduate School of Medicine
 Professor,KOSUGI SHINJI

Target year Professional degree students Number of credits  2   Year/semesters  2020/Second semester

 Days and periods Thu.1 Class style  Lecture  Language of instruction  Japanese 

 [Overview and purpose of the course]
Details undecided. 
Please check an official announcement.
 [Course objectives]
Details undecided. 
Please check an official announcement.
 [Course schedule and contents]
Neurophysiology I      Thu 1 
<Lecture Schedule>
10/1,10/8,10/15,10/22,10/29,11/5,11/12,11/26,12/3,
12/10,12/17,12/24,1/7,1/14

Class Room: 人間健康科学第９教室

Details undecided. 
Please check an official announcement.
 [Course requirements]
None
 [Evaluation methods and policy]
Attitude & Attendance 30%，Reports 70%
 [Textbooks]
Details undecided. 
Please check an official announcement.

 [References, etc.]
（Reference books）

Details undecided. 
Please check an official announcement.
 [Study outside of class (preparation and review)]
Details undecided. 
Please check an official announcement.
（Other information (office hours, etc.)）
Details undecided. 
Please check an official announcement.

*Please visit KULASIS to find out about office hours.
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医学基礎　

　

・
・

医学基礎　 ↓↓↓

医学基礎　

，

，

カラーで学ぶ解剖生理学（第２版） （コメディカルサポート研究会）メディカル・サイエンス・
インターナショナル（ ）

（ ）

・佐藤昭夫、佐伯由香編．人体の構造と機能．医歯薬出版， ．
・テイポド一、パットン コメデイカルサポート研究会訳 ．カラーで学ぶ解剖生理学．医学書院，
．

・ シェフラ一、 シュミット 三木明徳、井上食央訳 ．からだの構造と機能．西村書店， ．
・クロスマン、ネアリー（野村嶬、水野昇訳）．神経解剖カラーテキスト　第 版．医学書院，
．

・大地陸男（著）．生理学テキスト．文光堂， ．
・福田康一郎（監修）．標準生理学．医学書院， ．
・ 、 他． ．

（日本語版）金澤一郎、宮下保司（監修）．カンデル神経学．メディカルサイエンスインター
ナショナル， ．
・泰羅雅登、中村克樹（監修、翻訳）．カールソン神経科学テキスト　脳と行動．丸善出版， ．

・人体の正常構造と機能（改訂第 版）全 巻縮刷版、日本医事新報社、
・プロメテウス解剖学コアアトラス　第２版、医学書院、
・絵でみる脳と神経：しくみと障害のメカニズム　第４版、

（ ）
※

　 　

臨床医学概論

　

・

・

’

臨床医学概論 ↓↓↓

臨床医学概論

，

，

・河田光博、武田英二編．臨床医学入門　人体の構造と機能及び疾病の成り立ち　第 版 栄養科学
シリーズ ．講談社サイエンティフィク，
・渡辺泱、勝見泰和、山村義治編．チーム医療従事者のための臨床医学全科．金芳堂，

（ ）
（参考書）
・ ’
・
・ガイトン　生理学、エルセヴィアジャパン
・ハーパー　生化学、丸善
・渡辺泱　検診で見つかるがんの 割は良性がんである―過剰診断時代の予防がん学―、晶文社、

（ ）
※
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医療統計学実習
　

未更新

・
・

・

医療統計学実習 ↓↓↓

医療統計学実習

・

・

・
・

・

・
・
・

（ ）

（ ）
・

・

　 　

観察研究の統計的方法

未更新

・
・
・
・

・

観察研究の統計的方法 ↓↓↓

観察研究の統計的方法

・
・

（ ）
宇宙怪人しまりす　医療統計を学ぶ　検定の巻

新版　医学統計学ハンドブック

（ ）
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文献検索法

・
・

・

・

・

・

　
　
　
　
　
　
　
　

文献検索法 ↓↓↓

文献検索法

（ ）
『 』（

）

（ ）

　 　

文献評価法
　

・
・

文献評価法 ↓↓↓

文献評価法

（ ）
『 』（

）

（ ）
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ヘルスサイエンス研究の進め方

・
・
・

・
・
・
・

　

ヘルスサイエンス研究の進め方 ↓↓↓

ヘルスサイエンス研究の進め方

（ ）
『
』（ ）

『
』（ ）

『 』（
）

（ ）

　 　

医療の質評価

・

・

・

　
　
　
　
　
　
　

医療の質評価 ↓↓↓

医療の質評価

　
　

（ ）
・医療安全のエビデンス‐患者を守る実践方策 医学書院
・病院の教科書（医学書院 ）
・ （ ）
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

（ ）
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毒性学入門

　

毒性学入門 ↓↓↓

毒性学入門

（ ）

（ ）

“ ” “ ” “ ”
“ ” “ ” “

”

　 　

医療社会学・基礎

“
” “ ”

　
　
　
　

　

医療社会学・基礎 ↓↓↓

医療社会学・基礎

（ ）

（ ）
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統計遺伝学

未更新

：

：

統計遺伝学 ↓↓↓

統計遺伝学

統計遺伝学 ↓↓↓

統計遺伝学

遺伝統計学の基礎

（ ）

（ ）

　 　

臨床試験

京都府立医科大学　教授

名古屋医療センター臨床疫学研究室　室長

未更新

“ ”

臨床試験 ↓↓↓
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臨床試験

『 』（ ）

（ ）

（ ）

　 　

統計家の行動基準 　

　

未更新

・
・
・
・

統計家の行動基準 ↓↓↓

統計家の行動基準

（ ）
『

』 誰も教えてくれなかった癌臨床
試験の正しい作法

（ ）

　 　

健康デザイン論

・
・ ’　　
　
・

～

～

～

健康デザイン論 ↓↓↓
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健康デザイン論

（ ）

（ ）

　 　

統計的推測の基礎

統計数理研究所
　

　

　

未更新

・

・

・

統計的推測の基礎 ↓↓↓

統計的推測の基礎

・
・

（ ）

・

・

・

（ ）

　 　

生存時間解析
大阪大学大学院医学系研究科

　

　

　

未更新

・

・
・
・

・
・

生存時間解析 ↓↓↓
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生存時間解析

（ ）
生存時間解析－ による生物統計

医薬統計のための生存時間データ解析
　原著第 版

生存時間解析

生存時間解析応用編 による生物統計

（ ）

　 　

統計モデルとその応用
岩手医科大学

　

未更新

・
・
・

・
・

統計モデルとその応用 ↓↓↓

統計モデルとその応用

（ ）
一般化線形モデル入門　原著第 版

『 』
経時データ解析

（ ）

　 　

行政医学・産業医学

’
’

外部講師：渡邊能行（京都府健康福祉部前保健医療対策監、京都先端科学大学）、猪飼宏（京都府
中丹西保健所）、森口次郎（京都工場保健会）、波床将材（京都市こころの健康増進センター）

【 】

行政医学・産業医学 ↓↓↓
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行政医学・産業医学

【 】

＊

（ ）

・ 予防医学・公衆衛生学改訂第 版 （南江堂 年）

（ ）

　 　

多重性の考え方

　

　

未更新

α

・

・
・
・

多重性の考え方 ↓↓↓

多重性の考え方

・
・

（ ）
統計的多重比較法の基礎

多重比較法

治験
の統計解析 理論と による実践

（ ）

　 　

遺伝医療と倫理・社会

水曜　 時限

【基本情報】
授業日時：水曜 限を原則とする（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室
レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）

【コースの概要】
遺伝医療・先端医療においては、倫理的な配慮は不可欠である。遺伝医療を中心とした医療倫理の
基本について学ぶ。特に種々のガイドラインの理解は極めて重要である。また、社会的な基盤を含
む日本の遺伝医療の現状について理解する。

遺伝医療・医学に関する倫理指針、遺伝学的検査、小児・産婦人科遺伝医療における倫理問題の基
本、社会基盤について理解する。

【第 回】 月 日＜小杉１＞遺伝医療総論：遺伝カウンセラーコースの必修科目の最初のものとし
て、必ずしも「倫理」にかかわらず、全般的なイントロダクションを行う。また、遺伝医療におけ
る倫理問題の特性、遺伝情報の共有、意図しない遺伝情報の開示などについて考える
【第 回】 月 日＜小杉２＞ヒトゲノム・遺伝子解析研究の倫理指針と他のガイドライン：研究と
して行われるヒト遺伝子解析における倫理的問題点、研究と臨床の境界と区別について考える
【第 回】 月 日 臨床第一講堂 ＜小杉３＞遺伝医療に関するガイドラインについて：関連する種
々のガイドラインに関する復習
【第 回】 月 日＜小杉４＞企業で行われる遺伝子解析について：遺伝学的検査を臨床検査会社等
の外部委託する場合の問題点、非医療機関で行われる遺伝子検査の問題点について考える。
【第 回】 月 日＜小杉５＞遺伝学的検査に関するガイドライン・遺伝子検査の意義：臨床的に行
われる遺伝学的検査の実施に際して考慮されなければならない倫理的問題について、遺伝子診断の
意味とその問題点について、発端者・血族における違いを明確にしながら考える。
【第 回】 月 日＜小杉６＞発症前遺伝子診断・について：発症前遺伝子診断・易罹患性診断の意
味とその問題点について、神経変性疾患、家族性腫瘍など疾患における違いを明確にしながら考え
る
【第 回】 月 日 限＜山田１＞人工妊娠中絶：本邦における人工妊娠中絶について，その倫理問
題について考える
【第 回 月 日】＜小杉７＞多因子疾患易罹患性診断・遺伝学的検査の ・ゲノムコホート研究
について：遺伝学的検査については

が重要。特に、多因子疾患においては今後の研究によるその確立が必要である。
遺伝医療と倫理・社会 ↓↓↓
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遺伝医療と倫理・社会

そのためにはゲノムコホートによる長期的な取り組みが必要である。
【第 回】 月 日 限＜和田１＞小児遺伝性疾患の診断・告知と代諾：小児期発症の遺伝性疾患に対
する倫理的問題を考える
【第 回】 月 日＜山田２＞出生前診断・生殖補助医療：出生前診断の倫理的問題について理解
する。不妊・不育症治療としての生殖補助医療の倫理的問題点について詳細に検討する
【第 回】 月 日＜小杉８＞キャリア診断・保因者診断について：常染色体・ 連鎖性劣性遺伝性
疾患・均衡型染色体相互転座などにおける保因者診断の意味と問題点について考える
【第 回】 月 日＜和田２＞生命倫理観の多様性：患者やクライエントの持つさまざまな生命倫
理観を理解し対応する方法を考える
【第 回】 月 日 限＜澤井＞少子化対策 すこやか親子 等の政策について：少子化の進行は社
会の活性を低下させるため、従来から様々な対策がなされてきた。成果を上げたものもあるがそう
でないものもある。何が問題であるのかを検討する。
【第 回】 月 日＜和田３＞「障がい」と生命倫理：「障がい」から生命倫理を考える
【第 回】 月 日＜山田３＞ゲノム医療における二次的所見の取り扱い：網羅的ゲノム解析が実臨
床に導入されて来たことにより得られた本来の目的とは別の二次的所見に対応する際の倫理的な問
題を考える。
【第 回】 月 日＜山田＞本試験筆記試験
【第 回】 月 日＜川崎＞再試験筆記試験

遺伝カウンセラーコース１回生必修科目
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

試験、レポート、授業への積極的な参加、発表、出席等を総合的に評価する

随時配布する

（ ）

　適宜指示する

（ ）
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります。

　 　

基礎人類遺伝学

【基本情報】
授業日時：水曜 限を原則とする（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室
レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘

【コースの概要】
遺伝カウンセラーとしてあるいは遺伝医学・遺伝医療を志す者として最も基本的な事項について理
解するための講義である。今後、遺伝情報を治療に役立てていくテーラーメイド医療のためにも重
要である。細胞遺伝学、分子遺伝学、メンデル遺伝学、非メンデル遺伝、集団遺伝学などについて
系統的な講義を行う。

ヒト遺伝学の基本的事項について完全に理解し、専門家でない人にもわかりやすく説明できる。

【第 回】 月 日＜和田１＞メンデル遺伝総論・家系図の描き方：メンデル遺伝と非メンデル遺伝
総論・常染色体と性染色体・対立遺伝子の概念・遺伝性疾患の概念の理解・家系図の描き方
【第 回】 月 日 限＜小杉＞常染色体優性遺伝：常染色体優性遺伝　疾患の概念・特徴・浸透度・
表現度・遺伝性と新生突然変異・ （次世代の表現促進現象）
【第 回】 月 日 限＜小杉＞常染色体劣性遺伝：常染色体劣性遺伝　疾患の概念・特徴・保因者の
概念
【第 回】 月 日 限＜小杉＞ 連鎖性遺伝：Ｘ連鎖性遺伝の概念・Ｘ染色体とＹ染色体の特異性・
性の決定機構・Ｘ連鎖性遺伝を示す具体的疾患
【第 回】 月 日＜山田１＞細胞遺伝学 ：染色体と細胞分裂・分染法による染色体分析・染色体
の核型記載方法・染色体異常概論
【第 回】 月 日 限＜山田２＞細胞遺伝学 ：染色体数的異常の概念と発生機構・染色体構造異
常の概念と発生機構・保因者の概念と次世代への影響
【第 回】 月 日 限＜和田２＞遺伝的リスクの推定再発確率の推定、ベイズの定理。近親婚に関
する問題、先天代謝異常についても触れる。
【第 回】 月 日 臨床第一講堂 ＜小杉＞薬理遺伝学：既にはじまりつつあるテーラーメイド医療
で最も重要な領域である

の基本を正確に理解する
【第 回】 月 日＜和田３＞多因子遺伝、集団遺伝：多因子遺伝の概念，量的形質と易罹病性、遺
伝と環境因子，ハーディー　ワインバーグの法則　
【第 回】 月 日＜山田３＞ヒトゲノムの基礎：ヒトゲノムの情報について学ぶ．遺伝子の構造，

基礎人類遺伝学 ↓↓↓

基礎人類遺伝学

機能，遺伝学的多様性について知る．
【第 回】 月 日＜小杉＞遺伝学的検査 遺伝子変異の検索方法：シークエンス法、サザンブロ
ット法
【第 回】 月 日＜和田４＞非メンデル遺伝 ：ミトコンドリア遺伝，免疫遺伝学，形質遺伝学
【第 回】 月 日＜山田４＞分子遺伝学の基礎： ，サンガーシークエンス，次世代シークエ
ンス，マイクロアレイ
【第 回】 月 日＜小杉＞遺伝学的検査 ：変異のスクリーニング方法、変異と多型、変異の種
類
【第 回】 月 日＜山田５＞腫瘍遺伝学の基礎：体細胞バリアントと生殖細胞系列バリアント，
がん遺伝子とがん抑制遺伝子，遺伝性がん症候群
【第 回】 月 日＜和田５＞非メンデル遺伝 ：エピジェネティクス，ゲノム刷り込み現象，片親
性ダイソミー
【第 回】 月 日＜和田＞本試験：筆記試験
【第 回】 月 日＜山田＞再試験：筆記試験

遺伝カウンセラーコース１回生必修科目
選択科目として履修する場合は、「遺伝医療と倫理・社会」ととも履修することをお勧めします
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

試験、レポート、発表、出席等を総合的に評価する

トンプソン＆トンプソン『遺伝医学 第 版）』（メディカルサイエンスインターナショナル）
（ 年 月発行）

福嶋義光編『遺伝カウンセリングマニュアル 改定第 版）』（南江堂）

（ ）
新川詔夫『遺伝医学への招待 改定６版）』（南江堂）
『症例でわかる新しい臨床遺伝学』

（ ）

　適宜指示する

基礎人類遺伝学 ↓↓↓

基礎人類遺伝学

（ ）
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります
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臨床遺伝学・遺伝カウンセリング

水

【基本情報】授業日時：水曜 限、 限を原則とする（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室、レベル：基礎
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）・高橋政代・川崎秀徳・岡野
高之
【コースの概要】遺伝カウンセリングの基本的な考え方、モデル、現状などの総論的な講義を行う。
また、代表的な疾患について、チーム医療としての遺伝医療に参加することのできるレベルの知識
と考え方を身につけ、遺伝医療の現場で行われている問題を解決するため、臨床遺伝学の講義を行
うとともに家族関係やチーム医療としての遺伝カウンセリングにもフォーカスをおく。各論として、
単一遺伝性疾患、染色体異常、多発奇形、習慣性流産、家族性腫瘍、神経変性疾患、多因子疾患な
どについて講義する。

主要な遺伝性疾患の病態、原因、遺伝形式、遺伝的問題について説明できる。また、それらの疾患
に関わる遺伝カウンセリングの基本的な考え方、主な留意点について説明できる。

【第 回】 月 日 限＜小杉 臨床第一講堂 ＞家族性腫瘍 総論：家族性腫瘍の概念・体細胞系列
変異と生殖細胞系列変異、癌抑制遺伝子と癌遺伝子、発症前診断
【第 回】 月 日 限＜小杉＞家族性腫瘍 ：家族性大腸がん家族性腫瘍の代表疾患としての家族
性大腸ポリポーシスと遺伝性非腺腫性大腸癌、それらの遺伝カウンセリングについて学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞先天異常症候群：主要な先天奇形症候群の診断・療育や遺伝カウン
セリングを学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞常染色体異常 ：概念・病態・診断　数的異常と構造異常、遺伝カ
ウンセリング、 トリソミーの診断治療と療育を学ぶ
【第 回】 月 日 限＜山田＞不妊症・生殖補助医療：歴史的背景・現状・具体的技術・法的規制
・倫理問題とガイドライン常染色体異常症、遺伝カウンセリング　
【第 回】 月 日 限＜山田＞出生前診断：現状・具体的技術・法的規制・倫理問題について学ぶ
とともに、遺伝カウンセリングの実際について学ぶ
【第 回】 月 日 限＜山田＞不育症 習慣流産）：不妊症と習慣流産　概念・病態・原因・治療・
乏精子症による造精機能障害と転座型保因者における染色体異常妊娠等の遺伝学的要因の関与と遺
伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜和田＞常染色体異常 ：微細欠失症候群やクロマチン病の診断・治療と療
育を学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞性染色体異常病態・診断　具体的疾患：ターナー女性とクラインフ
ェルター男性・病態・診断・治療と療育・生殖医療、遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜小杉＞家族性腫瘍 ：多発性内分泌腫瘍症他家族性腫瘍の具体的疾患とし

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング ↓↓↓

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング

て、多発性内分泌腺腫１型および２型を中心にとりあげ、概念・病態・遺伝形式・診断・治療、及
び遺伝カウンセリングについて概説する
【第 回】 月 日 限＜山田＞胎児診断と周産期管理胎児情報をもとに実施される実施される産科
周産期管理について学ぶ
【第 回】 月 日 限＜和田＞遺伝性神経疾患 ：トリプレットリピート病、ファブリー病の遺伝
カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜山田＞遺伝診療と医療システム：臨床遺伝の医療システムについて学ぶ
【第 回】 月 日 限＜山田＞ 情報検索 ：ネットセキュリティの基本
【第 回】 月 日 限＜山田＞ 情報検索２：検索エンジン，遺伝情報データベース
【第 回】 月 日 限＜川崎＞難病：難病と医療費助成・福祉制度
【第 回】 月 日 限＜小杉＞家族性腫瘍 ：家族性乳がん・卵巣がん
【第 回】 月 日 限＜和田＞遺伝性神経疾患 ：知的障害、自閉症、神経皮膚症候群などの遺伝
カウンセリング．
【第 回】 月 日 限＜山田＞Ｐ 情報検索３：遺伝診療に必要な医療データベース，患者会情報
【第 回】 月 日 限＜和田＞筋ジストロフィー：ドゥシャンヌ型筋ジストロフィー、筋緊張性ジ
ストロフィー、福山型筋ジストロフィー、ポンペ病の遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜岡野＞遺伝性難聴：遺伝性難聴　概念・病態・遺伝形式・診断（症候性難
聴と非症候性難聴）遺伝的異質性・治療と療育、遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜和田＞遺伝性循環器疾患： 症候群、マルファン症候群などの遺伝性
循環器疾患の遺伝カウンセリング
【第 回】 月 日 限＜高橋政代＞遺伝性網膜疾患と再生医療：網膜色素変性・加齢黄班変性　概
念・病態・遺伝形式・診断・遺伝的異質性・治療・再生医療
【第 回】 月 日 限＜川崎＞本試験：筆記試験
【第 回】 月 日 限＜川崎＞再試験：筆記試験

遺伝カウンセラーコース１回生必修科目
選択科目として履修する場合は、「基礎人類遺伝学」とともに履修することをお勧めします
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡（基礎人類遺伝学とあわせて履修する必要あり）

試験、レポート、発表、出席等を総合的に評価する

「基礎人類遺伝学」参照

（ ）

　適宜指示する

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング ↓↓↓

臨床遺伝学・遺伝カウンセリング

（ ）
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります。

　 　

遺伝医学特論（集中講義）

【基本情報】
授業日時：前期集中（開講日時にご注意ください）
教室：臨床第一講堂
レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・鳥嶋雅子・川崎秀徳
【コースの概要】
遺伝カウンセラーとして 年次に学んだ基礎的事項を確認し、医師と同レベルの高度な理解を得る
ための講義である

ヒト遺伝学の基本的事項について完全に理解し、医師とも正確な議論ができる。

【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「臨床遺伝学と遺伝カウンセリング・メンデル遺伝の基礎」
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「遺伝学的検査について」
【第 回】 月 日火 限＜山田＞「細胞遺伝学と染色体異常の遺伝カウンセリング」細胞遺伝学の
基礎を知り，染色体異常症についての遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日火 限＜山田＞「出生前医療と遺伝カウンセリング」出生前遺伝学的検査の実際
と遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日木 限＜和田＞「家系図の書き方・遺伝的リスクの推定」家系図の標準的記載法
と遺伝的リスクの推定法を学ぶ
【第 回】 月 日木 限＜和田＞「先天奇形症候群の遺伝カウンセリング」主要な先天奇形症候群
の概念、診断や病態、遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「当事者と共に歩む遺伝医療」
【第 回】 月 日月 限＜小杉＞「遺伝カウンセリングの実際」
【第 回】 月 日火 限＜和田＞「遺伝性神経疾患の遺伝カウンセリング」主要な遺伝性神経疾患
の概念、診断や病態、遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日火 限＜山田＞「生殖補助医療と遺伝カウンセリング」不育症・不妊症を含む疾
患を対象とした生殖補助医療と遺伝カウンセリングを学ぶ
【第 回】 月 日水 限＜小杉＞「遺伝医療に関するガイドラインについて」
【第 回】 月 日水 限＜小杉＞「薬理遺伝学」
【第 回】 月 日水 限＜小杉＞「家族性腫瘍の遺伝カウンセリング」
【第 回】 月 日金 限＜鳥嶋＞「遺伝カウンセリングの場面での医療コミュニケーションと自己

遺伝医学特論（集中講義） ↓↓↓
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遺伝医学特論（集中講義）

評価法 」「共感的理解」、「対人援助職に最低限必要な態度」、「コミュニケーションを阻害す
る態度や言葉」など医療コミュニケーションの基本を学ぶ
【第 回】 月 日金 限＜鳥嶋＞「遺伝カウンセリングの場面での医療コミュニケーションと自己
評価法 」遺伝カウンセリング場面での具体的なコミュニケーション方法と自己評価法について学
ぶ
【第 回】 月 日金 限＜和田・川崎＞「本試験」筆記試験

医科学専攻（修士課程）のみ履修可。

分子生物学・分子遺伝学の基本的理解を前提とする。

試験、レポート、出席等を総合的に評価

【合格基準】
１回の記述式試験において、１００点満点中、６０点以上となること
６０点以上：合格
５９点以下：不合格
５回以上授業を欠席した場合には、合格を認めない。

その他
＊必須テキスト（必ず準備すること）：
○トンプソン＆トンプソン遺伝医学第２版 メディカルサイエンスインターナショナル

○遺伝カウンセリングマニュアル 南江堂 改定第 版　
＊推奨テキスト・資料：
○遺伝医学への招待（南江堂）改定第 版
○症例でわかる新しい臨床遺伝学（ＭＥＤＳＩ）　
○

（ ）

適宜指示する

（ ）

遺伝医学特論（集中講義） ↓↓↓

遺伝医学特論（集中講義）

　 　

社会疫学　

（ ）

（ ）

　 　

人間生態学

未更新

’

人間生態学 ↓↓↓
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人間生態学

（ ）
坂本龍太『ブータンの小さな診療所』（ナカニシヤ出版）
奥宮清人『生老病死のエコロジー』（昭和堂）

（ ）

　 　

交絡調整の方法

　

　

未更新

交絡調整の方法 ↓↓↓

交絡調整の方法

（ ）
『 』（

）

（ ）

　 　

解析計画実習

　

　

未更新

解析計画実習 ↓↓↓
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解析計画実習

（ ）

（ ）

　 　

地域保健医療福祉論

“ ”

地域保健医療福祉論 ↓↓↓

地域保健医療福祉論

（ ）
『国民衛生の動向』（厚生統計協会）（“ ’ ” ）
『国民の福祉の動向』（厚生統計協会）（“ ” ）
『保険と年金の動向』（厚生統計協会）（“ ” ）
『衛生行政大要』（日本公衆衛生協会）（“ ” ）
『 』（ ）（

）

（ ）

　 　

国際保健学

　

国際保健学 ↓↓↓
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国際保健学

（ ）
『国民衛生の動向』（厚生統計協会）（“ ’ ”

）
『 』（ ）

（ ）

毒性学

“ ” “ ”
“ ” “ ”
“ ” “ ”
“ ”

毒性学 ↓↓↓

毒性学

（ ）

’

（ ）
“ ”

　 　

ベンチトレーニングコース

金

ベンチトレーニングコース ↓↓↓
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ベンチトレーニングコース

（ ）

（ ）
“ ”

　 　

医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査

・
・

　　

医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査 ↓↓↓

医薬品・医療機器の開発計画、薬事と審査

“ ” “
”

（ ）
『 』（ ）

『 』
（ ）

（ ）
（ ）

　 　

医薬品の開発と評価

，

医薬品の開発と評価 ↓↓↓
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医薬品の開発と評価

“ ”

（ ）
『 』（ ）

『 』
（ ）

（ ）
（ ）

　 　

ゲノム科学と医療

未更新

ゲノム科学と医療 ↓↓↓

ゲノム科学と医療

（ ）

（ ）

　 　

医療倫理学各論

金５・６：開講日注意

【基本情報】
授業日時：金曜 限（原則隔週）
教室： 棟 階演習室
レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・竹之内沙弥香・山崎康仕（神戸大学）・浅井篤（東北大
学）

【コースの概要】
医療技術の進展にともなって生じる臨床上の問題、臨床研究実施上の問題の検討を行う。「自ら問
題を考え、解決の方策を探り、臨床で実践する能力」を身につけ、実践行動型の医療者となること
を目標とする

医療倫理学の基礎を理解する
・医療倫理学の背景、医師患者関係の変容、患者の権利や医師の義務を理解する
倫理的問題の対処方法を習得する
・問題の存在を認識し、考える枠組みを使って実際の問題を検討する
・議論を通じて解決の道筋をたてる
・臨床での実践方法を考える

【第 回】 月 日＜小杉＞「倫理委員会・移植医療と倫理」倫理審査委員会の歴史、現状、法的
根拠、組織、脳死からの臓器移植、生体肝移植、心臓死および生体からの膵島移植などの問題点を
実例に基づいて考える
【第 回】 月 日＜山田＞「産婦人科医療と倫理」産婦人科では，胚や胎児を対象とするために
生じる倫理問題が存在する。これらの幅広い倫理的課題について考える。
【第 回】 月 日＜浅井＞「医療資源配分の問題」
【第 回】 月 日＜山崎＞「法と倫理」道徳・倫理・法の関係、自然法論と法実証主義などにつ
いて総合的に考える
【第 回】 月 日＜和田＞「小児科医療と倫理」小児医療における代諾、重症障害新生児の治
療、治療拒否と虐待などの問題点について考える
【第 回】 月 日＜竹之内＞「終末期医療」治療の中止、延命治療、安楽死、尊厳死、高齢者
医療、 オーダー、事前指示、医学的無益性などについて考える
【第 回】 月 日＜山田＞「二次的（偶発的）所見の問題」網羅的なゲノム情報が用いられる
時代となり常に直面する二次的（偶発的）所見の取り扱いについて学ぶ
【第 回】 月 日＜小杉＞「自主研究発表」履修院生による自己テーマについての研究発表

医療倫理学各論 ↓↓↓
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医療倫理学各論

遺伝カウンセラーコース 回生必修科目
選択科目

先修科目として「基礎医療倫理学」の履修を原則とする
人間健康科学系専攻学生の受講可否：要事前連絡

研究発表、議論への参加の積極性、レポート、出席等を総合的に判定します。
自主研究発表 最後に実施 ：医療倫理に関するどのようなテーマでも良いので、自ら問題点を探し、
それについて調べたり、検討した結果を発表し、全体でディスカッションします。割り当て時間（
発表＋ディスカッション）は、発表者の数に依存しますが、 分程度です。（原則としてパワ
ーポイントを用いて発表し、ハンドアウト配布もお願いします）。他の専攻や研究科からの受講、
聴講の場合も必須です。

配布するハンドアウトなど

（ ）

　適宜指示する

（ ）
その他メッセージ
事例検討は、ビデオ、漫画を用いることがあります
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります
かならず、正式な受講届を提出すること。

　 　

統計遺伝学

未更新

：

：

統計遺伝学 ↓↓↓

統計遺伝学

統計遺伝学 ↓↓↓

統計遺伝学

遺伝統計学の基礎

（ ）

（ ）
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健康情報学　

　

“ ”

・

・

・
“ ”

健康情報学　 ↓↓↓

健康情報学　

“ ”

“ ”
“ ”

“ ”

（ ）
『

』（ ）

（ ）
“ ”

“ ”

健康情報学　
　

・

・

・

・

・

・

・

健康情報学　 ↓↓↓

健康情報学　

（ ）

（ ）
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医学コミュニケーション演習

医学コミュニケーション演習 ↓↓↓

医学コミュニケーション演習

（ ）

（ ）

“ ”
“ ”

“
”

　 　

エビデンスユーザ入門

月 ・ 　開講日注意

“ ”
“ ”

’

’

エビデンスユーザ入門 ↓↓↓

エビデンスユーザ入門

“ ” “ ”

『
』（ ）（

）

（ ）
『
』（ ）

古川壽亮『エビデンス精神医療』（医学書院）

（ ）

エビデンスユーザ入門 ↓↓↓
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エビデンスユーザ入門

（ ）

質的研究入門

　　　　

質的研究入門 ↓↓↓

質的研究入門

（ ）

（ ）

環境・感染症論

環境・感染症論 ↓↓↓
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環境・感染症論

（ ）

（ ）

（ ）

〒 京都市左京区吉田下阿達町 京都大学東南アジア地域研究研究所　本館 階 号室山
崎　渉

行動経済学と健康医療介護

健康・医療・介護の領域における、行動経済学の応用について、理論と実践事例を学ぶ。

健康・医療・介護の諸課題の解決に向けて、行動経済学の応用を検討できるようになる。

・理論を学ぶ
・国内外の実践事例を学ぶ
・研究事例を学ぶ
・応用の計画を自ら考える

原則、出席 ％以上を前提とする

講義へのコミットメント（ ）
レポート（ ）

（ ）

初回に説明する
（ ）

　 　

臨床試験の統計的方法

　

未更新

・
・

・
・
・
・

・

臨床試験の統計的方法 ↓↓↓

臨床試験の統計的方法

（ ）

（ ）
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フィールドワーク

・
・
・

　　
　

（ ）

（ ）
・

　 　

社会健康医学課外実習

コースの概要
・就業体験を通じて、学んだ専門知識等を活かし、応用力を高める。
・キャリアデザインの具体化につなげる機会とする。
・所属分野の指導教員と、場合によっては、加えて他分野の主担当教員とも、十分に相談の上、履
修届を出してください。
（計画未確定のままに急いで、学年初め・学期初めに履修届を出す必要はありません。）

学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・社会の現場で必要な技能の向上を図る。
・大学院で得た知識・技能を、いかにして実務に役立たせるかを確認する。
・志望する就業の現場での雰囲気や必要な技能を知る。
・実務を通じて、社会貢献をする。

教育・学習方法
・就業体験を通じて、学んだ専門知識等を活かし、応用力を高める。

学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
・社会の現場で必要な技能の向上を図る。
・大学院で得た知識・技能を、いかにして実務に役立たせるかを確認する。
・志望する就業の現場での雰囲気や必要な技能を知る。
・実務を通じて、社会貢献をする。

所属分野の指導教員等と、十分に相談の上、インターンシップの計画を立ててください。

社会健康医学課外実習 ↓↓↓

社会健康医学課外実習

での履修登録はできません。履修する場合は、窓口に申し出てください。

・終了後速やかに報告書・レポート（報告書の様式は教務掛を通じて入手すること）を作成し、か
つ、インターン先の責任者と指導教員の確認を得ること。
・合否のみ、判定する。

・諸々の学習資源は、就業体験を通じて得られる。

（ ）
・諸々の学習資源は、就業体験を通じて得られる。

適宜予習復習を求める

（ ）
その他メッセージ
・他の履修科目の日程と重複しないように計画してください。重複した場合、インターンシップを
優先するわけではありません。必要な際は、該当する科目責任者に相談してください。
・履修登録（単位取得）せずに、インターンシップを行ってもかまいません。
・実質的な業務が計 時間以上で 単位。　計 時間以上で 単位とします。
・上記の時間の目安と、就業体験の内容と質を、主担当教員（指導教員等）が評価し、合否と単位
数（ 単位か 単位）を判定します。
・報告書の様式（教務掛で受取ること）を主担当教員（指導教員等）に提出し、履修届けを同時に
行ってください。

　 　

医療経営特別カリキュラム　Ⅰ

・
・
・

・

・
・
・
・
・

医療経営特別カリキュラム　Ⅰ ↓↓↓

－ 118 －



医療経営特別カリキュラム　Ⅰ

・
・
・

（ ）

（ ）

　 　

医療経営特別カリキュラム　Ⅱ

・
・
・

・

・
・
・
・
・

医療経営特別カリキュラム　Ⅱ ↓↓↓

医療経営特別カリキュラム　Ⅱ

・
・
・

（ ）

（ ）

　 　

医療経営ケーススタディ

・
・
・

・

・
・
・

医療経営ケーススタディ ↓↓↓
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医療経営ケーススタディ

・
・

（ ）

（ ）

　 　

臨床研究計画法　Ｉ

　

　

未更新

・
・
・

①
②
③
④

臨床研究計画法　Ｉ ↓↓↓

臨床研究計画法　Ｉ

⑤
⑥ ・
⑦
⑧
⑨
⑩ ・
⑪
⑫
⑬
⑭

（ ）

・
・

（ ）

　 　

臨床研究計画法演習　Ｉ

　

・
・
・

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

臨床研究計画法演習　Ｉ ↓↓↓
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臨床研究計画法演習　Ｉ

（ ）

・

（ ）

　 　

医療技術の経済評価（ 限定）

・

・

・

・

・

・

・

　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

医療技術の経済評価（ 限定） ↓↓↓

医療技術の経済評価（ 限定）

　
　

（ ）
・

・

・医療制度・医療政策・医療経済（丸善出版 ）
・ （ ）
・「 予防医学・公衆衛生学改訂第 版」（編集小泉昭夫馬場園明今中雄一武林亨）南江堂．

（ ）
・
・

“
”

　 　

臨床研究計画法　ＩＩ

　

　

未更新

・
・
・

①
②
③
④

臨床研究計画法　ＩＩ ↓↓↓
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臨床研究計画法　ＩＩ

⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

（ ）

・
・

（ ）

　 　

臨床研究計画法演習　ＩＩ

　

・
・
・

①
②
③
④
⑤ 　
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

臨床研究計画法演習　ＩＩ ↓↓↓

臨床研究計画法演習　ＩＩ

（ ）

・

（ ）

　 　

ＥＢＭ・診療ガイドライン特論（ 限定）

・
・
・

・
・

・

（
“ ”

（ ）

ＥＢＭ・診療ガイドライン特論（ 限定） ↓↓↓
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ＥＢＭ・診療ガイドライン特論（ 限定）

（ ）
『 』（

）

（ ）

　 　

臨床研究データ管理学（ ・統計家限定）
　

未更新

（ ）

（ ）

臨床研究特論（ 限定）

月

・臨床研究計画法 ・ で履修した研究方法について掘り下げる。
・学生から質問を提示し、教員と参加学生で検討する。
・教員から研究方法上の問題点を提示し、学生が検討する。

・各種研究方法について、その具体化、実践と結果の活用などについて具体的な研究事例に照らし
て深く理解する。
・仮説形成、研究計画立案のプロセスを理解し、自身の研究計画に反映できるようになる。
・研究費の獲得方法の具体例を知り、自身の研究推進に生かす。
・論文作成・査読への対応の具体例を知り、自身の研究に反映する。
・研究チームの構築、研究成果のフィードバック、社会還元の実際を知り、自身の研究活動に反映
することができるようになる。

・仮説形成、研究計画立案のプロセス
・研究費の獲得方法の具体例
・査読への対応方法
・研究チームの作り方、フィードバックの仕方
・研究成果の社会還元

限定（選択）

意見発表の積極性、説明の明快さ

臨床研究特論 （ 限定） ↓↓↓

臨床研究特論 （ 限定）

（ ）
川村　孝『臨床研究の教科書』（医学書院）
川村　孝『エビデンスをつくる：陥りやすい臨床研究のピットフォール』（医学書院）

自らの研究に反映し、同僚の研究を支援する

（ ）
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系統的レビュー（ 限定）
　

月 ・ 　開講日注意

○
○

系統的レビュー（ 限定） ↓↓↓

系統的レビュー（ 限定）

『 』（ ）（
）

（ ）

（ ）

　 　

データ解析法特論（ 限定）

月

・この講義では、統計解析ソフトウェア を用いて臨床研究のデータ解析を行う。
・実習の教材として用いる臨床研究データは、臨床研究の実例のデータを可能な限り用いる。
・学習の習熟度の確認のために、学習課題を課している。
・開講期間中は講習会コードを提供し、無償で の試用が可能である（ただし開講期間終了後も
継続して使用を希望する場合には各自購入する必要あり）

・統計解析ソフトを用いて基礎的な臨床研究データの解析ができる。
・解析ソフトの出力結果を正確に解釈することができる。

第 回 月 日統計ソフトの基本的な使い方
第 回 月 日連続変数の検定と推定
第 回 月 日カテゴリ変数の検定と推定
第 回 月 日相関と回帰
第 回 月 日重回帰分析
第 回 月 日ロジスティック回帰分析
第 回 月 日生存時間解析
第 回 月 日サンプルサイズの推定・その他の解析

を用いて解析する予定のある人の履修をおすすめします。

・講義への積極的な参加（ ）
・課題に対するレポート（ ）

データ解析法特論（ 限定） ↓↓↓

データ解析法特論（ 限定）

基本的な学習資源はプリントにて配布。

（ ）
東　尚弘、中村文明、林野泰明、杉岡　隆、山本洋介『臨床研究のための マニュアル』（健康
医療評価研究機構（ ））

・予習：不要
・復習：次回講義までに当該回の復習を行うこと。課題がある場合には次回講義までにレポートを
提出すること。

（ ）
面談希望はまずメールでご連絡下さい。
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基礎人類遺伝学演習（ 限定）

木６

【基本情報】
授業日時：後期木曜 限（例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室
レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）・川崎秀徳

【コースの概要】
遺伝カウンセラーとしての基礎知識となる遺伝子・染色体の分析について，演習を通じで体験する
ことにより，具体的に理解することを目的とする．家系図作成，遺伝形式の推定，遺伝的リスクの
推定などについて，演習を行うほか，臨床の現場で行われる画像診断，医学的フォローの実践につ
いても学ぶ。

・家系図作成，遺伝形式推定，再発確率計算を正確に行うことができる
・遺伝学的検査の方法について具体的に理解し，正確に説明することができる

【第 回】 月 日水曜 限＜澤井＞「骨系統疾患とレントゲンエコー検査」胎児の先天異常で頻度
の高い骨系統疾患について概説し、その診断のために必要なレントゲン読影の知識を習得する。
【第 回】 月 日＊＜小杉１＞「研究紹介」
【第 回】 月 日＜山田１＞「胎児超音波検査」妊娠初期～中期にかけての超音波検査，特に染色
体異常と関係するソフトマーカーについて理解する。妊娠後期に施行される超音波検査とその意義
について理解する
【第 回】 月 日＜和田１＞「家系図作成演習」標準的家系図記載法を学び、遺伝形式および遺
伝的リスクの推定する演習．
【第 回】 月 日＜川崎１＞「診療録からの情報収集・医療情報の収集」診療録からの情報収集
のコツを学ぶ。一般的な医療情報の収集に関して整理する。
【第 回】 月 日＜和田２＞「分子遺伝学的解析を学ぶ」英語文献の症例報告から、分子遺伝学的
解析の方法とその解釈を学ぶ
【第 回】 月 日＜山田２＞「放射線・環境因子・感染症の胎児への影響」先天異常の原因にお
いて５％程度を占める環境因子について理解する。
【第８回】 月 日＜和田３＞「染色体検査結果の解釈 」染色体検査の適応，検査法ならびに核
型解析．染色体検査結果の解釈を学ぶ．
【第 回】 月 日＜山田３＞「流産絨毛検査」妊娠初期の流産では半数以上で染色体異常が生じて
いる。流産患者における検査の意義について理解する
【第 回】 月 日＜和田４＞「染色体検査結果の解釈 」染色体検査以外の細胞遺伝学的検査法

基礎人類遺伝学演習（ 限定） ↓↓↓

基礎人類遺伝学演習（ 限定）

（特に アレイ）を学ぶ
【第 回】 月 日＜山田４＞「羊水染色体検査」羊水染色体検査の実施方法を理解し，その検査
に当たっての適切な説明について検討する。
【第 回】 月 日＜山田５＞「バリアントの評価」検出されたバリアントの評価を行い，その解
釈を学ぶ
【第 回】 月 日＜和田５＞「バリアントの評価」遺伝性疾患が疑われる症例の診断方法とその結
果を検討する。
【第 回】 月 日＜小杉３＞「個人面談」
【第 回】 月 日＜川崎２＞「診療録・医療文書の書き方」医学情報を書く際のコツを学ぶ。
＊開始時間遅延の可能性あり

遺伝カウンセラーコース 回生限定必修科目（事前確定科目）

積極的な演習への参加，レポート，発表，出席等を総合的に評価する

ハンドアウトを配布

（ ）

　適宜指示する

（ ）
講義日程、講師、内容については、多少の変更がある可能性があります

　 　

臨床遺伝学演習（ 限定）

水５・６：開講日注意

【基本情報】別称：「遺伝カウンセリングロールプレイ演習」
授業日時：後期水曜 限（隔週を原則とする。例外予定にご注意ください）
教室： 棟 階演習室、レベル：応用
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・澤井英明（兵庫医科大学）・川崎秀徳・村上裕美、鳥嶋
雅子（遺伝子診療部認定遺伝カウンセラー）・秋山奈々・本田明夏・稲葉慧・松川愛未・吉田晶子
・岡田千穂・佐藤智佳
：模擬患者ボランティア（ 院生など）

【コースの概要】・演習開始１月前には、オリエンテーションを行い、クライントの人数・性別を
決めるが、その後の変更はしない。
・最初の クールはクライアントは可能であれば 人とする（設定が複雑にならないようにするため）
（ただし、ダウン症などは夫婦が原則であり 人クライアント設定は不適切）
・クライアント役を 院生に呼びかけてリクルートする（性別は役と一致させる）。一部を 院
生が担当するかは未定
・遺伝カウンセリング担当者が類似疾患にかぶらないようにする（家族性腫瘍、神経筋疾患、周産
期関連）・メンター役のクライアント調整役のほう（遺伝カウンセリング担当者担当メンターより
も）が寄与度が高いので、優先して決める（一人に偏らないように）
・基本シナリオは担当教員が最低 週間前に関係者全員に通知する（ロールプレイのねらいを必ず
明示すること）。２場面を設定する。実際の遺伝カウンセリングは、臨床遺伝専門医と認定遺伝カ
ウンセラーで役割分担しながら、チーム医療として行うが、ロールプレイの特性として一人で実施
する必要があるため、遺伝学的検査の結果開示など、臨床遺伝専門医が実際には主に行っているこ
とについても、「遺伝カウンセリング担当者」としてロールプレイでは行う。これは遺伝カウンセ
ラーとして貴重な経験になるだけでなく、臨床遺伝専門医の立場を理解するのにも役立つ。また、
頻度の高い疾患については認定遺伝カウンセラーとして十分な知識を有しておくことは、クライア
ントから再度質問された場合などにも対応できる力となる。
・１週間前まで（期限厳守）にクライアント調整役の院生は、 メンター及び担当教員と相談の
上で基本シナリオから詳細設定をし、クライアント役とメール等で打合せしておく。
・検討過程で基本シナリオに変更がある場合は、関係者全員に事前に必ずしらせる。
・詳細シナリオは家系図を入れて４ページ以内とする。
・遺伝カウンセリング担当者・担当メンター・担当教員での事前打合せも実施する
・当日、 にクライアント役、担当教員、クライアント調整役院生が副室で内容確認を行
う。
・当日、 に遺伝カウンセリング担当者の院生が教員や上級生、 メンターと疾患説明の
確認、遺伝カウンセリング場所の整備などを行う。
・ 従前行っていた皆の前での疾患説明は行わないが、遺伝カウンセリングで使用する資料は
配布資料とすること。クライアント調整役が基本シナリオ設定等の説明を手短に行う。
・ の予定でロールプレイを２場面行う。（例：場面１ 分 ＋フィードバック 分 ＋休
憩 分 ＋場面２ 分 ＋フィードバック 分 分）

臨床遺伝学演習（ 限定） ↓↓↓

臨床遺伝学演習（ 限定）

・フィードバックは、遺伝カウンセリング担当者、クライアント役、 オブザーバ、その他のオ
ブザーバ、教員の順に行う。できるだけ全員に意見を求める 場面１と２いずれかで全員に発言し
てもらう 。重複コメントはあえて避ける必要ない。その際の進め方は、統一せず、指導教員の方
針に従う。フィードバック方法の多様性も重要である）
・ でクライアント役、 メンター、での情報交換
・ 授業終了後、メンターと院生 全員、担当教員でのフィードバック

遺伝カウンセラーとしての実践的な技術を身に付け、現場での実践的な対応能力を獲得する。臨床
遺伝学の知識と遺伝カウンセリングの基本的技術を習得する。

【第 回】 月 日 限＜全員＞「ロールプレイの行い方とオリエンテーション、遺伝カウンセリン
グ実習」ロールプレイの目的、方法と意義について。遺伝カウンセリング実習についてのオリエン
テーション
【第 回】 月 日＜小杉＞「 症候群」家系内に４０～５０歳代で大腸癌で死亡した複数の
人があり、遺伝性の可能性を心配。遺伝学的検査の説明と実施、遺伝子変異があった場合の対応。
【第 回】 月 日＜和田＞「 型筋ジストロフィー」小児の の診断法の理解と、 連
鎖性疾患における母親あるいは女性同胞の保因者診断の進め方を学ぶ
【第 回】 月 日＜山田＞「ターナー症候群」思春期をすぎても無月経で来院して、性染色体検
査でターナー症候群と診断されたケースに診断の告知、疾患の説明、今後必要な治療について対応
する。
【第 回】 月 日＜和田＞「強直性筋ジストロフィー」トリプレットリピート病である にお
ける先天型と古典型の理解と発症前診断の進め方を学ぶ。
【第 回】 月 日＜山田＞「遺伝性乳がん・卵巣がん」乳がん患者が多数いる家系での遺伝性
乳がんのリスクの評価および遺伝学的検査の適応。
【第 回】 月 日＜和田＞「トランスサイレチン型家族性アミロイドニューロパチー」治療法
のある のおける遺伝子診断の意義と発症前診断の進め方を学ぶ。
【第 回】 月 日＜澤井＞「習慣流産」妊娠初期に３回続けて流産したケースについて、流産
の原因や次回妊娠での対応、必要であれば遺伝学的検査その他の検査についても対応する。着床前
診断についても聞かれたので対応が必要となった。
【第 回】 月 日＜山田＞「ダウン症候群」ダウン症候群の出生前診断にかかわる遺伝カウン
セリングについて、ダウン症の症状と将来の療育、発症の仕組みと次回妊娠での再発率等も含めて
対応する。

・参加者：担当者、関係全教員、遺伝カウンセラー役院生（ ）、クライアント調整役（ ）、
オブザーバ（ 、 、博士院生）、 メンター
・記録：クライアント調整役（終了後参加教官へレポートを提出）、オブザーバー担当（ビデオ撮
影およびファイルをサーバに保存：復習用）

遺伝カウンセラーコース１回生限定必修科目（事前確定科目）

臨床遺伝学演習（ 限定） ↓↓↓
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臨床遺伝学演習（ 限定）

演習における積極性、実践的能力、出席、レポート等を総合的に評価する

（ ）

　適宜指示する

（ ）

　 　

遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定）

木１：開講日注意

【基本情報】授業日時：前期木曜 限を毎週実施、後期木曜 限を隔週実施を原則とする（例外予定
にご注意ください）　
教室： 棟 階演習室　　レベル：基礎　　
担当者：小杉眞司・村上裕美・鳥嶋雅子・秋山奈々・本田明夏・稲葉慧・松川愛未・吉田晶子・勝
元さえこ・岡田千穂・佐藤智佳
【コースの概要】本講義では、コミュニケーションという観点から、遺伝カウンセリングの重要な
テーマについて、院生自身が主体となってディスカッションを行い、互いの学びを共有していく。
遺伝カウンセラーとして、クライエント・家族の支援のためのコミュニケ－ションは勿論のこと、
チーム医療のメンバーとして、異なった専門性を持つチームメンバーとのコミュニケーションのあ
り方についても学ぶ。また、本講義は、『遺伝カウンセリングロールプレイ演習』『遺伝カウンセ
リング実習（病院での臨床実習）』で必要な基礎知識・理論を学ぶという役割も担っており、これ
らの講義・演習・実習を通して遺伝カウンセリング、そして遺伝カウンセラーについて学びを深め
ることを総合的な目標として掲げている。演習については、授業の進行状況に応じて、ロールプレ
イ、試行カウンセリング、ビデオ学習など様々な方法を用いる予定である。
【教育・学習方法】・　テキストを予習し、レポート提出
・　講義内でのディスカッションおよび演習
・　時間外に以下の学習も併せて行う。
ビデオ学習―「グロリアと 人のセラピスト」医学部「遺伝医学」授業試行カウンセリング実施お
よび記録方法学習遺伝カウンセリングと日本人のコミュニケーション発表会遺伝カウンセリング
ロールプレイ振り返り病院実習振り返り

みなさまの積極的な参加を希望します。授業内容に関する質問も随時歓迎です。メールで問い合わ
せてください。

１．遺伝カウンセラーとして、クライエント・家族をどのように支援していくのか最低限必要と考
えられる知識及び態度を身につける。
２．医療チームのメンバーとしてどのような動きをすることが望ましいか最低限必要な知識及び態
度を身につける。

＜前期＞
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】

遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定）

【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
「イントロ・基本的な考え方」遺伝カウンセラーのコミュニケーション：はじめに（自己紹介・授
業・宿題について） 基本的な考え方　
「内側（内的照合枠）からの理解」遺伝カウンセリングの基本的態度と内側（内的照合枠）からの
理解自分のコミュニケーションの特徴を知る
「共感的理解」共感的理解を理解する
「ラポール形成」遺伝カウンセリングの流れ及び信頼関係（ラポール）の形成
「フォローアップ」遺伝カウンセリングの終了とフォローアップ 電話受付の留意点
「情報提供」遺伝カウンセリングにおける情報提供
「意思決定」遺伝カウンセリングにおける意思決定
「ノンバーバルコミュニケーション」ノンバーバルコミュニケーションの重要性 日本人のコミュ
ニケーション
「倫理」遺伝カウンセリングにおける倫理
「 」 の役割・ におけるコミュニケーション
「臨床遺伝専門医とのコミュニケーション」臨床遺伝専門医とともに実施する遺伝カウンセリング
「出生前検査・遺伝カウンセリング室立ち上げ」出生前検査に伴う遺伝カウンセリング、遺伝カウ
ンセリング室を作ろう！
「障害」障害と社会の理解
「医療ソーシャルワーカーから学ぶ」医療ソーシャルワーカーの事例から学ぶ～クライエント支援
のためのコミュニケーション～

＜後期＞
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
【第 回】
「日本人のコミュニケーション」日本人のコミュニケーションと遺伝カウンセリング
「家族面接」家族面接における遺伝カウンセラーの役割
「ライフステージ・メンタルヘルス・防衛機制の基本的考え」ライフステージとメンタルヘルス
遺伝カウンセリングと防衛機制
「親から子に「遺伝」について伝える」親から子に「遺伝」について伝える
「発症前診断」進行性で治療法のない遺伝性疾患に関する発症前検査を希望して来談した人との遺
伝カウンセリング
「視覚障害・当事者団体と関係機関との連携」視覚障害（網膜色素変性症）の遺伝カウンセリング

遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセラーコミュニケーション概論（ 限定）

／当事者団体と関係機関との連携
「喪失体験」喪失体験の理解
「病とともに生きる・まとめ」遺伝性の病とともに生きる 評価とまとめ

遺伝カウンセラーコース１回生限定必修科目（事前確定科目）

前期・後期あわせて終了時に評価する。学習目標の到達度 ％レポート ％プレゼンテーション
％

・遺伝カウンセリングのためのコミュニケーション論 京都大学大学院医学研究科遺伝カウンセラ
ーコース講義（メディカルドゥ）　
・自分を見つめるカウンセリング・マインド　ヘルスケア・ワークの基本と展開（医歯薬出版）　

・カウンセリングを学ぶ（東京大学出版会）　理論・体験・実習　第 版
・ヘルス・コミュニケーション 九州大学出版社 改訂版

（ ）

適宜予習復習を求める

（ ）
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遺伝カウンセリング演習１（ 限定）

・４週：金 ・ 限

【基本情報】授業日時：金曜（原則第２、第４）５・６限、教室： 棟セミナー室 レベル：遺伝
カウンセリング演習１（基礎）・遺伝カウンセリング演習２（応用）
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・村上裕美・鳥嶋雅子・田村和朗・
巽純子・西郷和真・レクチャー担当者
【コースの概要】実際の遺伝カウンセリング症例を提示し、遺伝的問題、医学的問題、療養問題、
社会的問題、法的問題、倫理的問題、心理的問題等について、他のカンファレンス参加者とともに
徹底的な討論を行う。１年次後期からは、実際の遺伝カウンセリング実習で体験した症例について
自ら提示を行い、カンファレンスを中心的に運営する。これは、京都大学と近畿大学の遺伝カウン
セラーコースのカリキュラムの中で最も重要なものであり、両大学の院生が積極的に参加するもの
である。実習期の院生（ 回生 月― 月ごろ、 回生 月ごろ―年度末、移行期は各コースの実情
による）は、原則として毎回症例提示を行うこと。 ごろ：合同カンファレンス症例提示
・検討会（ 回 例― 例となるように調整し、進行は司会がタイムキーピングを行う）。 ごろ
より 分程度：京大・近大遺伝カウンセラーコースの修了者による遺伝カウンセラーとしての活動
などに関するプレゼン、あるいは合同カンファレンス出席者・招聘演者等によるレクチャー
【教育・学習方法】症例提示・討論、カンファレンス記録の作成（症例ごとに順番で担当）

症例の適切なプレゼンテーション、種々の問題点の整理と今後の対応方針の決定、討論への参加と
論理的な主張、適切なカンファレンス記録の作成ができる。

＜司会＞カンファレンスレクチャー担当者
【第１回】 月 日＜小杉＞小杉眞司「合同カンファレンスのイントロダクション」
【第２回】 月 日＜和田＞才津浩智「次世代シークエンスデータ解析」○
【第３回】 月 日＜和田＞和田「エピジェネシスの破綻により発症する先天性疾患と治療法の開
発」
【第４回】 月 日＜西郷＞濱野裕太「和歌山医大遺伝診療部における認定遺伝カウンセラーの役
割」
【第５回】 月 日＜村上＞張香理「ゲノム医療（難病領域）における認定遺伝カウンセラーの役
割」〇
【第６回】 月 日＜山田＞田原康玄「地域住民コホートにおけるゲノム・疫学研究の潮流と展望」

【第７回】 月 日＜山田＞久具宏司「」〇
【第８回】 月 日＜田村＞松本光史 兵庫県立がんセンター部長 「遺伝性腫瘍 がん薬物療
法専門家と臨床遺伝専門家が協働して生む力」

遺伝カウンセリング演習１（ 限定） ↓↓↓
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【第９回】 月 日＜鳥嶋＞中川奈保子「京大病院における 未診断疾患解析研究の取り組み」
【第１０回】 月 日＜川崎＞岡本新悟「男子性腺機能低下症の診断と治療―カルマン症候群とク
ラインフェルター症候群を中心にー」〇
【第１１回】 月 日＜和田＞斎藤伸治「小児神経疾患の遺伝学とエピジェネティクス」〇
【第１２回】 月 日＜巽＞丹羽由衣「神戸大学医学部附属病院における としての活動」
【第１３回】 月 日＜本田＞本田明夏「」
【第１４回】 月 日＜小杉＞新年懇談会〇
【第１５回】 月 日＜田村＞福嶋伸之 近大理工学部 「細胞内情報伝達とその破綻」
＜合同カンファレンスの具体的進行方針＞１）目的：実習報告会ではない。同席者の感想等は除外
症例検討を主題とし、適切な遺伝カウンセリングがなされたか、誤った点や不足する点はなかった
か等、専門家の意見、討議を聞きそれに参加する。多くの人の意見を聞けるよう、今後の遺伝カウ
ンセリングに実質的に生かせるように討議の時間を確保する。 ２）
プレゼンテーション準備：開始前にあらかじめプレゼンテーションを行う全てのパワーポイントフ
ァイルを開けておき、速やかに次のプレゼンへ移れるようにする。 ３）プレ
ゼンテーション：客観的な事実を端的にまとめる。まず、背景と主訴を参加者に理解してもらう。
遺伝カウンセリングの経過、問題点も簡潔に示す。発表時間 分以内、議論 分程度。４）スライ
ド：議論が整理しやすいように箇条書きが望ましい。次の枚数を原則とする。前半：タイトル（日
付・発表者・担当医名を含む） 枚 、疾患理解のための説明（ 枚）、受診の背景・主訴、家系図
を含めて（ 枚）。後半：遺伝カウンセリング経過（ 枚）、課題・問題点（ 枚）５）進行：
冗長なプレゼンに対しては簡潔に行うよう指導し、建設的ディスカッションを行う。
６）アセスメントについて：質問や自分の意見、感想は全体の議論の話題になったら自分の意見と
して発言する。どうしても最初から出す必要がある場合は指導教官・同席医師と相談の上で行う。
７）終了後：ディスカッションの内容を含んだスライドを 枚追加する。担当医確認の後、「遺伝
カウンセリング記録」および「カンファレンス記録」の 箇所に保存する。（カンファ後 週間以内
個人情報に接することがあるため、初回参加時には「誓約書」を提出する。遺伝カウンセリング
内容についての会話は、他者のいるところではしないこと、内容を記したノートは、他者の目にふ
れないようにすること、ノートの貸し借りは禁止。

遺伝カウンセラーコース限定必修科目（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング演習１」、
２回生は「遺伝カウンセリング演習２」

プレゼンテーション、討論への積極的な参加、カンファレンス記録の作成などを総合的に評価する。

ハンドアウトの配布は、原則としてありません

（ ）

遺伝カウンセリング演習１（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセリング演習１（ 限定）

適宜指示する。

（ ）

　 　

遺伝カウンセリング演習２（ 限定）

・ 週：金 ・ 限

【基本情報】授業日時：金曜（原則第２、第４）５・６限、教室： 棟セミナー室 レベル：遺伝
カウンセリング演習１（基礎）・遺伝カウンセリング演習２（応用）
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・村上裕美・鳥嶋雅子・田村和朗・
巽純子・西郷和真・レクチャー担当者
【コースの概要】実際の遺伝カウンセリング症例を提示し、遺伝的問題、医学的問題、療養問題、
社会的問題、法的問題、倫理的問題、心理的問題等について、他のカンファレンス参加者とともに
徹底的な討論を行う。１年次後期からは、実際の遺伝カウンセリング実習で体験した症例について
自ら提示を行い、カンファレンスを中心的に運営する。これは、京都大学と近畿大学の遺伝カウン
セラーコースのカリキュラムの中で最も重要なものであり、両大学の院生が積極的に参加するもの
である。実習期の院生（ 回生 月― 月ごろ、 回生 月ごろ―年度末、移行期は各コースの実情
による）は、原則として毎回症例提示を行うこと。 ごろ：合同カンファレンス症例提示
・検討会（ 回 例― 例となるように調整し、進行は司会がタイムキーピングを行う）。 ごろ
より 分程度：京大・近大遺伝カウンセラーコースの修了者による遺伝カウンセラーとしての活動
などに関するプレゼン、あるいは合同カンファレンス出席者・招聘演者等によるレクチャー
【教育・学習方法】症例提示・討論、カンファレンス記録の作成（症例ごとに順番で担当）

症例の適切なプレゼンテーション、種々の問題点の整理と今後の対応方針の決定、討論への参加と
論理的な主張、適切なカンファレンス記録の作成ができる。

＜司会＞カンファレンスレクチャー担当者
【第１回】 月 日＜小杉＞小杉眞司「合同カンファレンスのイントロダクション」
【第２回】 月 日＜和田＞才津浩智「次世代シークエンスデータ解析」○
【第３回】 月 日＜和田＞和田「」
【第４回】 月 日＜西郷＞濱野裕太「和歌山医大遺伝診療部における認定遺伝カウンセラーの役
割」
【第５回】 月 日＜村上＞張香理「ゲノム医療（難病領域）における認定遺伝カウンセラーの役
割」〇
【第６回】 月 日＜山田＞田原康玄「地域住民コホートにおけるゲノム・疫学研究の潮流と展望」

【第７回】 月 日＜山田＞久具宏司「」〇
【第８回】 月 日＜田村＞松本光史 兵庫県立がんセンター部長 「遺伝性腫瘍 がん薬物療
法専門家と臨床遺伝専門家が協働して生む力」
【第９回】 月 日＜鳥嶋＞中川奈保子「」
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【第１０回】 月 日＜川崎＞岡本新悟「男子性腺機能低下症の診断と治療―カルマン症候群とク
ラインフェルター症候群を中心にー」〇
【第１１回】 月 日＜和田＞斎藤伸治「」〇
【第１２回】 月 日＜巽＞丹羽由衣「神戸大学医学部附属病院における としての活動」
【第１３回】 月 日＜本田＞本田明夏「」
【第１４回】 月 日＜小杉＞新年懇談会〇
【第１５回】 月 日＜田村＞福嶋伸之 近大理工学部 「細胞内情報伝達とその破綻」
＜合同カンファレンスの具体的進行方針＞１）目的：実習報告会ではない。同席者の感想等は除外
症例検討を主題とし、適切な遺伝カウンセリングがなされたか、誤った点や不足する点はなかった
か等、専門家の意見、討議を聞きそれに参加する。多くの人の意見を聞けるよう、今後の遺伝カウ
ンセリングに実質的に生かせるように討議の時間を確保する。 ２）
プレゼンテーション準備：開始前にあらかじめプレゼンテーションを行う全てのパワーポイントフ
ァイルを開けておき、速やかに次のプレゼンへ移れるようにする。 ３）プレ
ゼンテーション：客観的な事実を端的にまとめる。まず、背景と主訴を参加者に理解してもらう。
遺伝カウンセリングの経過、問題点も簡潔に示す。発表時間 分以内、議論 分程度。４）スライ
ド：議論が整理しやすいように箇条書きが望ましい。次の枚数を原則とする。前半：タイトル（日
付・発表者・担当医名を含む） 枚 、疾患理解のための説明（ 枚）、受診の背景・主訴、家系図
を含めて（ 枚）。後半：遺伝カウンセリング経過（ 枚）、課題・問題点（ 枚）５）進行：
冗長なプレゼンに対しては簡潔に行うよう指導し、建設的ディスカッションを行う。
６）アセスメントについて：質問や自分の意見、感想は全体の議論の話題になったら自分の意見と
して発言する。どうしても最初から出す必要がある場合は指導教官・同席医師と相談の上で行う。
７）終了後：ディスカッションの内容を含んだスライドを 枚追加する。担当医確認の後、「遺伝
カウンセリング記録」および「カンファレンス記録」の 箇所に保存する。（カンファ後 週間以内
個人情報に接することがあるため、初回参加時には「誓約書」を提出する。遺伝カウンセリング
内容についての会話は、他者のいるところではしないこと、内容を記したノートは、他者の目にふ
れないようにすること、ノートの貸し借りは禁止。

遺伝カウンセラーコース限定必修科目（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング演習１」、
２回生は「遺伝カウンセリング演習２」

プレゼンテーション、討論への積極的な参加、カンファレンス記録の作成などを総合的に評価する。

ハンドアウトの配布は、原則としてありません

（ ）

遺伝カウンセリング演習２（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセリング演習２（ 限定）

適宜指示する。

（ ）

　 　

遺伝カウンセリング実習１（ 限定）

【 コースの概要】　
遺伝カウンセリングの現場に同席し、その現状を体験するとともに、予診の聴取（プレカウンセリ
ング）、家系図の作成、電話フォローアップなどを実際のクライアントに対しておこなう。
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・三宅秀彦・山田重人・澤井英明・
四本由郁・村上裕美・鳥嶋雅子・本田明夏
【 教育・学習方法】
実習（準備・プレカウンセリング・同席実習・症例記録作成・カンファレンスでの症例報告・討議
・電話フォローアップ）。関連学会・セミナーに出席、積極的に参加し、レポートをまとめる。
月― 月は、「遺伝カウンセラー業務実習」として遺伝カウンセリング電話予約対応などの認定遺
伝カウンセラー業務の実際についても実習する。

クライアントへの適切な接し方を体得する。予診の聴取、家系図の作成が適切に可能となる。症例
の問題点について、担当医らと討議できる。症例をまとめ、医学的・心理社会的・倫理的問題につ
いて文献を検索し、最新情報を入手できる。カンファレンスで、症例を提示し、討論を行うことが
できる。関連する部局と適切な情報交換、連携が可能であり、チーム医療を実践できる。

【遺伝カウンセリング実習】
１年次の後半ころから遺伝カウンセリング実習を開始する。学生個人個人の知識・到達度や実習の

から判断して、実習の開始時期や頻度を決定する。 年間で 症例程度を経験する。ごく
初期は同席のみであるが、できるだけ実際の遺伝カウンセリングに少しでも参加することが望まれ
る。そこで、予診や家系図作成などの初期インテーク（プレカウンセリング）を行う。個々のケー
スについて症例記録・ログブックを作成し、担当教員に確認の上、できるだけ早く（遅くとも１週
間以内に）確定し、所定の場所に保存する。類型化シートも作成する。また、経験した症例をカン
ファレンスで発表し、討論する。 ケースあたり、（準備や検索を含めると）６時間程度が必要と
なる。家族性腫瘍、神経変性疾患、出生前診断・染色体異常、遺伝性難聴、眼科疾患、先天奇形、
先天性代謝異常、その他、できるだけバラエティに富んだ疾患の症例の経験をするようにつとめる。
・京都大学医学部附属病院遺伝子診療部（耳鼻科遺伝難聴外来含む）：月―金（コース全員で交代）
・兵庫医科大学臨床遺伝部：火曜（ 名）・高槻病院小児科・産婦人科（不定期）
　遺伝カウンセリング後の電話フォローアップについては原則として遺伝カウンセラーコース院生
が対応し、実質的な 、インターンシップを行う。
＜症例記録の書き方の注意：抜粋＞
１．ファイル名：カルテ番号＋短い疾患名＋受診日とする（例）
再診のときは、前回のものに追記したものに再診日と回数を記載。 例
２．本文のタイトルの前にカルテ番号を入れる。

遺伝カウンセリング実習１（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセリング実習１（ 限定）

３．クライアント氏名は記載しないが、診療施設の名称などは全て実名記載する。
４．時間（終了時間、所要時間）も入れる。
５．家系図はパワーポイントで、別ファイルに。ファイル名は、上記のワードファイルと同じ。

【学会・研修会への参加】
より幅広い知識・経験を積むため、下記の学会・研修会等への参加は原則として 年間必修とする
（経費はできるだけサポートする）。学会発表、セミナーでの積極的な活動が奨励される。下記以
外の学会・セミナーについても遺伝カウンセリングに関係の深いものについては参加を推奨する、
また、これらの機会を利用し積極的な人脈作りを行うべきである。また、患者会・サポートグルー
プなどへ積極的に参加することが勧められる。適宜情報を提供する。

遺伝カウンセラーコース限定必修（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング実習１」、２回
生は「遺伝カウンセリング実習２」

実習への積極的な参加などを総合的に評価する。

実際のクライアントに接した経験ほど重要な資源はない。

（ ）

【 年度の必須参加予定】（変更ある場合はその都度連絡します）
金 （土 日本遺伝性腫瘍学会＊シティプラザ大阪
金 日 日本遺伝カウンセリング学会＊沖縄コンベンションセンター
金 日 遺伝カウンセリング研修会 回生のみ 金沢大学
金 土 日本遺伝子診療学会＊トークネットホール仙台
金 日 遺伝医学セミナー三井ガーデンホテル千葉
木 日 日本人類遺伝学会・全国遺伝子医療部門連絡会議＊　名古屋国際会議場

１ （土） 日 遺伝カウンセリングアドバンストセミナー 回生のみ 郡山（星総合病院）
（ 年度入学者が 回生になった際の参加学会・研修会は上記と同一ではありません。）
経費補助を受けて学会・セミナー等へ参加した場合は、レポートを提出すること。レポートはＡ４
用紙で参加日数枚数分を目安とし、速やかに提出すること 最大 ヶ月以内 。また、これらのレポー
トについては、報告書として冊子化されることがあることを了解すること。 回生は＊のいずれか
の学会で一度は研究発表をおこなうことが望ましい。

遺伝カウンセリング実習１（ 限定） ↓↓↓
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遺伝カウンセリング実習１（ 限定）

（ ）
クライアントのいかなる情報についても守秘を徹底すること。遺伝カウンセリング内容についての
会話は、部外者のいるところではしないこと、内容を記したノート類は、部外者の目にふれないよ
うにすること。ノートの貸し借りは禁止。守秘できない場合は、退学処分とする。

　 　

遺伝カウンセリング実習２（ 限定）

【 コースの概要】　
遺伝カウンセリングの現場に同席し、その現状を体験するとともに、予診の聴取（プレカウンセリ
ング）、家系図の作成、電話フォローアップなどを実際のクライアントに対しておこなう。
担当者：小杉眞司・和田敬仁・山田崇弘・川崎秀徳・玉置知子・三宅秀彦・山田重人・澤井英明・
四本由郁・村上裕美・鳥嶋雅子・本田明夏
【 教育・学習方法】
実習（準備・プレカウンセリング・同席実習・症例記録作成・カンファレンスでの症例報告・討議
・電話フォローアップ）。関連学会・セミナーに出席、積極的に参加し、レポートをまとめる。
月― 月は、「遺伝カウンセラー業務実習」として遺伝カウンセリング電話予約対応などの認定遺
伝カウンセラー業務の実際についても実習する。

クライアントへの適切な接し方を体得する。予診の聴取、家系図の作成が適切に可能となる。症例
の問題点について、担当医らと討議できる。症例をまとめ、医学的・心理社会的・倫理的問題につ
いて文献を検索し、最新情報を入手できる。カンファレンスで、症例を提示し、討論を行うことが
できる。関連する部局と適切な情報交換、連携が可能であり、チーム医療を実践できる。

【遺伝カウンセリング実習】
１年次の後半ころから遺伝カウンセリング実習を開始する。学生個人個人の知識・到達度や実習の

から判断して、実習の開始時期や頻度を決定する。 年間で 症例程度を経験する。ごく
初期は同席のみであるが、できるだけ実際の遺伝カウンセリングに少しでも参加することが望まれ
る。そこで、予診や家系図作成などの初期インテーク（プレカウンセリング）を行う。個々のケー
スについて症例記録・ログブックを作成し、担当教員に確認の上、できるだけ早く（遅くとも１週
間以内に）確定し、所定の場所に保存する。類型化シートも作成する。また、経験した症例をカン
ファレンスで発表し、討論する。 ケースあたり、（準備や検索を含めると）６時間程度が必要と
なる。家族性腫瘍、神経変性疾患、出生前診断・染色体異常、遺伝性難聴、眼科疾患、先天奇形、
先天性代謝異常、その他、できるだけバラエティに富んだ疾患の症例の経験をするようにつとめる。
・京都大学医学部附属病院遺伝子診療部（耳鼻科遺伝難聴外来含む）：月―金（コース全員で交代）
・兵庫医科大学臨床遺伝部：火曜（ 名）・高槻病院小児科・産婦人科（不定期）
　遺伝カウンセリング後の電話フォローアップについては原則として遺伝カウンセラーコース院生
が対応し、実質的な 、インターンシップを行う。
＜症例記録の書き方の注意：抜粋＞
１．ファイル名：カルテ番号＋短い疾患名＋受診日とする（例）
再診のときは、前回のものに追記したものに再診日と回数を記載。 例
２．本文のタイトルの前にカルテ番号を入れる。

遺伝カウンセリング実習２（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセリング実習２（ 限定）

３．クライアント氏名は記載しないが、診療施設の名称などは全て実名記載する。
４．時間（終了時間、所要時間）も入れる。
５．家系図はパワーポイントで、別ファイルに。ファイル名は、上記のワードファイルと同じ。

【学会・研修会への参加】
より幅広い知識・経験を積むため、下記の学会・研修会等への参加は原則として 年間必修とする
（経費はできるだけサポートする）。学会発表、セミナーでの積極的な活動が奨励される。下記以
外の学会・セミナーについても遺伝カウンセリングに関係の深いものについては参加を推奨する、
また、これらの機会を利用し積極的な人脈作りを行うべきである。また、患者会・サポートグルー
プなどへ積極的に参加することが勧められる。適宜情報を提供する。

遺伝カウンセラーコース限定必修（事前確定科目）１回生は「遺伝カウンセリング実習１」、２回
生は「遺伝カウンセリング実習２」

実習への積極的な参加などを総合的に評価する。

実際のクライアントに接した経験ほど重要な資源はない。

（ ）

【 年度の必須参加予定】（変更ある場合はその都度連絡します）
金 （土 日本遺伝性腫瘍学会＊シティプラザ大阪
金 日 日本遺伝カウンセリング学会＊沖縄コンベンションセンター
金 日 遺伝カウンセリング研修会 回生のみ 金沢大学
金 土 日本遺伝子診療学会＊トークネットホール仙台
金 日 遺伝医学セミナー三井ガーデンホテル千葉
木 日 日本人類遺伝学会・全国遺伝子医療部門連絡会議＊　名古屋国際会議場

１ （土） 日 遺伝カウンセリングアドバンストセミナー 回生のみ 郡山（星総合病院）
（ 年度入学者が 回生になった際の参加学会・研修会は上記と同一ではありません。）
経費補助を受けて学会・セミナー等へ参加した場合は、レポートを提出すること。レポートはＡ４
用紙で参加日数枚数分を目安とし、速やかに提出すること 最大 ヶ月以内 。また、これらのレポー
トについては、報告書として冊子化されることがあることを了解すること。 回生は＊のいずれか
の学会で一度は研究発表をおこなうことが望ましい。

遺伝カウンセリング実習２（ 限定） ↓↓↓

遺伝カウンセリング実習２（ 限定）

（ ）
クライアントのいかなる情報についても守秘を徹底すること。遺伝カウンセリング内容についての
会話は、部外者のいるところではしないこと、内容を記したノート類は、部外者の目にふれないよ
うにすること。ノートの貸し借りは禁止。守秘できない場合は、退学処分とする。
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臨床統計家の実務スキル（ 限定）

　

　

未更新

・
・
・
・
・

臨床統計家の実務スキル（ 限定） ↓↓↓

臨床統計家の実務スキル（ 限定）

・
・

（ ）
統計解析ソフト「 」

第
版 データ解析環境 の基本技・グラフィックス活用集

経時データ解析

生存時間解析 応用編 による生物統計

（ ）

　 　

臨床研究実地研修　 　（ 限定）

未更新

臨床研究実地研修　 　（ 限定） ↓↓↓

臨床研究実地研修　 　（ 限定）

臨床研究実地研修　 　（ 限定） ↓↓↓
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臨床研究実地研修　 　（ 限定）

臨床研究実地研修　 　（ 限定） ↓↓↓

臨床研究実地研修　 　（ 限定）

（ ）

（ ）

　 　

臨床研究実地研修 　（ 限定）

未更新

臨床研究実地研修 　（ 限定） ↓↓↓

臨床研究実地研修 　（ 限定）

．

臨床研究実地研修 　（ 限定） ↓↓↓
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臨床研究実地研修 　（ 限定）

（ ）

臨床研究実地研修 　（ 限定） ↓↓↓

臨床研究実地研修 　（ 限定）

（ ）

　 　

統計的推測の基礎・演習（ 限定）

統計数理研究所
　

　

　

未更新

木 ・

・

・

・

統計的推測の基礎・演習（ 限定） ↓↓↓

統計的推測の基礎・演習（ 限定）

（ ）

・

・

（ ）
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メタアナリシス

未更新

・

・

新版メタ・アナリシス入門─エビデンスの統合をめざす統計手法─

（ ）

（ ）

　 　

アントレプレナーシップ
　

　

未更新

月６

・

・

・

・

・

・

・

アントレプレナーシップ ↓↓↓

アントレプレナーシップ

バイオデザイン
コーポレートファイナンス第 版上・下

ビジネスモデル・ジェネレーション：ビジネスモデル設計書

リーン・スタートアップ

（ ）

（ ）
・

アントレプレナーシップ ↓↓↓

アントレプレナーシップ

・

・
”
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メディカル分野技術経営学概論

未更新

木６

（ ）

（ ）

　 　

特許法特論・演習（前期）

未更新

水６

・

・

・
・

特許法特論・演習（前期） ↓↓↓

特許法特論・演習（前期）

特許法特論・演習（前期） ↓↓↓

特許法特論・演習（前期）

企業実務家のための実践特許法

特許法

（ ）

（ ）
・

－ 134 －



　 　

特許法特論・演習（後期）

水６

・

・
・

特許法特論・演習（後期） ↓↓↓

特許法特論・演習（後期）

特許の知識

産業財産権標準テキスト特許編

知的財産権法文集

（ ）

特許法特論・演習（後期） ↓↓↓

特許法特論・演習（後期）

（ ）
・
・

　 　

契約実務演習

火６

・
・
・

契約実務演習 ↓↓↓
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契約実務演習

知っておきたい特許契約の基礎知識

（ ）

（ ）

　 　

知的財産法演習

月６

・

・

・

・

・

・

・

知的財産法演習 ↓↓↓

知的財産法演習

別冊ジュリスト　特許判例百選　第５版

（ ）

（ ）
・

・
・

　 　

知的財産経営学　基礎

未更新

火６

知的財産経営学　基礎 ↓↓↓
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知的財産経営学　基礎

（ ）
隅藏　康一『これからの生命化学研究者のためのバイオ特許入門講座』（羊土社）

廣瀬　隆行『企業人・大学人のための知的財産権入門　ー特許権を中心にー』（東京化学同人）

（ ）

　 　

アントレプレナーシップ特論

　

未更新

アントレプレナーシップ特論 ↓↓↓

アントレプレナーシップ特論

（ ）

（ ）
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

現代社会と科学技術 （政策） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 木 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本講義は、「政策のための科学」プログラムの選択科目の つである。
本講義は、現代社会と科学技術 と一貫した講義であり、受講者は原則として本講義を先に受講す
る必要がある。

到達目標
「政策のための科学」プログラムにおいては、科学と社会、政策とを「つなぐ人材」の育成を目標
としている。この目標のために、様々な関連トピックを取り上げて、講師からの話題提供と、それ
に基づいた学生間のディスカッションを行い、科学の多様性と社会、政策を考えるための端緒とす
る。

授業計画と内容
【予定・内容】
第 回 　大学における学問とは？分野融合・越境のダイナミクス（学際融合教育研究推進セン
ター准教授 宮野公樹）
第 回 　科学的方法について（学術情報メディアセンター教授小山田耕二）
第 回 現代社会の問題と政策のための科学的考え方（政策のための科学ユニット特任教授カ
ール・ベッカー）
第 回 社会と科学の関わり方（ 細胞研究所准教授田渕敬一）
第 回・第 回［ ］現場から学ぶ政策のための科学・課題発表（ ： ～ ： ）　　
第 回 科学技術と大学の役割（経済研究所准教授関根仁博）
第 回 高騰する薬剤費と医療保険制度（ 細胞研究所　特命講師荒川裕司）
第 回 持続可能性と人口減少社会のデザイン（こころの未来研究センター　教授広井良典）
第 回［ ］トランザクション・コストと経済政策（経営管理大学院教授末広千尋）
第 回 　研究プロジェクト中間発表会（参画教員）

第 回・ 回（ は土曜日の実施となるため留意すること（ ： ～ ： ）

履修要件
本講義は、現代社会と科学技術と一貫した講義であり、受講者は原則として本講義を先に受講する
必要がある。

成績評価の方法・観点
平常点（出席及び演習への貢献度）、レポート（提出状況及び内容）により総合的に判断する。

現代社会と科学技術 （政策） へ続く↓↓↓

現代社会と科学技術 （政策）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める。

（その他（オフィスアワー等））
面談希望は必ずメールで までご連絡下さい。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

現代社会と科学技術 （政策） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 木 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本講義は、「政策のための科学」プログラムの必修科目の１つ（入門必修科目）である。
本講義は、現代社会と科学技術 と一貫した講義であり、受講者は現代社会と科学技術 の講義か
ら継続した受講が必要である。

到達目標
「政策のための科学」プログラムにおいては、科学と社会、政策とを「つなぐ人材」の要請を目標
としている。この目的のために、様々な関連トピックを取り上げて、講師からの話題提供と、それ
に基づいた学生間のディスカッションを行い、科学の多様性と社会、政策を考えるための端緒とす
る。

授業計画と内容
【予定・内容】＊講師の都合により日程を変更することがある
第 回 　価値の対立と合意形成（人間・環境学研究科教授佐野亘）
第 回 　責任ある研究・イノベーションとは何か（大阪大学 デザインセンター教授平川秀
幸）
第 回 　研究プロジェクト中間発表会（参画教員）
第 回 　クリティカルシンキングの観点からみた科学技術と社会（文学研究科准教授伊勢田
哲治）　
第 回 　健康福祉政策と情報の利活用（医学研究科　教授　川上浩司）
第 回 　データ可視化と政策立案（学術メディアセンター　教授　小山田耕二）
第 回 　ビッドコインにおける非中央集権の理想と現実（公共政策大学院　教授　岩下直行）

第 回 　まちづくり・地域づくりとソーシャル・キャピタル（経営管理大学院農学研究科特
定教授吉田恭）
第 回 　日本型直接支払制度の政策評価とその方法（農学研究科　教授　伊藤順一）
第 回［ ］森林の生態系サービスと政策（情報学研究科教授大手信人）
第 回 技術の質の評価（工学研究科教授富田直秀）
第 回［ ］医療費の増加と医療技術評価（慶應義塾大学経営管理研究科准教授後藤励）
第 回［ ］医療の経済評価：その現状と課題（医学研究科　教授　中山健
第 回 　移植医療の社会的価値（同志社大学商学部准教授瓜生原葉子）
第 回 　振り返りワークショップ（学際融合教育研究推進センター准教授宮野公樹）

履修要件
本コースは現代社会と科学技術入門と一貫した講義であり、受講者は現代社会と科学技術入門の講
義から継続した受講が必要である。

現代社会と科学技術 （政策） へ続く↓↓↓

現代社会と科学技術 （政策）

成績評価の方法・観点
平常点（出席及び演習への貢献度）、レポート（提出状況及び内容）により総合的に判断する。

教科書
使用しない
特になし

参考書等
（参考書）
授業中に紹介する

授業外学修（予習・復習）等
特になし

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

科学技術イノベーション政策総合演習（政策 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

前期集中曜時限 集中講義
授業
形態 講義 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本講義は、「政策のための科学」プログラムのオリジナル科目の一つ 選択科目 基軸科目群 である。

プログラム 年目に履修することが望ましい。

到達目標
当該分野の先端的な知見を得るとともに、様々な視点から検討する。問題分析や政策提言等のグル
ープワークを通じて、得られた知識の応用力を高めるとともに、各拠点の学生間の知的交流を促進
する。

授業計画と内容
科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」基盤的研究・人材育成拠点 京都大学
・大阪大学連携、政策研究大学院大学、東京大学、一橋大学、九州大学 合同の合宿セミナー。各
拠点およびゲスト講師による講義とともに、共同で問題分析や政策提言等の作成を行うグループワ
ークを行う。夏期休暇中に、 泊 日程度の合宿形式で行われる。

本年度は 月 日から 月 日に、政策研究大学院大学での実施を予定している。尚、大阪大学にて
月 日に合宿事前ワークショップを開催する。

履修要件
プログラム１年目に履修することが望ましい。

成績評価の方法・観点
成果物・提出物により、総合的に判断する。
教科書
使用しない

参考書等
（参考書）
特になし

授業外学修（予習・復習）等
特になし
（その他（オフィスアワー等））
授業外学習については、受講生に対して事前に連絡する。
面談希望は必ずメールで までご連絡。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

研究プロジェクト（政策） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限 その他 授業
形態 実習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本講義は、「政策のための科学」プログラムの必修科目の一つである。プログラム２年目に履修す
ること。

到達目標
　公共的視点から科学技術と政策や社会とをつなぐ活動や成果物の作成を行うことにより、自らの
専攻分野を生かしつつ、プログラムで学んだ知識やスキルを活用する能力を獲得する。
授業計画と内容
科学技術イノベーション政策に関連する具体的なトピックと方法論を用いて、「政策のための科学」
に関連する個人研究もしくは共同研究のプロジェクトを実施し、小論文・研究レポート（日英可）
を作成する。それぞれの研究テーマや進捗に合わせ、プログラム関連教員による個別指導を中心に
進める（プロジェクトの内容に関しては、各自の専門の学位論文に関連したもので可）。
年次に研究計画を策定し，テーマ発表会を行う。
年次に京都大・大阪大の合同発表会を実施する。
時期については追って説明する。

履修要件
履修前に、所属研究科の指導教員、および、本科目の担当教員に、研究計画等について相談するこ
と。
※政策のための科学プロジェクト受講者のみ履修可。

成績評価の方法・観点
成果物・提出物により、総合的に判断する。

教科書
研究指導担当教員の指示による。

参考書等
（参考書）
研究指導担当教員の指示による。

授業外学修（予習・復習）等
適宜予習復習を求める。
（その他（オフィスアワー等））
研究指導担当教員の指示による。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

政策のための研究方法論 政策 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 川上　浩司
特任教授学際融合教育研究推進センター ，

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

前期 曜時限 水 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本講義は、「政策のための科学」プログラムのオリジナル科目の一つ（選択科目 ：イシュー科目
群）である。

社会政策を研究するためには、社会学、心理学、科学史、政治経済などの学問体系を股がらざるを
得ない。本演習では、それぞれの学問領域の研究方法論を土台に、情報の検索・収集・分析から、
論理構造や政策作りまで、学会発表を含め、高度な論文の研究法と書き方を目指して指導する。本
演習によって、院生は信憑性と注目度の高い情報を直ぐに探せ、自分の研究論文の先行研究として
位置付けられる様になる。そして論文の論理的構築と標準的形式を理解して、研究論文や出版投稿
論文の基礎知識を身に付ける。

到達目標
本演習によって、学生は信憑性と注目度の高い情報を直ぐに探せ、それらを自分の研究論文の先行
研究として位置付けられるようになる。そして論文の倫理的構成と標準的形成を理解して、卒業論
文や出版論文の基礎知識を身に付ける。

授業計画と内容
下記の様な内容を毎週紹介し、それぞれに関する宿題を一緒に添削・訂正する
１）　オリエンテーションメモの取り方、学術的集中法等
２）　研究テーマの選ひ方・絞り方・目的と研究題目
３）　論文調の表現や注意点・中心的概念の定義の種類
４）　基礎文献の特定・確認・検索方法
５）　 による有用記事 目的の明瞭化
６）　書評で注目される著書の検索
７）　被引用件数て雑誌記事を検索
８）　アブストラクトの使い方と書き方
９）　アウトライン・目次論理構造の形成
１０）新聞記事・大宅壮一 文献表
１１）アウトライン・目次の実例再検討
１２）英語と日本語の博論・非売品 政府白書から科研・財団報告書
１３）目次の最終構成・文献表作成確認
１４）総まとめ、宿題提出
１５）フィートバック

履修要件
論文作成は、数冊の本を読めば出来る作業ではなく、広範囲な文献収集を要するので、計画的な時
間配分を心がけられる大学院生を期待する。

成績評価の方法・観点
中間の提出： 、学期末レポート試験： 、

政策のための研究方法論 政策 へ続く↓↓↓

政策のための研究方法論 政策

毎回の出席と宿題提出： 、と計算して評価する。
なお、５回以上授業を欠席した場合、単位は認められない。

教科書
授業中に紹介・配布する。

参考書等
（参考書）
高橋昭男『仕事文の書き方』（岩波新書）
小笠原誠『読み書きの技法』（筑摩書房）

授業外学修（予習・復習）等
授業外学習としては、毎回、受講者の研究テーマに関する作文か、図書館やデータベースで資料に
基づく調査か、いずれかの作業を必要とする。毎週提出された作文や資料は、次週に返却され、そ
の積み重ねで成果が上がってゆく。またディスカッションの種にもなるので、その予習と提出は欠
かせない。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

「医療政策の 」（政策） 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 川上　浩司
特任教授学際融合教育研究推進センター ，

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 水 授業
形態 演習 使用

言語 日本語及び英語

授業の概要・目的
本演習は「政策のための科学」プログラムのオリジナル科目の一つ
（選択科目 ：イシュー科目群）である。

本演習は、倫理・法律・社会学（ ）の立場から高齢社会の問題を
文化論的に探求する。例えばインフォームド・コンセント（治療選択・
自己決定権）や 告知 、情報の公開・透明性・所有権
などを出発点として、公共資源分配と医療保険制度の問題点を提起し、
また公共倫理の思考法の問題点も検討する。

到達目標
マニュアルやルールブックによる絶対唯一の正解ではなく、その文化
と状況に応じて最も相応しい倫理行動を探る、頭の訓練を繰り返す。
コンフリクトに出遭う時、狭い主観的な見地から、より多元・多様な
見解・理解ができるようになることは、本授業の取り上げる問題解決
のみならず、今後の人生に於いても有益なスキルになると期待される。

授業計画と内容
下記の様な内容を毎週紹介し、それぞれに関する宿題を一緒に添削する
第 回自己紹介と生命倫理の紹介：倫理とは？政策の とは？
第 回症例紹介とその分析法・ステークホルダー論
第 回人口と医療福祉費配分問題
第 回家庭内暴力・虐待
第 回重大欠陥新生児
第 回障害者福祉
第 回致命的選択優先順位
第 回 医療政策
第 回 ・ ・ と尊厳死・安楽死・自死
第 回脳死・臓器移植
第 回死別と悲嘆のケア
第 回自己健康管理
第 回動物実験・研究倫理と
第 回総まとめ
第 回フィードバック

履修要件
特になし

「医療政策の 」（政策） へ続く↓↓↓

「医療政策の 」（政策）

成績評価の方法・観点
平常点評価　出席 ％、中間課題 ％、期末課題 ％

教科書
多くのビデオや参考資料を授業中に紹介する

参考書等
（参考書）

授業外学修（予習・復習）等
毎回、宿題を提出してもらい、前回の宿題を返却する。
その積み重ねの過程によって、スキルが身に付くので、
途中で休んだりすると、次の段階が分からなくなる。
よって、毎回の出席と宿題提出が重要になる。

（その他（オフィスアワー等））
オフィスアワーは毎週の火曜日、及び院生の希望に応じて開く。

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。

科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

科学技術コミュニケーション演習 政策） 担当者所属・
職名・氏名 教授医学研究科 川上　浩司

配当
学年 専門職 単位数 開講年度・

開講期
・

通年不定曜時限
授業
形態 演習 使用

言語 日本語

授業の概要・目的
本講義は「政策のための科学」プログラムの必修科目の１つ（必修科目）である。
「政策のための科学」プログラムにおける研究プロジェクトを進めるうえで必要となる、問いの立
て方、仮説検証に関する方法論、プレゼンテーションスキルの習得等を目的とする。あわせて、受
講生におけるディスカッションを通じて、研究に関する批判的考察能力を涵養する。

到達目標
科学技術を巡る社会的課題を各分野における分析のフレームワークで捉え、政策分析手法によって
論理的に論じられることを到達目標とする。受講生におけるディスカッションによって、実践的に
能力の習得を目指す。

授業計画と内容
受講生は事前に発表等の準備を行うこと、また、ディスカッションには積極的に参加することを期
待する。

【予定・内容】
前期・後期に渡り、以下 回を予定する。具体的な日程は、講義開始前に連絡予定。

◇前期
第 回ユニットオリエンテーション（ にて講義概要を説明。
第 回から第 回問いの立て方 議題検討
課題各自のテーマの建て方と絞り方を一緒に検討する。
第 回～第 回先行研究の収集方法、分析法、レビュー
課題上記を含むプレゼンを用意する。
◇後期
第 回～第 回科学的政策分析の手法
課題研究プロジェクトで用いる論理と分析手法を確認し合う。
第 回～第 回効果的なプレゼンテーション術
課題研究の状況をパワーポイントにまとめ、発表の準備を行う。

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点
中間 回 の発表計 、期末発表 、毎回の出席と宿題提出 、と計算して評価する。
なお、 回以上授業を欠席した場合、単位は認めない。

科学技術コミュニケーション演習 政策） へ続く↓↓↓

科学技術コミュニケーション演習 政策）

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）

（関連ＵＲＬ）

授業外学修（予習・復習）等
特になし。

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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科目ナンバリング 　 　

授業科目名
　 英訳

グローバルヘルス通論 担当者所属・
職名・氏名

教授医学研究科 中山　健夫
助教医学研究科 ，

配当
学年 回生以上 単位数 開講年度・

開講期
・

後期 曜時限 水 授業
形態 講義 使用

言語 英語

授業の概要・目的

到達目標

授業計画と内容
後期水曜日 限目医学部先端科学研究棟 階小セミナー室

’

履修要件
特になし

成績評価の方法・観点

グローバルヘルス通論 へ続く↓↓↓

グローバルヘルス通論

教科書
使用しない

参考書等
（参考書）

『 』（ ）
著 木原正 監訳 木原雅 監訳 『グローバルヘルス 世界の健康と対処戦略の最新動向』

（メディカル・サイエンス・インーナショナル）

授業外学修（予習・復習）等

（その他（オフィスアワー等））

※オフィスアワーの詳細については、 で確認してください。
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